
農

皐

研

第

三

穴

巷

究

種
賓
の
溌
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に

就

い
て
の
賓
験
的
研
究

第

報

米

就

て

関

ヨた

第

一

章

第
一
一
議

言

玄
米
の
剥
皮
、
切
断
、
刺
筋
慮
理
と
袋
芽
の
促
進

及
抑
制
、
と
の
鳳
係
に
、つ
怠
て
の
寅
厳、、

貧
駿
一
、
舵
燥
糾
祉
の
諮
駕
傷
付
噌
障
理

質
駿
二
、
来
乾
燥
位
の
諸
縄
傷
付
慮
理

宵
睡
眠
一
二
、
水
分
含
量
の
如
何
と
傷
付
慮
理

賞
駿
閥
、
玄
米
の
舵
燥
程
度
と
授
芽
の
運
遁

賓
駿
玉
、
傷
付
部
位
と
授
穿
と
の
関
係
ハ
一
一
v

-
同
験
六
、
傷
付
慮
理
と
水
分
吸
収
湿
度
と
の
関
係

緒

漕
賓
の
稜
芽
使
準
及
抑
制
に
劃
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
・
的
研
境

笠

夫

原

安

賞
曲
額
七
、
傷
付
後
の
パ
ラ
ヲ
イ

ν墜
布
と
設
相
方

質
強
八
、
傷
付
庖
程
一
粒
M
W
吸
困
慮
紙
床
と
水
申
緩
芽
の
比
較

賓
敏
九
、
傷
付
虎
斑
一
部
位
と
設
相
方
、
と
の
関
係
会
一
》

賓
駿
一

O
A
、
品
目
漬
粒
の
傷
付
部
位
と
綾
穿
k
の
閥
係

釘
厳
一

O
B、
金
制
皮
米
及
怪
接
着
部
位
環
伏
傷
付
粒
に
機

領
添
加
と
そ
の
授
芽
誠
腫

本
怠
の
賞
曲
曙
結
泉
の
綜
合
考
町
民

第
三
歳
摘
出
臨
の
疲
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
賓
厳

〈
一
)
舵
像
粒
摘
出
径
の
筒
益
基
上
に
於
け
る
授
穿
試
幽
贋

第
一
組



麗
貨
の
愛
穿
促
準
及
抑
制
に
爾
ず
る
物
質
に
舵
い
て
の
賓
睡
眠
的
研
究

賓
駿
一
、
機
領
添
加
の
効
果
試
醸

賓
駿
二
、
諸
幅
四
駒
田
震
の
添
加
授
芽
試
駿
ハ
一
〉

賓
厳
一
二
、
諸
冨
聞
物
質
の
添
加
毅
芽
鼠
厳
2
3

ハ
ニ
》
乾
燥
粒
の
摘
出
底
に
議
麓
駒
震
の
添
加
設
芽
試
厳

賀
駿
閥
、
摘
出
怪
の
吸
墨
紙
床
の
渡
芽
紙
駿

貧
駿
玉
、
摘
出
座
の
水
中
震
芽
と
岨
開
踊
酬
の
効
泉

浸
潰
粒
の
摘
出
匿
の
設
芽
試
駿

ハ一一マ賞
駿
六
、
浸
漬
時
間
の
長
短
と
そ
の
摘
出
怪
の
震
芽
試
験

寅
駿
七
、
浸
涜
粒
の
摘
出
隆
に
糖
類
添
加
の
効
果

宵
駿
八
、
短
時
間
浸
潰
馳
の
摘
出
底
の
授
芽
試
験

ハ
四
)
摘
出
匪
の
水
涜
及
び
劇
皮
と
そ
の
綾
芽
と
の
関
係

質
量
聴
九
、
嫡
出
匪
の
澱
粉
附
着
と
水
氏
と
授
芽
h
の
鵬
係

賓
駿
一

O
、
同
団
益
基
上
に
於
け
る
乾
燥
粒
と
浸
漬
粒
の
鏑

出
峰
の
設
相
方
及
生
長
の
比
較

賞
駿
一
一
、
粧
の
各
部
位
を
傷
付
後
浸
覆
し
た
粒
の
摘
出

匿
の
授
芽
の
比
鮫
及
同
水
洗
の
影
響

賞
腸
ご
勺
舵
操
粒
と
浸
橿
恒
敏
と
の
距
接
着
部
の
環
獄
傷

付
後
の
摘
出
臨
の
授
芽
島
敏

本
怠
の
賓
駿
結
果
の
綜
合
考
篠

第

四

車

玄
米
め
設
芽
抑
制
物
質
の
有
無
K
A
V
E
賓
の
後
朝
方
抑

制
物
質
が
米
の
稜
芽
に
及
ぼ
す
彫
E
E

修
一
級

〈一

v

ハ一一〉

米
の
設
芽
抑
制
刷
物
質
に
欄
ず
る
寅
蔵

小
委
の
滋
芽
抑
制
物
質
添
加
が
米
の
授
芽
に
及
ぽ
す

影

g
w間
隙

第

五

議

玄
米
に
於
て
諸
積
物
賢
一
郎
加
と
霞
芽
促
進
砲
に
抑

制
に
闘
す
る
賓
厳

審
問
睡
眠
一
、
液
中
と
吸
暴
紙
床
と
の
毅
芽
比
較

賓
駿
二
、
液
中
設
芽
を
ヴ
イ
夕
、
、
、

γ
臥
の
効
果
〈
一
〉

賓
駿
三
、
措
崎
市
援
芽
と
ヴ
イ
タ
ミ

ν加
の
効
果
C
一》

宵
験
四
、
青
酸
加
塁
、
チ
オ
書
円
殴
加
重
及
ア
ス
コ
ル
ピ

y
駿

添
加
と
授
芽

賓
駿
五
、
調
円
酸
加
里
、
チ
オ
宵
酸
加
里
及
び
ヴ
イ
タ
ミ

y
m

添
加
と
nu穿

ヘ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
ト
リ
プ
ト
7

ア
シ
、
ア
ス
コ
ル

ピ

ν酸
添
加
と
疲
芽

賓
駿
七
、
チ
オ
尿
菜
、
探
素
添
加
と
属
政
相
方

賓
駿
八
、
ア
ス
パ
ラ
ギ

ν添
加
と
授
芽

賀
厳
九
、
ヘ
テ
ロ
キ
シ

ν浸
潰
と
授
芽

本
意
の
賓
験
結
果
の
綜
合
考
察

第

六

怠

擦

寅
厳
六
、

考

第

七

章

a一

嬰

摘

考

文

献



穂
賓
の
授
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
寅
睡
眠
的
研
究

策
『
山
積

第

章

緒

電

拾
に
種
賓
と
稽
せ
し
は
米
委
等
の
態
粒
及
一
般
種
子
を
穂
稿
し
た
の
で
あ
る
。
近
時
一
般
種
賓
の
輩
芽
に
は
蛮
芽
促
進
(
誘
瑳
刺
戟
〉
物
質

及
び
抑
制
物
質
が
閥
興
す
る
と
云
ふ
報
告
は
可
成
の
敢
に
建
し
つ
A
あ
る
が
、
中
で
も

90HOEtom一
九
三
五
)
は
護
芽
を
促
す
護
芽
ホ
ル
モ
シ

、J

を
プ
ラ
ス
タ

C〈
E
E
s
gと
命
名
、
何
者
桝

E
E野
一
昌
一
一
回
〉
は
種
子
の
費
芽
抑
制
物
質
に
プ
ラ
ス
ト
コ
リ
シ

3
E畠
告
と
な
る
名

稀
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
.
し
か
し
此
等
の
促
進
及
抑
制
物
質
は
た
ピ
物
質
と
云
ふ
報
告
の
外
に
、
生
長
素
、
或
は
糖
類
、
ァ
ξ

I
酸
、
ピ
オ
ス
、
グ

〈
ピ
オ
チ
ン
v

=
コ
チ
ン
醜
等
が
皐
調
に
又
は
生
長
素
と
共
存
し
て
、
韓
芽
、
費
根
及
幼
棋
の
切
断
根
の
費
生

イ
タ
ミ
ン
恥
、
恥
、

c
、
H

及
び
生
長
に
促
進
又
は
楠
跡
的
に
働
く
と
云
ふ
報
告
が
あ
り
・
又
ヘ
テ
ロ
プ
ウ
キ
シ
シ
が
強
芽
を
そ
の
浪
度
の
如
何
に
よ
っ
て
促
進
或
は
抑

制
す
る
と
去
ふ
報
告
が
可
成
り
あ
る
。
筒
、
生
長
索
前
駈
物
或
は
ヱ
チ
レ
シ
が
抑
制
作
用
の
る
る
事
も
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る

e
F
S
F
a
及

、J

、J

，，

w
d
 

p
p史
一
色

4
3
C
E
E
E
g崎
〈
〈
一
九
百
一
八
)
は
、
植
物
縄
中
に
存
在
を
確
認
さ
れ
た
青
酸
及
ロ
グ
ン
酸
が
、
費
芽
の
抑
制
、
或
は
促
進
物
質

、B''

の
本
質
で
あ
る
と
一
冨
ふ
@
吋

8
5
5同
等
ゆ
〈
一
主
人
〉
は
チ
オ
尿
素
等
が
殻
芽
促
進
作
用
が
あ
り
、
尿
素
が
抑
制
作
用
が
あ
る
と
と
を
報
告
し

?と。
中
野
、
木
下
氏
側
三
九
回
一
一
〉
は
ナ
ガ
イ
モ
の
ム
カ
ゴ
に
一
一
極
の
抑
制
物
質
が
る
っ
て
、
休
眠
か
、
費
芽
か
は
生
長
素
と
抑
制
物
質
の
量
比
の

犬
小
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
報
告
じ
た
・
著
者
等
川
、
(
一
九
阿
さ
は
轟
に
小
委
の
穂
殻
芽
の
骨
難
な
る
品
種
に
都
民
芽
抑
制
物
質
の
あ
る
b
L
認
め
た
・

と
の
物
質
は
低
温
で
は
抑
制
力
を
殆
ん

E
解
消
し
た
。
又
、
と
の
浸
出
液
の
添
加
は
費
芽
し
易
い
粒
ぜ
幾
分
抑
制
す
る
と
と
を
報
告
し
た
・

米
に
就
て
は
ま

i
ゐ
2
8
3
8
が
糊
粉
居
内
に
多
量
に
含
ま
る
ヴ
イ
タ
ミ
シ
恥
が
護
芽
生
長
に
重
要
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
は
た
い



濁
貨
の
畿
穿
健
浩
及
抑
制
に
帽
す
る
駒
買
に
疏
い
て
の
賓
態
的
研
究

第
一
線

阿

か
と
云
ぶ
立
場
か
ら
、
禾
震
類
の
数
種
に
つ
い
て
研
究
し
詳
細
た
る
報
告
を
た
し
た
。
邸
ち
糊
粉
屠
に
費
芽
物
質
を
含
有
し
て
、
費
芽
膨
脹

期
聞
に
匪
に
移
動
す
る
.
よ
っ
て
と
の
糊
粉
屠
を
全
く
刺
ぎ
て
除
去
す
る
か
、
又
は
糊
粉
居
と
座
盤
の
と
の
蓮
絡
を
中
断
す
る
様
に
環
扶
傷
付

を
た
せ
ば
、
幼
根
は
全
然
費
根
せ
や
り
幼
芽
は
僅
か
に
平
均
二
町
の
長
さ
だ
け
し
か
伸
長
し
な
い
.
糊
粉
屠
と
臨
盤
の
連
絡
の
あ
る
場
合
に

糊
続
麿
を
除
去
す
る
時
に
は
、
費
芽
の
抑
制
度
は
除
去
し
た
量
に
犬
値
平
行
す
る
・
叉
果
種
皮
の
み
の
除
去
で
は
早
〈
裂
芽
す
る
・
糊
粉
暦

・

を
除
去
じ
た
粒
に
、
糠
の
成
分
、
糖
類
等
を
興
へ
て
も
幼
植
物
は
生
長
せ
・
ヂ
.
果
種
皮
を
剥
ぎ
取
る
持
は
、
浸
出
に
よ
っ
て
、
糊
粉
暦
を
容

す
る
と
と
た
く
、
或
る
物
質
を
取
り
出
す
と
と
が
出
来
る
。
と
の
抽
出
し
た
物
質
の
添
加
は
、
費
芽
の
抑
制
を
媛
和
す
る
・
と
の
物
質
の
特

、BJ

性
は
未
知
で
る
る
が
、
ア
ウ
ギ
シ
ン
で
は
な
い
と
一
冨
っ
た
・

m
g恒
例
会
き
さ
は
ヒ
マ
ハ
リ
、
燕
菱
の
種
賓
に
抑
制
物
質
を
認
め
、
と
れ
が

後
に
促
進
物
質
に
盤
化
す
る
。
と
の
費
芽
ホ
ル
モ
ン
は
生
長
ホ
ル
モ
ン
と
は
別
物
で
る
っ
て
、
寧
ろ
ロ
ト
ダ
シ
酸
設
を
支
持
し
て
ゐ
る
.

著
者
は
先
づ
米
に
就
い
て
、
果
し
て
費
芽
促
進
及
び
抑
制
物
質
が
存
在
す
る
や
否
や
を
知
ら
ん
と
し
て
戎
に
述
ペ
る
賓
験
在
行
っ
た
・
玄

米
の
制
皮
、
切
断
、
傷
付
鹿
理
、
摘
出
匹
の
護
芽
培
養
或
は
水
中
蜜
芽
、
三
共
ヘ
テ
国
キ
シ
シ
m
一
ニ
イ
シ
ド
ー
ル
開
酸
加
里
v
、
楢
類
、
ア
ミ

ノ
酸
及
び
ア
ミ
ド
類
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
恥
、

c
?青
酸
加
里
、
チ
オ
青
酸
加
盟
、
尿
索
、
チ
オ
尿
素
等
の
添
加
貰
験
を
た

L
た
。
そ
の
結
果
護

芽
促
進
物
質
の
夜
在
す
る
と
と
、
向
徴
弱
た
る
抑
制
物
質
も
存
在
す
る
ら
し
い
結
果
を
得
た
の
で
、
裁
に
報
告
す
る
@
倫
小
委
(
第
二
報
)

に
就
き
て
の
賓
験
も
完
了
し
、
叉
甜
瓜
に
就
い
て
も
殻
表
す
る
議
定
で
あ
る
.
向
本
賞
験
は
嘗
研
究
所
長
近
藤
博
士
の
絡
始
御
懇
切
な
る
御

指
導
の
も
と
に
施
行
せ
る
も
の
で
数
に
謹
み
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
.



¥VV 
玄米の傷付部位と傷付

織の方向を示す園

ハ傷付線ヲ示ス

1 VJ[線・・・・・・粒中央傷付く環紋〉
1AIl・M・..中央腹宇都傷付〈竿環欣〉

VI A.'・・・・・中央背王宇都傷付〈傘鼠炊〉

IVI線・・・…1/4臨時首都傷付〈環朕〉
打線"・・・都議るテO.5mm位置

I B線・・・・・J!HiエljS行シテ0・5mm/位
置腹宇都傷付〈学混朕〉

Y B目…-E是認ぷ?為部位
I 1'1線H ・...怪銭者部扇朕傷付CfI炊〉
V彊線・・・・・・機筋傷付

抑
制
£
の
関
係
に
つ
者

τの
賓
艶

玄
米
の
剥
皮
、
切
断
、
刺
傷
慮
理
主
設
芽
@
促
準
及

特
別
に
記
述
し
た
い
限
り
は
乎
制
ぎ
玄
米
を
材
料
と
し
て
、
径
九
m
の
シ
ャ
ー
レ
に
吸
墨
紙
或
は
猪
統
一
枚
宮
布
き
て
費
芽
床
と
な
し
-

第

三

章

責
駿
-
、
乾
操
粒
の
諸
種
傷
付
慮
理
(
第
一
表
)

水
分
は
最
初
コ
一

l
四
∞
注
加
し
た
。
暗
黒
恒
温
器
を
用
ひ
て
、
昭
和
一
八
年
一
月

1
九
月
迄
の
聞
に
賓
験
し
た
.

玄
米
の
糊
粉
暦
迄
小
万
で
制
皮
し
た
。
匹
は
傷
付
た
い
様
に
注
意
し
た
・
金
制
皮
は
糊
粉
暦
を
合
め
て
外
暦
を
全
部
削
り
取
り
、
叉
ル
T
制

皮
は
片
側
の
み
制
皮
し
た
.
切
断
は
中
央
を
切
牛
し
た
・
傷
付
は
粒
の
側
面
の
縦
筋
に
沿
ふ
て
針
で
一
一
慌
の
傷
を
な
し
た
.
(
第
一
固
参
照
〉

是
等
の
底
理
と
費
芽
と
の
関
係
を
見
る
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
・
第
一
表
に
よ
れ
ば
切
断
米
が
最
も
早
く
費
芽
し
た
.
共
が
金
制
皮
米
で

あ
る
が
、
と
れ
は
幼
芽

V/I 

V/ 

先
輩
で
幼
根
は
蓮
れ
た
.

併
し
共
に
仲
長
は
不
良

国

で
あ
っ
た
。
・
弐
が
宇
剥

皮
米
、
傷
付
米
の
順
序

1 

V/I/ 

第

で
、
完
全
玄
米
が
最
も

蓮
く
費
芽
し
向
。
で
あ

通
貨
の
震
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貨
駿
的
研
究
・
第
一
級

五



第一表 質験一・ 傷付鹿理と費芽の遅速との閥係

〈昭初18~1 周27日置床〉

設 努 粒 重量
;置床温度 品 穣 .!&理法

1日12日I3日 I4日I5日16日 17日

完全玄米 2 6 8 12 

金制皮米 4 8 15 15 
神力4宣車

8 24 包 包

傷付米 8 14 23 包
200C 

玄 米 l 4 6 7 

金制皮米 6 19 却 20 
愛箇ll}t

!f-制皮米 8 包 24 24 

傷付米 5 19 幻 24 

完全玄米 2 7 11 13 お

金制皮米 15 21 24 24 お

神力4!1君 学制度米 9 24 25 部 25 

傷付米 1 5 17 幻 23 24 

250C 切断米 15 包 24 25 251 

完全玄米 3 10 15 17 17 

~JlJ皮米 15 21 21 21 21 
愛麗1貌

牢創皮米 10 25 25 25 25 

傷付米 4 21 24 25 街

完全玄米 3 5 7 8 9 9 

金制皮米 沼 24 お 25 

神力4聖書 $創皮米 B 12 24 25 25 

傷付米 8 13 19 23 25 

泊。c 切断米 18 22 

完全玄米 5 7 10- 10 ! 

金制皮米 20 21 21 21 
愛国1競

学制度米 9 15 包 25 込、
， 

， 信与付米 1 2 9 18 

曜
時
貨
の
授
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
異
に
就
い
て
の
賀
駿
的
研
究
第
一
報

六



. 
E聖 芽 粒 • 種 慮理法

1日I2日I3日I4日I5日
完全玄米 4 4 4 5 6 

御力4貌
金制度米 24 24 25 25 

学量u皮米 19 24 25 25 

傷付米 6 9 11 20 24 
3500 ‘ 

完全玄米 2 4 4 4 

愛国1続
登ffJF.芝米 18 加 24 24 

学剥皮米 12 24 24 24 

傷付米 14 23 回 24 

3日後 26.35.・..2cc，

25粒賀氏‘ 250α主2日後に1略的に部ocに淫した.
水を最初3cc注加‘ 1日後 2_50C...Q.ooc，30. 360C...2cc， 
5日後 25.却.350C...2cc，

る
・
と
の
試
料
は
よ
く
乾
燥
し
た
粒
で
あ
ヲ
た
@

費
験
二
、
未
乾
操
粒
の
諸
種
傷
付
属
理
〈
第
二
表
v

今
回
は
乾
燥
度
の
低
い
旭
及
士
口
一
紳
を
材
料
と
し
た
.
旭
は
吉
榊
よ
り
羽
目
芽

が
速
い
と
と
堂
見
た
が
、
と
れ
は
品
種
の
特
性
で
あ
る
.
第
二
表
に
よ
れ
ば
、

二
O
度
に
於
て
は
三

O
虞
よ
り
約
一
日
褒
芽
が
遁
れ
る
乞
見
た
.
而
し
て
常

に
幼
芽
が
先
裂
で
あ
る
.
一
ニ
O
度
で
は
旭
は
金
制
皮
米
は
幼
芽
先
輩
、
b
T
制

底
米
は
幼
芽
或
は
幼
棋
の
先
輩
が
相
半
ば
で
あ
る
・
吉
紳
に
於
て
は
金
、
b
T

制
皮
米
共
に
幼
芽
先
輩
で
あ
る
・
他
は
幼
棋
先
奮
す
。
そ
し
て
費
芽
の
速
さ

の
願
序
は
二

O
度
、
一
ニ

O
度
共
に
切
断
米
、
ゐ
一
制
一
皮
米
、
b
T
制
皮
米
、
傷
付

米
の
順
序
で
、
完
全
玄
米
が
一
番
遅
れ
た
。
而
し
て
金
制
皮
米
は
幼
根
の
伸

長
が
最
も
不
良
で
あ
る
と
と
前
回
と
同
じ
結
果
で
あ
る
・
今
回
の
傷
付
は
片

側
面
に
一
僚
の
み
で
あ
っ
た
・

-m験
一
-
一
、
水
分
含
量
の
如
何
と
傷
付
属
理
〈
第
三
表
、
忠
良
二

同
じ
材
料
配
一
は
日
乾
心
て
一
二
%
の
水
分
と
し
、

一
は
其
の
憧
一
六
dn

と
し
て
、
費
芽
を
比
較
し
た
.
向
附
加
賓
験
と
し
て
距
の
中
央
部
の
皮
を

部
制
い
だ
も
の
を
賓
験
し
た
.
第
三
表
に
よ
れ
ば
、

一
二
%
の
も
の
は
一
六

語
賓
の
職
国
割
方
促
進
及
抑
制
に

aす
る
物
質
に
就
い
℃
の
貫
録
的
研
境

ー-鰻

七
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第
二
表
賞
験
二
傷
付
慮
理
と
蛮
芽
の
蓮
還
と
の
関
係
(
2
月
9
日
置
床
〉

置
床

24
時
間
後
30
時
間
後
4
8
時
間
後
7
2
時
間
後
9
3
時
間
後
120
時
間
後
幼19値2
時物
間
後

品
種
慮
理
法

大
き

温
度

完
|
幼
幼

三
~~I~I計

完
|
幼
幼
|
計
言r:
房
戸
完
|
幼i
幼
計

幼
根
|
幼
芽

金
禄
|
努
z
計

金
援
芽

金
銭
芽
75Ekl
銀
芽
計

勾
m
冒
B
1
1
1
m
 

完
全
玄
米
。
。

3
1
3
 
9
 
4
1
1
3
 2
0
 
2
1
2
 24 
2
3
 
2
1
2
5
 
8
 

金
制
度
米
。
。

11 
11 

25 
25 
4
 
21 
25 
4
 
21 
25 
1
 
4
 

旭
学
制
度
米
。
。

2
1
2
 10 
15 
25 
15 
10 25 
15 
10 
25 
10 
6
 

傷
付
米
。
。

6
1
5
 
9
 

~ 
13 
19 
6
1
2
5
 21 
4
1
2
5
 
包
9
 

切
断
米
。
。

5
1
5
 
2
0
 
5
1
2
5
 2
3
 
2
125 
24 
1
1
2
5
 
19 
9
 

2
Q
OC
 

完
全
玄
米
。
。
。

3
 
3
1
8
 
2
1
2
 
12 
14 
2
1
2
 
18 
22 
5
 

全
制
度
米
。
。

6
1
6
 
24 
24 

2
4
 24 

24 24 

吉
御

~
創
皮
米
。
。

1
1
1
 

却
20 
3
 
21 
24 
3
 
21 
24 
9
 
7. 

傷
付
米
。
。
。

11 
11 
16 
9
1
2
5
 
18 
7
125 
包
8
 

切
断
米
。
。

3
1
3
 
2
0
 20 
14 
8
1
2
2
 
却
1
1
2
 お
17 
7
 

完
全
玄
米
3
 
3
 3
 4
 
2
 9
 14 
8
 2
 24 
1?-

24 
1
1
2
5
 

鴻
.
凶園
優
4
 

全
額
JI1i米
5
 
10 
15 
7
 
1l 
1専
16 
6
 n
 20 

20 
2
 包

10 
6
 

旭
年
制
度
米
5
1
1
0
 
3
 18 
11 
5
 
5
 z1 
l8 
2
1
5
 
25 22 

22 
3
 25 

19 
6
 

傷
付
米
1
1
2
 
4
 7
 
3
 6
 5
 13 
11 
11 
3
 25 
21 

2
3
 
2
 信
5

24 
4
 

3
Q
OC
 

切
断
米
5
1
1
3
 
18 
13 
10 
お
24 
1
 
25 24 

25 
25 

24 
7
 



完
全
玄
米
。

8
 3
 14 
5
 

21 
11 
2
 

金
制
皮
米
。

2
1
2
・11
12 
お
13 

13 
10
お

3
 
1
 

吉
面申
学
制
皮
米
。

6
 お
18 

18 
2
120 

15 
7
 

傷
付
米
。

0
1
1
 
10 
3
 14 
4
 

8
 
4
 

.
 

切
断
米
。
2
1
6
 
5
1
2
 
22 
21 

241 
1
 1
 125 

11 
4
 

儀
考
25
粒
置
床
本
賀
醸
坊
料
旭
1
5.5
%
吉
神
16
.
4
%
の
含
水
量
の
も
の
で
あ
る
.
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第
三
表
賓
験
三
傷
付
鹿
理
と
費
芽
の
電
車
と
の
閥
係
(
3
月
2
2
日
置
床
)

温
品
種
度及

綿
時
閥
復
|
四
階
開
後

鋪
略
飼
復

四
階
間
後

日
4
時
間
後
144
障
害
間
後
幼

E包
理

値
物
の
長
き

水
分

完
全
|
幼
視
;
幼
芽
|
計
完
全
|
械
|
幼
芽
|
計
完
全
戸
袋
|幼
芽
|
計
完
全
:幼
時
局
計
完
全
|
幼
浪
|
明
|
計
幼
銀
|
幼
芽

m
l
n
 
m
m
 

完
全
玄
米
。
2
 
9
 
11 
13 
1
 
4
 
18 
18 
2
 
1
 
21 
20 
2
 
2
 
24 
21 
7
 

200C 
金
創
皮
米

13 
13 
3
 
却
.2
3
 
4
 
20 
24 
9
 
16 
25 
12 

日
25 
5
 
6
 

旭
傘
剥
皮
米

5
 
5
 

24 
M
 
9
 
16 
25 
13 
ロ
25 
17 
8
 
25 
9
 

l
玄
l米5.5水
%
分
J、
傷
付
米

1
 
1
 
13 
7
 
2
0
 
25 

25 
25 

25 
25 

25 
24 
11 

.
 

切
断
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9
 
9
 
5
 
2
0
 
25 
2
3
 
2
 
25 
2
3
 
2
 
25 
泊

2
 
25 
24 
11 

怪
ノ
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12 
12 
10 
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8
 
25 
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4
 
25 
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4
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20 
9
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水1品
思
穣
度及分

48
時
間
後
72
時
間
後

随
時
間
後

120
時
間
後

144
時
間
後

1植44物時の間長後~幼
慮
理
完
全
|
幼
判
明
;
計
完
全
!
幼
浪
|
幼
芽
|
計
完全

I~JJ.湿
締
|
計
完
全
|
幼
榎
|
明
|
計
完
全
|
幼
根
|
勝
|
計

完
全
玄
米
。
。
7
 
2
 
9
 
21 

3
 
24 
24 

24 
泊
8
 

2
0
"C
 
金
制
皮
米

14 
14 

20 
2
0
 
3
 
18 
21 
5
 
16 
21 
5
 
16 
21 
5
 
6
 

日
乾
旭
$
創
皮
米

9
 
9
 

24 
24 
9
 
15 
却
15 
9
 
24 
17 

7
 
24 
9
 
8
 

(
玄
1米.2.0水
%
分
)
傷
付
米

3
 
3
 
7
 
4
 
1
1
 
n
 
3
 
お
加

1
 
2
5
 
24 

1
 
25 
20 
8
 

切
断
米

5
 
5
 
17 

8
 
25 
泊

2
 
2
5
 
2
 
3
 
2
5
 
2
3
 
2
 
25 
22 
11 

隆
ノ
~
J
f
芝
米

6
 
6
 
5
 
9-
14 
10 

5
 
15 
19 

3
 
2
2
 
包
1
 
1
 
25 
17 
6
 

.
 

。
2
 
2
 
5
 
2
 
7
 
2
 
3
 
15 
15 
5
 
1
 
21 
22 
8
 

2
0
0C
 
金
制
皮
米

12 
12 

16 
16 

2
 
包

2
2
 
包

22 
22 

=
E
E
 
2
 
柿
傘
斜
度
米

2
 
2
 

17 
17 
3
 
2
0
 
お
3
 
2
0
 
2
3
 
6
 
1 '1 
23 
5
 
6
 

l
玄
1米6.4水%分
)
傷
付
米

3
 
3
 
1
 
11 
12 
8
 
12 
2
0
 
16 
7
 
2
3
 
18 
1
 
6
 
2
5
 
17 
8
 

切
断
米
。

19 
19 
16 

7
 
2
3
 
沼

2
 
2
5
 
包

3
 
25 
18 
9
 

怪
ノ
創
皮
米

1
 
1
 

3
 
3
 
5
 
9
 
14 
13 

8
 
21 
19 
6
 
笥
8
 
3
 

.
 

完
全
玄
米
。
。
5
 
1
 
6
 
7
 
1
 
8
 
9
 
1
1
 
1
 
21 
17 
7
 

2
0
0C
 
塗
剥
皮
米

7
 
7
 

22 
m
 

2ヰ
2
2
 
1
 
包
24 
1
 
包
24 
2
 
6
 

日
乾
舌
占
申
$
剥
皮
米

1
 
1
 

20 
2
0
 
5
 
2
0
 
2
5
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16 
8
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4
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1米2
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分
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。
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7徳2
物時
間
後
幼

，
 
2
4
時
間
後

31
時
間
後

48
時
間
後

72
時
間
後

96
時
間
後

の
長
さ

完
全
幼
根
|
幼
芽
|
計
完
塗
抑
制
幼
芽
|
計
完
全
|
幼
根
!幼
芽
|
計
完
全
|
幼
根
同
|
計
完
塗
|幼
稜
|幼
芽
|
計
m
m
 
a、n

完
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23 
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書
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2
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座
!
.
劃
]
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8
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却
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17 
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，
 完
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。
3
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9
 
5
 n
 
16 

泊
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c
全
額
J
l
支
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1
 
10 
1
 
ロ
1
 
12 
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15 
18 

6
 
24 
15 

9
 
剖
15 

9
 
24 

日
乾
旭
*
創
皮
米
17 
1
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23 
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2
5
 
泊

2
 
25 
24 

1
 
2
5
 

く1
2
%
)
傷
付
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4
 
4
 
9
 
9
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19 
24 
24 
1
 
25 
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25 

切
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14 
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19 
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25 
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2
5
 

笥

E主
J
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16 
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0
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24 
包
3
 
2
5
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ヨ
E
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。
3
 
7
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13 
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20 
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18 
3
 

却
。
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1
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濁
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翠
叫
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同

ω
閑
q
u
窪
田
問
F
H
号
湾
出
回
一
時
附
問
視
戸
、
パ
ベ
v、
占

H
U
T
-
h
パ
塗
m問
4
可
。

吉
紳
共
幼
根
先
輩
し
た
.
市
し
て
費
芽
の
願
序
は
嵐
唾
米
が
早
く
、
完
全
玄
米
が
最
も
遁

w
・
七
二
時
間
後
に
幼
植
物
の
長
さ
を
測
定
し
た

が
、
切
断
米
が
完
全
玄
米
よ
り
長
い
。
併
し
と
れ
は
強
芽
が
早
い
矯
め
で
、
後
に
は
完
全
玄
米
が
長
く
な
る
・
而
し
て
金
刺
皮
の
伸
長
が
最

も
不
良
で
あ
り
、

b
T制
皮
米
も
と
れ
に
次
い
で
不
良
で
あ
る
.

以
上
三
回
の
賓
験
に
よ
っ
て
、
径
九
糎
の
ペ

l
ト
リ
皿
内
野

E
舵山内
p
h」一一一
ω
台
甘
か
が
川
品
川

P
於
て
は

J
δ
度
で
完
全
粒
に
て
は
幼
芽
が

多
く
は
先
輩
で
あ
り
、
三

O
度
以
上
で
は
幼
棋
が
多
く
は
先
殻
で
あ
る
が
、
剥
皮
米
で
は
、
常
に
幼
芽
先
穫
で
あ
っ
て
、
と
れ
と
異
る
.
而

し
て
島
理
米
の
号
、
褒
芽
ず
る
は
、
後
に
明
に
し
た
如
く
，
水
分
の
吸
牧
が
平
い
た
め
と
思
は
る
・
又

g
g働
(
}
さ
き
が
馬
鈴
薯
に
て

傷
害
に
よ
っ
て

n
p
の
排
出
が
一
ニ
・
五
倍
に
達
し
た
と
の
報
告
の
如
く
、
瓦
斯
透
過
度
b
E
婚
し
、
呼
吸
作
用
も
盛
ん
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
.



厳
罰
問

E主

金
、
宇
剥
皮
米
に
於
て
は
粒
が
外
部
か
ら
く
守
れ
て
、
甘
酒
臭
が
強
か
う
た
が
、
と
れ
は
積
化
が
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
.
完
全

玄
米
は
粒
の
外
部
は
聞
く
匪
盤
に
接
す
る
部
位
か
ら
柔
軟
と
な
る
。
幼
芽
幼
根
何
れ
が
先
聾
す
る
か
は
、
従
来
、
水
分
、
酸
素
、
温
度
の
環

境
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
と
と
が
時
々
明
に
な
っ
て
ゐ
る
・
向
同
一
水
分
の
費
茅
床
に
於
て
は
、
玄
米
自
身
の
合
水
量
の
多
寡
に
影
響
が

あ
る
如
く
見
ら
れ
た
.
例
へ
ば
第
三
表
の
旭
の
剥
皮
米
は
一
六
dwで
は
幼
茅
先
登
な
れ
ど
、

一
二
dwで
は
幼
根
先
費
を
見
た
、
と
の
事
項
を

再
度
確
め
る
た
め
に
、
突
の
賓
験
そ
た
し
た
。

質
強
問
、
玄
米
の
乾
燥
程
度
と
費
茅
の
蓮
謹
〈
第
四
表
}

ガ
ラ
ス
室
に
於
て
五
日
間
乾
燥
し
た
粒
と
、
共
の
憧
の
粒
と
を
吸
墨
紙
〈
飽
和
保
水
量
)
川
砂
〈
保
水
量
の
六

O
Uと
に
て
殻
芽
せ
し
め

た
結
果
は
第
四
衰
の
如
で
る
る
・
第
四
表
に
よ
る
と
、
五
日
乾
燥
は
常
に
そ
の
ま
A
の
も
の
よ
り
殻
芽
が
遁
い
の
を
見
た
、
そ
の
一
原
因
は

費
芽
に
必
要
と
す
る
一
定
水
分
量
を
吸
牧
す
る
に
時
間
を
要
す
る
矯
で
あ
る
と
思
は
れ
た
.
又
二

O
度
で
は
幼
芽
先
輩
で
る
る
が
、
一
二

O
度

鵠

E
叫
州

瑚
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持
羅
h
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〉
耐
制
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富
市
対

二国
u
z
聞
孫
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穂
貨
の
授
芽
促
進
及
抑
制
に
聞
す
る
物
質
に
就
い
て
の
宵
駿
的
研
究

第
一
斑
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傷
の
位
置
を
脹
端
よ
り

1
-
4
《
匪
に
近
く
〉
、

2

一4

〈
中
央
〉
、

3

一4〈
頂
端
近

く
V

部
位
に
切
断
と
環
蹴

傷
付
と
に
て
鹿
理
し
て
、

費
芽
の
早
さ
を
見
た
結
果

は
、
第
五
表
A

の
如
く
で

あ
る
・
阿
部
位
の
切
断
と

傷
付
底
理
色
比
較
す
れ
ば

切
断
が
傷
付
属
理
よ
り
護

芽
が
早
い
・
又
慮
理
部
位

が
座
に
惣
づ
え
程
早
く
蛮

芽
す
る
・
七
二
時
間
後
に

は.於
完け
金る
玄傷
米付
よ慮
り ‘理
長の
い幼
. 根

切
断
鹿
理
の
幼
芽
は
封
照

質験五 傷付属理の部位と費芽との闘係

(4周16日置床〉

A 第五表

24時間後 48時間後 足時閉後幼

ii度品種 慮 理
情物の長さ

完全|幼根締|計 完全|幼綬|械|計 幼銀|幼芽

匪端より1/4部位傷付
lllnl mm  。10 15 25 23.2 2.7 

" 2/4 " 
。7 13 1 21 21.7 2.2 

" 3/4 " 
。7 10 2 19 22.0 3.8 

3QOC 
底端より1/4部位切断 1 1 24 1 25 1404 5.3 

吉榊

" 2/4 " 
。14 11 25 お.4 3.3 

" 3/4 " 
3 3 8 14 包 14.2 5.3 

フ険2ロ，. 全 きL 101 4 191 |判別I2.4 
桝醐J:Qt岬位制l1~ I ~ I州市 3.1 

量ま海神力 " 2/4部位切断 3.6 

穂
貨
の
授
芽
促
進
及
抑
制
に
関
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
験
的
研
究

第
一
一
報

26粒置床

浸漬粒の切断島理と護芽との関係

25粒置床

第五表 B 貰験五
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l温度品種

肩申

~OC 

五



穏
賓
の
田
技
芽
促
進
及
抑
制
に
欄
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貧
駿
的
研
究

玄
米
よ
り
長
い
が
、
幼
根
は
短
い
・
同
部
位
を
傷
付
る
£
り
も
切
断
底

理
が
殻
芽
が
早
く
、
又
匹
近
く
の
底
理
に
よ
っ
て
費
芽
が
早
い
等
は
そ

の
一
原
因
は
水
分
の
吸
牧
が
早
い
た
め
と
思
は
れ
た
。
と
の
事
に
闘
し

て
は
別
に
一
旦
吸
牧
せ
し
め
た
粒
に
つ
い
て
切
断
と
完
全
玄
米
の
費
芽

を
比
較
も
た
と
と
が
あ
る
・
卸
ち
浸
漬
温
度
二

O
度
と

L
て
一
八
時
間

と
廿
四
時
間
浸
潰
後
に
鹿
理
し
て
、
吸
墨
紙
床
に
置
床
し
た
結
果
は
第

五
表
B
で
あ
る
・
そ
の
結
果
に
よ
る
と
一
八
時
間
設
潰
で
は
未
だ
切
断

米
の
方
が
綿
々
早
〈
費
芽
す
る
が
、
廿
凶
時
間
浸
潰
し
た
桂
を
切
断
す

-
る
と
と
は
既
に
効
果
が
た
い
と
と
に
よ
っ
て
も
吸
水
の
早
さ
の
差
異
が

原
因
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。

賓
艶
六
、
傷
付
慮
理
と
水
分
吸
枇
速
度
と
の
関
係
〈
第
六
表
、
第
二
、

一一一固)

傷
付
米
が
果
し
て
水
分
の
吸
牧
が
早
い
か
否
か
を
知
ら
ん
と
し
て
、

種
K

に
底
理
し
た
粒
を
先
づ
秤
重
し
た
後
、
吸
墨
紙
床
に
三
白
水
分
注

加
し
た
上
に
置
床
し
て
、
四
、
八
、
二
四
、
三

O
句
四
八
時
間
の
後
広
取

出
し
て
、
吸
水
加
重
歩
合
を
求
め
た
結
果
が
、
第
六
表
及
第
二
、
一
一
一
国

第
}
報

一ムハ

傷付属理と水分吸牧速度との閥係

吸 水 加 重 歩 合
品 種 慮 理

4時間後18時間後[24時間後;ω時間後|何時間後

'‘ '‘ '‘ '‘ '‘ 完全玄米 5.61 9.05 16.42 17.62 17.99 

傘側皮米 17.68 20.22 2).59 22.01 . 
吉 神 金制度米 20.74 21.55 22.3'1 23.14 23.56 

発傷 付 米 14.18 17.00 21.87 22.73 

切 断 米 20.06 2l.61 25.21 25.72 

完全玄米 6.回 9.73 17.10 18.32 19.却

$剥皮米 訊 34 加.'l:l 22.14 舘崎 22.74 

旭 を制皮米 釦.65 初.72 21.62 21.62 22.55 I 
梼傷 付 米 12.41 16.国 釦.78 22.∞ 沼g

切 断 米 19.10 22.20 2'7.58 28.28 31.22-

第六表

-縦に傷付けた粒。

22-2aoCにて3cc注加の吸置紙床上に於ける吸攻渉合。

備考
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水
が
最
も
謹
い
。
八
時
間
後
の
吸
水
は
前
三
者
が
二

O
M以
上
の
吸
水
加
重
な
る
に
比
較
し
て
、
完
全
玄
米
は
僅
か
に
九
d
w
に
過
ぎ
な
い
・

傷
付
米
は
一
六
|
一
七
%
で
あ
る
・
と
の
順
序
は
費
芽
の
順
序
と
よ
く
一
致
す
る
.

賓
験
七
、
傷
付
後
の
バ
ラ

7
4
ン
塗
布
と
費
芽
ハ
第
七
表
)

種
賓
の
a
g芽
促
進
及
抑
制
に
鏑
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貧
強
的
研
究

第
一
報

七



瞳
賓
の
麓
芽
促
進
及
抑
制
に
鼠
す
る
物
質
に
就
い
て
の
質
験
的
研
究

5
2
m
E
"
に
よ
れ
ば
大
安
未
後
熟
粒
の
傷
付
鹿
理

は
饗
芽
を
促
進
す
る
が
そ
の
効
果
ぷ
傷
付
後
.
ハ
ラ
‘
フ
イ
、J

Y
塗
布
に
よ
っ
て
も
襲
り
な
い
と
云
ふ
由
で
あ
る
伺
・

米
に
て
は
果
し
て
如
何
に
と
考
へ
て
第
七
衰
の
貰
験

を
注
し
た
・

と
れ
に
よ
る
と
粒
の
中
央
を
横
に
傷
つ
け

れ
ば
、
費
芽
が
促
進
す
る
が
、
と
れ
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
を

塗
布
す
れ
ば
そ
の
効
果
は
劣
る
・
と
れ
は
パ
ラ
フ
ィ
ン

に
よ
っ
て
水
分
吸
牧
を
阻
害
さ
れ
る
需
と
思
は
れ
た
@

〈
未
後
熟
小
委
に
つ
い
て
は
異
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

第
二
報
小
菱
貰
験
に
て
詳
述
す
る
V

以
上
に
よ
っ
て
傷
付
米
が
完
全
玄
米
よ
り
も
そ
り
費

芽
の
阿
始
が
早
い
の
は
、
水
分
の
吸
牧
が
平
い
た
め
で

，
あ
る
と
と
は
確
賓
で
あ
ら
う
・
併
し
既
に
述
べ
た
如
く
、

金
制
皮
米
は
幼
芽
の
護
現
は
早
い
が
、
幼
根
の
護
現
は

少
〈
、
且
つ
幼
芽
、
幼
根
共
に
仲
長
の
不
良
な
る
は
水

分
吸
牧
以
外
に
他
に
原
因
す
る
と
と
が
窺
れ
る
・
と
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
一
線

傷付後バラフイン鹿理塗附と蛮芽

22時間後 48時間後
視度 品 題 蕗 理

~I~I 葬|堅|計 ~I~I 葬|号|計
完全玄米〈標積〉 4 11 15 12 12 1125 

旭 中央闘倒l傷+パラフィν 112 7110 11 12 2125 

中央雨側+パラ 7イν 117 8116 18 7 25 
泊。c

完全玄米〈標準〉 117 8114 9 2125 

吉 面申 中央雨側傷+パラ 7イシ 5¥5 16 7¥ 1 24 
、、

申央雨冊目+パラ 7イシ 616 7115 2 24 

A 第七表

25~位置床

九

B 第七表

慮麗品温度

締

25位置床

完全玄米

中央傷付

中央傷付+
，屯ラフイン

-. 

吉2500 
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第
八
表
A
賢
験
八
傷
付
島
理
と
水
中
護
芽
3
月
3
0
日
置
床

鑓
l
慮
理|よ
JL14:i:
午
|
よ
12
計|よ|出計
lJ1|
計lJ緋|幼ι

完
全
玄
米

却
0
0
1
全自由
j皮
米

吉
獅
|
学
制
度
米

1
傷
付
米

IC
水
中
)1
切
断
米

H
I
O・

?121:121::12 
:1213121212 

1
 125 

7.4111・~1781
加

2.112L
Oj 
371
回
5

6.5117.111491394 

4.711 6.21
田
1356

1.01 
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25
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o
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砧
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第八表 B 質験八 傷付島理と殻芽との聞係 (4月12日置床)

粗品 度種 |l 個a |陣剖幼略開後
48時間後 72時間後

理根|幼¥rf計 完全|械|幼芽|計 完全l幼恨|幼努|計
切断米 3 2 '5 3 15 2 20 5 13 5 :?2 

3000 傷付米 。2 15 5 n 7 10 5 
道海市申力 完全玄米 。1 16 17 4 17 

阪接着部環 。1 2 3 1 3 4 (吸m紙〉
紙廃接傷着傷付部$

環状付
。6 3 10 19 11 8 19 

切断米 24 24 12 13 25 18 7 25 

上
傷付米 15 15 5 18 泊 17 6 231 

全
完全玄米 14 14 13 ロ 24 包 1 24 

〈水中〉
阪接着着傷付部環 l 1 4 4 燃傷

怪接 部付傘 15 15 19 19 4 15119 
環朕

25靴置床

第八表 C 賓験八 傷付鹿理と査委芽との聞係 (4月15日置床)

24時間後 48時間後 長さ
温度 ~ロ3 層 dt 理

完全!幼銀|械 |計 完全|幼恨|幼芽!計

mm  官n

金11皮米A 7 6 13 9 11 20 7.0 4.3 

道海神力
帽 B 2 1 3 8 6 14 3.6 3.8 

学制度米A 9 9 16 4 2 22 17.1 5.4 
〈吸湿紙〉

曹 B 3 2 5 12 7、 19 14.4 6.5 

完全玄米 1 1 2 3 13 16 26.1 4.8 
3Q00 

~IH支米A 8 8 2 9 11 5.5 4.9 

上 " B 6 6 6 6 L7 
会

学制度米A 16 16 1 17 18 4.3 10.4 
〈水中〉

曹 B 11 11 1 11 12 15.0 3.6 

完全玄米 19 19 9 15 M 8.9 18.2 

(25粒温床

備考~AI"l底近くの泉種皮を少し〈残して制度す.

lBは匪の間近〈まで制度す.

種
貨
の
設
相
方
促
進
及
抑
制
に
聞
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
駿
的
研
究
第
一
報

]

一

O



以
上
記
述
し
た
賓
験
は
吸
墨
紙
床
に
於
け
る
賓
験
で
る
る
が
、
賓
館
八
と
し
て
水
恥
蛮
芽
貰
験
を
た
し
た
.
吸
墨
祇
床
と
同
ヒ
シ
ヤ
i
い

に水一日一

ouを
入
れ
て
‘
二
五
粒
を
投
入
し
た
.
向
水
中
韓
芽
で
過
酸
化
水
素
水
一

l

ニdw液
は
護
棋
を
促
進
す
る
m
w
d、
報
告
が
あ
る
の
で

附
加
的
賓
験
を
-
な
し
た
・
そ
の
結
果
は
第
八
表
及
寝
員
会
む
の
如
く
で
あ
る
.
第
八
表
に
よ
っ
て
水
中
費
芽
は
常
に
幼
芽
先
輩
で
あ
る
・

而
し
て
そ
の
幼
芽
が
水
上
に
挺
出
す
れ
ば
念
速
に
幼
棋
の
仲
長
を
は
じ
め
る
如
く
で
あ
る
・
し
か
し
金
剥
皮
米
は
殆
ん
ど
蛮
芽
し
た
い
・
費

芽
の
速
さ
は
切
断
米
、
傷
付
米
が
鞘
k

早
い
如
く
な
る
も
、
完
全
玄
米
と
大
差
は
な
い
。
過
酸
化
水
素
水
は
護
根
早
い
が
、
し
か
し
其
の
後

の
仲
長
は
停
止
す
る
。

剥
皮
米
の
水
中
で
蛮
芽
不
良
な
る
慰
を
確
め
る
震
に
‘
更
に
道
海
一
脚
力
を
用
ひ
て
、
・
次
の
如
き
第
八
表
B
の
賓
験
を
な
し
た
。
制
皮
の
他

に
又
匹
と
匹
筑
の
接
着
都
を
環
献
傷
付
と
、
片
面
の
み
の
傷
付
を
た
し
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
匹
盤
と
糊
粉
暦
と
の
連
絡
を
、
前
者
は
全
く
切
断

し
、
後
者
は
半
分
切
断
す
る
と
左
に
た
る
〈
第
一
国
参
附
〉
.
第
八
表
B
に
よ
る
と
、
匹
と
匹
乳
の
接
着
部
の
環
欣
傷
付
は
、
吸
盤
紙
床
及
び

水
中
共
に
著
し
く
強
芽
不
良
な
る
を
知
っ
た
・
切
断
米
、
傷
付
米
は
玄
米
よ
り
水
中
に
於
て
も
少
し
早
く
費
芽
ず
る
・
さ
れ
芝
大
差
の
左
い

乙
と
は
第
七
表
と
同
様
で
あ
っ
た
・
故
に
疑
問
を
生
ヒ
た
る
と
と
は
、
嚢
に
制
皮
米
と
し
た
場
合
は
、
匹
と
匪
乳
の
接
着
部
を
傷
付
け
訟
い

様
に
注
意
し
先
が
、
或
は
そ
の
部
分
が
傷
付
い
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
た
い
と
と
で
る
る
・
よ
っ
て
と
』
に
意
識
L
て
そ
の
部
分
を
多

〈
聾
し
た
剥
皮
米
ん
と
そ
の
部
分
を
匪
の
間
近
く
ま
で
制
皮
し
た
剥
皮
米
B
ど
を
比
較
し
た
結
果
が
第
八
表
C
の
成
額
で
あ
る
。
そ
の
結
果

に
よ
る
と
臨
の
間
近
く
ま
で
剥
皮
し
た
も
の
が
護
芽
不
良
な
る
を
見
た
の
で
る
る
。
而
し
て
制
皮
米
は
水
中
に
於
て
は
吸
墨
艇
床
よ
り
費
芽

が
劣
る
と
占
前
回
の
質
験
と
同
じ
で
b
る。

責
験
九
、
傷
付
属
理
部
位
と
撞
穿
と
の
闘
係
(
ご
〉
〈
第
九
表
A
B
C
V

種
賓
の
設
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
a

の
宵
眼
的
研
現

二
一

第
一
一
徹



商
賓
の
畿
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
取
的
研
究

、J

以
後
の
賓
験
は

E
E
g困
慣
例
の
玄
米
傷
付
鹿

第
一
報

理
の
部
位
と
護
芽
生
育
に
闘
す
る
賢
験
と
比
較
封

照
す
る
需
に
行
っ
た
白
で
あ
る
。
粒
の
南
側
及
び

片
側
に
、
中
央
に
於
て
針
傷
を
横
に
環
欣
傷
付
を

た
し
た
。
叉
脹
乳
と
一
匹
の
接
着
部
の
果
種
皮
、
糊
粉

暦
に
種
痘
メ
ス
或
は
針
先
で
環
快
傷
付
を
た
し
た

。
守
あ
る
【
匪
盤
も
多
沙
傷
付
く
と
と
は
菟
れ
ぬ
)

又
粒
の
中
央
を
腹
、
背
宇
都
を
A
T
環
献
に
傷
つ
け

た
・
何
れ
も
糊
粉
臨
唱
の
完
全
或
は
一
部
の
環
欣
傷

付
と
た
る
の
で
あ
る
え
第
一
国
参
照
)
切
断
米
、
完

金
玄
米
と
し
た
の
は
、
以
前
の
賓
験
と
同
じ
で
る

る
・
吸
盤
統
床
と
水
中
と
で
試
験
を
た
も
た
.

第
九
表
A
に
よ
れ
ば
、
吸
盤
続
床
に
ズ
は
距
接

着
部
環
蹴
傷
付
以
外
の
底
理
は
、
何
れ
も
完
全
玄

米
よ
り
早
く
費
芽
ず
る
。
最
も
早
い
の
は
切
断
米

及
び
中
央
環
欣
傷
付
で
、
幼
根
幼
芽
の
伸
長
ゐ
大

A 賓験九傷付属理の部位と費芽との関係 (4月日日置床〉

t品毘 穏度
24時間後 48時間後 72時間後 72言語開蚕

E匙 理

~I~I葬|ぉ ~I~I葬|計2121葬|計得
mm mm  

中央沼紋傷付 412 618 15 2125 20 41 1 25 40.3 s.~ 
申央傘〉環状傷付 3 3 21 1122 10 14 24 31.4 5.:: 
〈片側面

加。c 底銭者部環炊傷付 。 。 。
隆付〈盛片宥側部面42〉廼奴傷 015 318 ロ 3114 14.0 5.6 

音量申
腹部学環伏傷付 111 11 815 24 17 312 22 21.6 8.7 

吸盤紙〉 背部$涜朕傷付 。17 2119 12 913 24 20.2 4.C 
切 阪 米 6 6 17 4 4 25 21 211 24 32.6 s.c 
YE ロ E量 玄 米 1 1 6 8 9 12 21 30.7 3.8 

申央環朕傷付 16 16 12 13 25 24 1125 9.7 包4
. 、

申央学環紋傷付 珂 18 8 16 24 包 2笥 13.3 21.8 

匪接着都環紋傷付 。 111 11 1 7.0 
向上 怪接着部*環拭傷 4 4 10 10 

付

11<ゆ〉 腹部学環奴傷付 17 17 4 21 25 8 171251 6.1 

背部*震拭傷付 11 11 3 22 25 23 2 1251 s.C 
切 断 米 19 19 8 16 24 20 4124113.3 
信% ~ 玄 米 13 13 12 12 24 23 1124114.2 

25位置床

第九表



で
あ
る
・
次
は
腹
宇
都
傷
付
で
、
背
傘
・
部
傷
付
は
と
れ
よ
り
聾
芽
が
蓮
れ
る

を
見
た
・
併
し
封
胤
玄
米
よ
り
向
促
進
的
で
あ
る
・
市
し
て
腹
、
背
宇
都
の

傷
付
に
於
て
は
、
幼
根
は
玄
米
よ
り
短
い
が
、
幼
芽
は
却
っ
て
大
で
あ
る
・

匹
接
着
部
環
朕
傷
付
が
費
芽
し
た
か
っ
た
の
は
注
目
す
べ
き
酷
で
あ
る
・

水
中
費
芽
は
何
れ
も
幼
芽
が
先
輩
で
あ
る
。
匪
接
着
部
鹿
理
は
吸
墨
紙
床

よ
り
向
費
芽
不
良
で
あ
る
@
其
の
他
の
傷
付
属
理
と
完
全
玄
米
と
の
比
較
は

大
同
小
異
で
あ
る
・

水
中
費
芽
と
吸
盤
紙
床
費
芽
と
の
劫
芽
幼
根
の
伸
長
を
比
較
す
れ
ば
、
水

中
に
於
て
は
幼
芽
の
伸
長
が
優
り
、
吸
墨
紙
床
で
は
幼
根
の
伸
長
が
水
中
よ

り
著
し
く
良
好
で
あ
る
。

本
賓
験
を
再
度
確
め
る
た
め
、
第
九
表
B
の
賓
験
を
た
し
た
が
、
同
じ
結

呆
で
あ
っ
た
.
向
粒
の
中
央
部
環
欣
傷
付
深
津
は
、
蛮
芽
の
藩
速
に
は
殆
ん

ど
影
響
が
な
か
っ
た
.

背
畠
・
部
と
腹
宇
都
傷
付
と
の
比
較
は
、
粒
の
中
央
部
の
A
T
環
吠
傷
付
で
あ

4っ
た
が、
担鼓

蒼 E
IT.) = 
授に
穿近
Qe ν、
重愛
読単
品1
す 4
る庁、

12蔀
P 位
揖~
1、<r
て環
の僻

璽I'C

謂餐
書評
-て

賓第
一
報

B
O

賓験九傷付属理の部位と嘩芽との闘係 (5月13日置床)

理慮

第九表

穫
種

温口問

同月央環状傷付〈深〉

" (1) 

1/4部位背学部学混朕傷付

8 腹$部$環奴傷付

完全玄米

柳

却。c

吉

〈吸愚紙〉一一一戸

申央環朕傷付〈深〉

h (湧〉

1/4部位背$部傘環朕傷付

市 腹宇都*混朕傷付

25蛇置床

上

申〉

同

〈水



麓
貨
の
震
芽
促
進
及
抑
制
に
隠
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
践
的
研
究
第
一
線

ヘ，J
d

'

験
を
な
H
U
・
た
。
又
未
後
熟
小
委
に
於
て
、
竹
上
氏
仰
は
匪
乳
よ
り
も
匹
、
特
に
根
端
部
刺
傷
昨
費
芽
を
促
進
す
る
と
謹
ぺ
た
。
よ
っ
て
玄
米

一一回

に
て
賓
臆
し
た
結
果
は
第
九
表
C
の
如
く
で
あ
る
・
臨
附
近
の
背
宇
都
と
腹
b
T
部
傷
付
の
雨
者
聞
に
は
大
差
は
な
い
.
根
端
部
刺
傷
は
著
も

世
同
F

蹄

r可

蹄

欝

同
F

輸
有
国
間
晶

8
器
障
作
掛
川
哨

~
w
G
富
市
湖

宅

占星占E

漫 2監

磁

再現

go 

E時

i渇

回
詩
儲
mm

く
蛮
芽
不
良
で
あ
る
・
匪
を
傷
付
け
る
た
め
と
思
は
れ
た
。

(
小
委
に
就
い
て
は
竹
上
氏
の
事
質
を
認
め
た
場
合
が
あ
る
・
第
二
報
参
照
)

F
E
g自
は
糊
粉
厨
の
除
去
米
(
著
者
の
金
制
皮
米
)
は
蛍
芽
生
育
が
不
良
で
あ
る
と
と
、
及
び
匹
と
匪
乳
と
の
接
着
部
の
糊
粉
暦
の
傷

付
は
費
芽
せ
A
T
と
云
ふ
・
そ
の
理
由
と
し
て
、
糊
粉
居
に
費
芽
促
進
物
質
の
通
路
が
あ
っ
て
、
と
の
部
分
の
環
飲
傷
付
は
匹
に
費
芽
物
質
の

移
動
を
阻
止
す
る
・
然
る
に
六
時
間
以
上
浸
潰
し
た
粒
は
、
環
献
傷
付
す
る
も
、
抑
制
せ
ら
れ
る
と
と
な
し
、
こ
れ
は
と
の
浸
潰
中
に
蛮
芽

促
進
物
質
が
匪
に
移
行
す
る
か
ら
、
劫
慣
行
後
に
通
路
を
中
断
す
る
も
、
抑
制
作
用
が
な
い
と
説
明
し
て
ゐ
る
・
そ
の
通
路
は
腹
背
の
稜
線
及
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第
一
O
表
A
 
貰
験
ー
0
浸
漬
粒
の
傷
付
部
位
と
護
芽
と
の
閥
係
(
5
月
2
4
日
置
床
)

24
時
間
後

伺
時
間
後
|
問
開
銀
器
棚
蜘

慮
理

駒
大
き

完
全
|
幼
複
抑
|
計
完
全
|
幼
根
|
幼
芽
|
計
完
全
|
幼
綴
|
幼
芽
|
計
|
幼
根
|
幼
芽

m
m
 
制
E
冒
B

2
0
つα
8時
間
浸
震
様

音色
2
1
 
1
 
2
 

1
 
25 
24 

1
 
2
5
 
19.5 
3
;S 

"
 

怪
接
着
部
環
状
傷
付
13 

9
 
2
2
1
2
3
 
2
 
25 
2
3
 
2
 
25 
5.3
 
6.7
 

旭
"
 

慢
耳量
刺
傷
9
 
16 
25 
14 
11 
25 
17 
8
 
2
5
 
4.9 
6.9
 

11 
中
央
切
重量
2
3
 
2
 
25 
24 

1
 
25 
25 

25 
18.9
 
5.8 

首
中
央
環
拭
傷
付
20 
1
 
4
 
25 
25 

お
25 
.
 
25 
'l:l..7
 
4 .3 

ω。c
"
 

標
調値
n
 
3
 
25 
2
4
 
1
 
25 
25 

25 
24.4 
2.7
 

"
 

怪
接
着
部
環
拭
傷
付
10 
14 
24 
2
3
 
2
 
25 
24 

1
 
25 
7
.4 
4.8 

竜
御
11 

極
端
司自
j
傷
5
 
19 
24 
18 
7
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麓
貨
の
設
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貧
困
層
的
研
究

先
づ
二
二
度
に
で
一
八
時
間
浸
潰
し
た
粒
に
ワ
き
、
種
K
鹿
理
試
験
し
た
結
果
、
第
一

O
表
色
の
如
く
で
る
る
・
と
れ
に
よ
る
と
脹
接
着

修
一
一
報

F

ヱハ

部
の
環
欣
傷
付
は
、
幼
根
の
童
生
が
一
日
後
に
於
て
封
照
玄
米
の
約
半
分
で
あ
る
が
幼
芽
は
費
り
た
い
.
二
日
後
に
は
幼
根
も
劃
照
と
同

じ
.
よ
っ
て
そ
の
費
芽
の
抑
制
は
極
め
て
少
い
.
と
の
事
賓
は
乾
燥
粒
の
も
の
と
著
し
く
具
る
鹿
で
あ
る
・
f

叉
脹
の
根
端
刺
傷
は
匪
接
着
部

の
環
紙
傷
付
の
も
の
よ
り
も
一
層
幼
根
の
費
生
が
遁
れ
る
・
と
れ
は
匪
が
傷
く
震
で
あ
る
が
、
但
し
と
れ
も
乾
燥
粒
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の

害
が
少
い
、
共
の
他
浸
漬
後
の
・
中
央
切
断
及
傷
付
粒
は
掛
照
玄
米
と
殻
芽
の
蓮
速
に
は
差
が
殆
E
た
い
。
四
八
時
間
後
の
幼
芽
の
長
さ
は
、

慮
理
し
た
粒
で
は
何
れ
も
封
服
よ
り
長
い
が
、
幼
根
は
環
蹴
傷
付
、
根
端
刺
傷
の
も
の
が
著
し
く
短
い
.
共
に
吉
神
粒
を
用
ひ
て
ニ
四
度
に

て
六
時
間
浸
潰
粒
と
乾
燥
粒
と
を
種
々
底
理
し
た
結
果
は
、
第
一

O
表
B
の
如
く
で
あ
る
・

今
ま
で
の
質
験
に
於
て
は
、
匪
接
着
部
環
欣
傷
付
属
理
は
、
糊
粉
麿
を
貫
い
て
臨
盤
に
ま
で
遣
し
て
ゐ
た
の
で
、
或
は
匪
を
加
傷
し
た
虞

も
あ
る
の
可
今
回
は
特
に
潰
く
糊
粉
暦
ま
で
L
止
ま
る
様
注
意
し
て
、
環
扶
傷
付
を
恋
し
た
.

叉
匹
よ
り

0
・五

m
隊
れ
た
部
位
、
卸
ち

匹
の
外
側
環
枇
傷
付
粒
〈
第
一
固

A
v
v
及
同
部
位
の
背
宇
部
傷
付
〈
第
一
園
V
B
》
同
じ
く
腹
宇
都
傷
伶
〈
第
一
固
E
B
V
匪
の
皮
を
種

皮
迄
刺
皮
〈
糊
粉
暦
も
刺
皮
)
及
乾
燥
粒
摘
出
匪
の
蛍
芽
と
二
四
度
に
六
時
間
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
匪
と
の
費
芽
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
・

と
の
結
某
は
乾
燥
粒
の
従
来
通
の
環
蹴
傷
付
は
全
く
殻
芽
せ
や
・
渇
く
傷
付
け
た
も
の
は
完
全
蜜
芽
約
五
五
d

刊
に
し
て
、
前
者
が
後
者
よ
り

費
芽
不
良
た
る
は
、
匪
の
加
傷
も
影
響
が
あ
る
と
と
を
物
語
る
・
と
れ
は
匹
制
皮
も
幾
分
傷
が
つ
く
矯
め
の
結
果
を
見
て
も
判
明
す
る
。

匹
の
外
側

0
・五
m
の
位
置
の
環
蹴
傷
付
も
完
全
授
芽
は
五
o
d
w
で
、
幼
茅
は
八
O
d
w費
現
す
(
針
先
は
匹
盤
郵
に
遣
す
る
か
v
e
よ
っ
て

と
れ
も
少
し
費
芽
が
抑
制
さ
る
の
で
あ
る
。
と
の
部
分
の
背
宇
都
半
現
扶
傷
付
ぬ
寧
ろ
早
く
費
芽
す
る
。

一
方
腹
宇
都
傷
付
は
促
進
作
用
が

危
く
、
最
初
少
し
抑
制
せ
ら
る
L
如
く
で
あ
る
・
と
れ
ら
の
事
責
は
揖
迷
中
央
部
の
背
腹
宇
都
傷
付
と
は
結
果
が
正
反
劃
で
あ
る
・
部
ち
中
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一
0
衰
B
 
賓
験
ー
O
浸
漬
粒
と
乾
燥
粒
の
傷
付
部
位
と
蛮
芽
の
比
較
(
 8月
9
日
置
床
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植
物
の

大
き

完
全
|糊
|
幼
芽
計
完
全
|
幼
根
防
|
計
完
全
|幼
根
|
幼
芽
|
計

準
)
I
 
1
 

m
m
 5B2 E
E
3
 

乾
燥
粒
〈
標

5
 
6
 
15 
5
 
20 

お
.1

乾
燥
粒
怪
剥
皮
10 
10 
3
 
9
 
12 

8
 
1
2
 
4.3 
4.2 

'‘ 
乾
燥
粒
怪
の
外
側
背
宇
部
傷
付
5
 
6
 
3
 
14 
18 

1
 
19 
19 

19 
22.
1 。
5.5 

•• 
"
 
韓
腹
宇
部
傷
付

8
 
8
 
12 
7
 
19 
16 
2
 
2
 
2
0
 
14.9 
4.8 

初
旬
吉

神
•
•
•
 
h
 
/f 
環
朕
傷
付
1
 
2
 
4
 
7
 
1
0
 
6
 
16 
10 

6
 
16 
23J. 
5.9 

勿
怪
接
着
部
環
紙
傷
付
。
。
。

狗
n
 
浅
く
、環
欣
傷
付

8
 
8
 
5
 
6
 
11 
日
|
3
 
14 
10.1
 
6.1 
I
 

"
 
鵠

出
置

5
 
5
 
1
 
1'1 
18 

1'1 
1
8
 
L
O
 
2.7
 1
 

• 
2
4
00
6
時
間
浸
讃
f
[
〈
標
雪量〉
3
 
4
 
9
 
16 
16 
4
 
2
0
 
20 

加
!
ぉ
.7
7.0 

• 
If 
E主
の
外
側
背
宇
都
傷
付
14 
4
 
18 
1 '1 

3
 
却
18 

2
 
却
28.6 
'1.4 
I
 

.. 
"
 
11 

腹
宇
都
傷
付
11 
6
 
3
 
却
15 
2
 
3
 
2D 
19 

1
 
2σ 
忽
.6
7.1 

-
事
申
h
 

韓
現
~
傷
付
n
 
4
 
5
 
2
0
 
1
8
 
2
 
20 
18 

2
 
20 
お
.6
6.
3
 

3000 
舌

柳
14 
4
 
2
 
2
0
 

16 
2
0
 
忽)，
4
6.7
 

"
 
環
欽
剥
皮

16 
4
 
却

4
 

H
 
怪
接
着
部
環
拭
傷
付
15 

5
 
2
0
 
19 

1
 
却
19 

1
 
20 
]s.6 
8.
5
 

粒浅のく鏑匪倭幽着怪
都
圏
E
紋
傷
付
後
浸
演
し
た

5
 
5
 

12 
12 

15 
15 
。
2.9 

浸
潰
粒
揚
出
E壬
5
 
6
 
11 
14 

3
 
17 
14 

4
 
18
 
4.1 
5.2
 

(.....・・匿に卒
q
し
て
0
.
5
m
m
の
位
程
の
背
宇
都
を
牢
震
吠
傷
付

再
!
~
~
剣
持
R~量

測
尚

EまZZbi
霞
炉
心

ii
l!ll~

j語
ム
ν
Q
惚
.
~
~
訳
者
1
;

1
i事

11
-¥l 



諸
賓
の
続
努
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
駒
震
に
就
い
て
の
冨
磁
的
研
究

修
一
般

ニ
凡

ヨ藤

品
叩

K1.:;扇
町
代
』
甲
骨
吋
「
パ

P
伺
昌
信
A
V
除
問
。
田
町
A
W出
回
品
川
品
珂
鰻
漂
白
酬

4
4

一-z・
:
:
・
間
行
制
命
戸
し
パ
0

・旬日
E
S白
骨
臨
時
鱒
舜
S
4
4

F

魁
派
陣
:
・
喧
-
N
O
爵

央
部
の
環
欣
傷
付
は
封
照
玄
米
よ
り
は
早
く
滋
子
ず
る
り
で
あ
っ
て
、
共
の
促
進
作
用
は
腹
牛
部
傷
付
が
背
牛
部
復
付
の
も
の
よ
り
弐
で
あ

る
・
又
距
よ
り
一
・
五
m
の
位
置
で
も
少
し
く
蛮
芽
が
抑
制
す
る
と
と
を
見
て
ゐ
る
・

共
に
幼
根
の
仲
長
は
護
芽
の
抑
制
の
大
た
る
も
の
程
短
か
い
・
然
る
に
幼
芽
に
於
て
は
大
義
が
た
い
.
二
四
度
に
て
六
時
間
程
潰
し
た

粒
の
匹
接
着
部
の
環
欣
傷
付
及
環
献
制
皮
も
又
匪
の
外
側
の
環
欣
、
車
・
環
般
傷
付
も
標
準
よ
り
寧
ろ
少
し
費
芽
が
早
〈
、
抑
制
作
用
は
何
等

認
め
ら
れ
な
い
。
唯
幼
根
の
仲
長
が
匹
接
着
部
環
欣
傷
付
の
も

ρ
に
於
て
少
し
く
劣
る
・
幼
芽
は
大
同
小
異
で
裳
が
殆
ん
ど
た
い
.
叉
浸
漬

粒
の
摘
出
匹
は
乾
燥
粒
よ
り
は
著
し
く
良
好
で
あ
る
は
注
目
す
べ
き
賠
で
あ
る
ι

叉
完
全
玄
米
の
浸
潰
粒
摘
出
匹
に
比
較
し
て
、
渇
く
環
紋

傷
付
を
た
じ
て
、
後
に
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
庄
の
蛮
芽
に
、
完
全
蛮
芽
が
一
粒
も
な
く
幼
芽
の
み
蛮
現
し
た
と
と
は
注
目
す
ペ
き
で
る
る
・

卸
ち
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
と
同
程
度
の
琵
芽
で
あ
る
・
と
の
賓
験

-
Oに
よ
っ
て

ω員

E
E胃
の
述
べ
た
如
く
六
時
間
以
上
の
浸
漬
に
よ
っ

て
、
匪
接
着
部
の
環
蹴
傷
付
〈
環
蹴
剥
皮
)
の
護
芽
に
抑
制
作
用
の
認
め
ら
れ
な
い
と
と
は
、
印
ち
彼
の
指
摘
す
る
如
く
、
と
の
渡
演
出
?
に

師
側
粉
婿
を
通
じ
て
沓
芽
促
進
物
質
が
駐
に
移
動
す
る
。
と
の
移
動
後
の
環
欣
絹
付
は
費
芽
抑
制
作
用
が
見
ら
れ
友
い
と
の
見
解
は
謀
が
な
い

だ
ら
う
・
と
の
事
は
著
者
の
売
の
賓
験
に
よ
っ
て
も
明
で
あ
る
・
腔
接
着
部
を
渇
く
糊
粉
暦
迄
達
す
る
程
度
に
環
欣
傷
付
し
た
粒
を
、
浸
漬

し
た
後
に
摘
出
し
た
匪
が
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
と
同
じ
程
度
に
蛮
芽
費
棋
し
て
、
と
の
魔
理
粒
が
浸
漬
に
よ
っ
て
護
棋
の
効
果
が
な
い
の
は
、

〈
完
全
玄
米
の
浸
潰
粒
摘
出
匪
は
よ
く
蛮
芽
鷲
根
す
る
〉
糊
粉
居
と
連
絡
が
断
れ
る
た
め
、
授
潰
し
て
も
蜜
芽
物
質
の
移
行
が
阻
止
さ
れ
る

と
認
ら
れ
る
の
で
あ
る
・
唯
師
連
の
底
理
の
如
く
乾
燥
粒
の
匪
接
着
部
を
探
く
環
扶
傷
付
す
る
と
と
が
、
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
自
植
の
費
芽
よ



h

ザ
判
杭
上
不
良
た
る
は
、
費
芽
促
進
物
質
の
移
動
阻
止
の
み
で
は
説
明
が
つ
か
ぬ
.
恐
ら
く
匪
盤
の
分
泌
吸
牧
組
繊
が
傷
付
に
よ
り
そ
の
機
能

が
害
さ
れ
る
と
思
は
る
・

-
貝
臓

-
O
B
.
金
制
度
米
及
庇
接
策
郎
位
理
獄
傷
付
粒
に
精
類
添
加
と
そ
の
鐙
穿
試
験
《
第
一

O
表
c
v

印
。
同
』

M
e回
目

は
粒
の
糊
掛
暦
を
全
部
除
去
じ
先
も
の
L
費
茅
不
良
は
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
分
泌
が
無
く
怠
っ
て
、
砂
構
が
扶
乏
す
る
た
め
で

は
な
い
か
と
考
へ
て
、
金
制
皮
米
に
葡
萄
横
一
係
液
を
添
加
し
た
が
、
瑳
芽
に
は
何
等
効
果
が
な
か
っ
た
と
漣
ペ
た
.
著
者
は
第
三
掌
に
記

述
し
た
如
く
‘
摘
出
佐
に
楢
類
の
添
加
は
費
芽
(
特
に
費
根
〉
に
著
し
い
効
果
の
あ
る
を
見
た
の
で
、
金
利
皮
米
と
匪
接
策
部
の
環
欣
傷
付

米
に
、
熊
楠
一
%
液
b
L
添
加
し
た
賢
験
が
第
一

O
表
C
で
あ
る
・
と
の
表
に
よ
る
と
『
斯
く
の
如
き
島
理
米
に
糠
類
そ
添
加
す
る
も
何
等
の

構

。
浦
鰐
1
0

ゆ
芝
陣
涛
作
用
期
融
嶺
締
湾
事
章
常
時
、
門
預
酒
色
錦
首

(ι 

:;間;

N
O
薄
醐
烈

効
果
が
見
ら
れ
な
い
と
と
は

ω
。E
g岡
田
の
結
果
と
同
じ
で
あ
っ
た
・
併
し
後
述
す
る
摘
出
匪
に
は
著
し
く
そ
の
効
果
が
あ
る
が
、

と
れ
と

異
る
は
、
玄
米
で
は
匪
盤
が
内
匪
乳
の
澱
粉
暦
に
複
は
れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
匹
が
直
接
衝
類
の
吸
牧
の
困
難
な
る
た
め
と
思
は
れ
た
.

輔
貨
の
血
統
芽
促
進
及
抑
制

κ開
ず
る
物
質
に
就
い
て
の
寛
厳
的
研
究

第
一
瀬

九



居
時
賓
の
B
E
穿
促
進
及
抑
制
に
腐
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賞
眼
的
研
究

第
一
線

。

本

意

の

責

験

結

果

の

韓

合

考

案

第
一
、
二
表
に
よ
っ
て
、
温
度
が
二
O
叱

1
三
五
日
%
の
範
囲
に
於
て
高
温
程
早
く
蛮
芽
ず
る
を
見
た
・
向
と
の
傷
付
米
が
無
傷
完
全
玄
米

よ
り
奮
芽
が
早
い
と
と
を
知
O
た
・
叉
糊
粉
屠
よ
り
外
部
を
金
利
皮
し
た
粒
は
費
芽
は
早
い
が
、
幼
棋
の
聾
現
が
少
く
、
そ
の
伸
長
不
良
で

あ
り
、
幼
芽
が
先
費
し
た
・

第
三
表
に
於
て
、
同
一
品
種
の
水
分
合
量
の
異
る
粒
に
つ
い
て
同
様
に
賓
験
し
た
と
と
ろ
、
制
皮
及
び
傷
付
米
、
無
傷
玄
米
共
に
前
回
と

同
様
の
闘
係
が
あ
っ
た
。
又
無
傷
完
全
玄
米
の
よ
く
乾
燥
し
た
粒
と
未
乾
燥
粒
と
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
が
後
者
よ
り
護
芽
が
謹
い
事
賓
を

碓
め
た
。
そ
と
で
再
度
、
吸
墨
統
床
、
川
砂
床
を
用
ひ
て
乾
燥
程
度
に
よ
る
褒
芽
の
遅
越
を
見
た
る
島
、
前
回
同
様
に
よ
く
乾
燥
し
た
粒
の

費
芽
が
蓮
い
と
と
を
見
た
。

叉
第
五
表
に
於
て
、
粒
の
各
部
位
の
切
断
と
傷
付
の
爾
鹿
理
を
施
し
て
、
費
芽
の
早
さ
を
見
た
慮
、
常
に
切
断
が
傷
付
よ
り
も
費
芽
が
早

く
、
叉
匹
に
近
い
程
賞
芽
が
早
か
っ
た
・
底
が
こ
四
時
間
浸
潰
し
た
粒
は
切
断
す
る
も
殻
芽
が
早
く
な
ら
た
か
っ
た
・

第
六
表
に
よ
っ
て
そ
の
水
分
の
吸
水
歩
合
を
測
定
し
た
底
、
水
分
の
吸
牧
の
早
さ
と
蛮
芽
の
早
さ
と
か
-
致
す
る
事
賓
を
見
た
・

叉
第
七
表
に
よ
っ
て
傷
付
し
た
粒
に
バ
-
ア
フ
ィ
ン
塗
布
し
た
粒
は
水
分
の
吸
牧
が
阻
害
さ
れ
る
の
で
、
費
芽
は
却
っ
て
無
傷
完
全
玄
米
よ

h
p
少
く
蓮
い
と
と
を
知
っ
た
・

か

ι以
上
の
賓
験
に
よ
っ
て
、
遁
湿
の
も
と
に
於
て
、
或
る
戸
定
度
の
水
分
の
吸
牧
量
に
息
・
く
達
す
る
と
と
が
、
蛮
芽
を
早
め
る
事
責
を

知
っ
た
.
然
し
金
制
皮
米
の
費
芽
は
早
い
が
、
幼
根
の
費
現
が
不
良
で
&
り
、

E
つ
仲
長
の
著
し
〈
劣
る
と
と
は
剥
皮
し
た
部
分
に
護
芽
に

関
係
す
る
物
質
の
存
在
を
暗
示
し
た
結
果
を
得
た
.



は
褒
芽
の
抑
制
の
犬
た
る
も
の
程
一
仲
良
で
あ
る
が
幼
芽
は
大
同
小
異
で
差
が
少
な
い
.

水
中
費
芽
に
於
て
は
何
れ
も
幼
芽
先
褒
で
あ
っ
て
、
匹
接
着
部
の
環
紙
、
b
T
環
紋
傷
付
粒
は
殻
芽
不
良
な
る
と
と
は
吸
墨
紙
と
同
様
な
れ

E
・
そ
の
他
の
鹿
理
は
劃
照
玄
米
と
大
同
小
異
で
あ
る
・
叉
匹
の
刺
傷
は
著
し
く
費
芽
を
不
良
と
す
る
・
責
厳

-
Oに
於
て
乾
燥
粒
の
匪
接

着
部
の
深
く
環
般
傷
付
が
、
全
く
費
芽
し
な
い
の
は
責
腫
九
と
同
様
で
あ
る
が
、
洩
く
同
部
の
環
献
傷
付
と
匹
の
外
側

0
・
五
粍
離
れ
た
部

位
の
環
献
傷
付
の
抑
制
作
用
は
、
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
と
同
じ
程
度
の
抑
制
作
用
が
あ
る
・
慮
が
六
時
間
以
上
の
浸
漬
粒
&
同
様
に
鹿
理
し
で

も
殆
ん

E
抑
制
作
用
が
た
い
。
又
浸
潰
粒
の
匹
の
加
傷
も
そ
の
抑
制
は
僅
少
ぞ
あ
る
と
と
は
叉
注
目
す
べ
き
酷
で
あ
る
・

穏
賓
の
届
舷
穿
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
勧
買
に
就
い
て
の
賓
睡
眠
的
研
突
第
一
範
一

帝
引
に
車
九
|
一

O
国
賓
験
に
於
て

E
E
S自
の
設
を
確
め
る
矯
め
種
々
に
慮
理
賓
験
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
粒
の
中
央
宙
開
の
環
被
傷

付
或
は
A
T
環
欣
傷
付
又
は
同
部
の
切
断
は
、
無
傷
玄
米
よ
り
強
芽
が
促
進
さ
れ
て
、
そ
の
傷
の
深
樺
は
費
芽
に
闘
係
が
な
い
が
、
匹
接
着
部

を
深
く
瑛
航
傷
付
は
全
く
褒
芽
し
な
い
。
同
部
の
牟
環
献
傷
付
は
そ
の
費
芽
は
抑
制
さ
れ
る
A

と
の
事
賓
は
注
目
に
値
す
る
.
幼
棋
の
伸
長

其
の
他
の
鹿
理
は
、
吸
墨
紙
床
の
如
く
彊
速
に
明
た
道
具
が
な
い
。

E
・o-
の
加
用
は
幼
棋
の
褒
生
が
早
い
が
、
そ
の
伸
長
は
劣
る
と
と
を

見
た
。

F
P
は
一
般
に
生
檀
に
有
害
で
あ
っ
て
、
カ
ダ
ラ
1
ゼ
に
よ
っ
て
そ
の
蓄
積
を
除
く
と
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
仰
干

戎
に
第
八
表
に
於
て
傷
付
属
理
粒
の
水
中
瑳
芽
を
賓
験
し
た
鹿
金
刺
皮
米
の
殻
芽
は
不
良
に
し
て
、
h
T
制
皮
米
は
幼
根
の
費
現
が
劣
る
・

叉
匪
接
着
部
の
環
蹴
傷
付
(
第
一
圃
参
照
)
が
著
し
く
費
芽
不
良
で
あ
り
、
同
部
の
牟
環
般
傷
付
も
と
れ
に
共
い
で
費
芽
不
良
た
る
を
見
た
・

又
玄
米
は
こ

O
度
で
は
費
芽
が
蓮
く
・
且
つ
幼
芽
先
褒
で
あ
る
が
、
一

O
度
以
上
で
は
早
く
褒
芽
し
て
、
と
の
賓
験
に
於
け
る
水
分
注
加

量
で
は
幼
根
先
避
で
あ
る
と
と
を
知
っ
た
・
と
れ
に
は
粒
の
合
ポ
量
も
開
係
が
あ
る
・
印
ち
よ
く
乾
燥
し
た
粒
は
幼
棋
が
先
輩
し
易
い
.
又

同
じ
粒
で
も
刺
皮
米
は
幼
芽
が
先
輩
す
る
と
と
を
知
っ
た
・

. 



滋
賀
の
謹
芽
促
溢
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
縫
い
て
の
賓
邑
的
研
究

第

fH 

以
上
の
賓
験
に
よ
っ
て
糊
粉
屠
ピ
除
去
し
た
粒
が
費
根
不
良
な
る
と
と
に
占
っ
て
、
と
の
除
去
部
分
に
費
芽
物
質
が
あ
っ
て
、
と
れ
が
浸

演
中
に
匪
に
移
動
す
る
・
と
の
移
動
は
主
と
し
て
糊
粉
屠
を
通
じ
て
匪
盤
に
吸
牧
さ
れ
と
思
は
る
・
乾
燥
粒
の
匪
接
着
部
を
渇
く
護
航
樋
付

け
る
と
糊
粉
暦
と
匹
と
の
連
絡
が
断
た
れ
て
匹
乳
部
か
ら
睦
へ
費
芽
物
質
の
移
動
が
阻
止
さ
れ
る
の
で
、
摘
出
し
た
匪
と
同
巴
程
度
の
費
芽

歩
合
で
あ
る
・
深
く
環
般
傷
付
す
る
と
き
は
匹
盤
が
傷
付
い
て
殆
ん
ど
費
芽
し
た
い
。
叉
と
れ
に
槍
頬
を
加
用
し
で
も
効
果
が
な
い
.
そ
の

他
の
部
位
の
傷
付
は
却
っ
て
費
芽
を
早
め
る
・
と
れ
は
早
く
吸
水
し
て
、
遁
湿
の
も
と
に
費
芽
促
進
物
質
の
成
生
或
は
活
性
化
が
早
い
た
め

と
思
は
れ
た
。
均
水
中
護
茅
の
強
風
の
不
良
な
る
は
と
の
物
質
に
酸
素
も
何
等
か
の
聞
係
を
有
す
も
の
ら
し
い
。

第

三

章

摘
出
距
の
設
芽
促
準
昆
抑
制
に
闘
す
志
賀
験

ハ

-
v

乾
操
粒
摘
出
匠
の
培
養
基
上
に
焼
け
る
費
芽
試
験

費
芽
は
匪
の
細
胞
の
分
裂
生
長
に
外
な
ら
た
い
が
、
果
種
皮
、
糊
粉
局
、
内
陸
筑
等
と
密
接
去
る
開
係
の
存
す
る
と
と
は
、
従
来
の
賓
験

に
よ
っ
て
疑
の
な
い
底
で
あ
る
・
拾
に
之
等
の
輔
幹
の
ψ

な
い
制
離
し
た
摘
出
匪
自
慢
の
費
芽
b
t
試
み
た
.
匪
の
人
ヱ
培
養
に
は
定
評
あ
る

、，J
、，J

6
 

4
司
自
吋
田
川

wm、
の
培
養
基
に
撮
っ
た
。

と
の
方
法
の
概
要
を
述
ぶ
れ
ば
次
の
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・
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出
歴
の
培
養
基
鷲
茅
試
験
(
3
月
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間
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一↓一回

り
置
き
、
糖
類
、
ア
ミ
ノ
酸
の
混
合
は
所
定
漣
度
二
倍
液
を
、
前
記
混
合
液
と
同
じ
分
量
だ
け
の
水
に
博
し
て
、
後
に
と
の
こ
っ
&
混
合
し

億
貨
の
島
皿
芽
促
進
及
停
制
に
幅
す
る
物
質
に
就
い
て
め
賓
睡
眠
崎
研
究

第
一
穣

て
所
定
海
度
と
し
た
の
で
あ
る
・

摘
出
匪
は
乾
燥
粒
を
、
種
痘
用
メ
ス
を
以
て
、
傷
つ
け
た
い
様
に
匹
盤
と
匪
乳
と
を
離
レ
た
。
匪
は
接
着
し
℃
ゐ
る
内
陸
乳
の
萎
縮
し
た

細
胞
膜
居
よ
り
容
易
に
離
れ
る
・
と
の
摘
出
匪
を
一
つ
一
つ
解
剖
顕
微
鏡
で
傷
の
有
無
を
調
査
じ
た
・
し
か
し
呆
種
皮
及
び
と
れ
に
附
着
す

あ
糊
掛
居
、
澱
粉
塊
は
極
め
て
僅
で
あ
る
が
附
着
す
る
も
の
が
る
っ
た
.
と
れ
は
匪
を
一
旦
放
し
た
後
に
澱
粉
を
採
る
と
と
は
匪
を
傷
ヲ
け

る
の
で
、
澱
粉
塊
の
少
し
も
な
い
も
の
を
巌
濯
す
る
と
と
は
、
多
く
の
貰
験
材
料
を
用
ふ
る
場
合
容
易
の
と
と
で
た
い
鵡
め
で
あ
る
・

費
験
-
、
糖
類
添
加
の
効
果
試
艶
〈
一
一
一
月
一
五
日
置
床
〉
(
第
一
一
表
》

第
一
一
表
は
吉
榊
の
摘
出
匪
を

ω者
自
国
の
培
養
基
之
、
及
仰
と
れ
に
一
〆
分
量
と
な
る
様
に
藤
倍
加
用
と
し
た
培
養
基
と
、
閣
一
%

寒
天
の
み
の
培
養
基
、

ω或
は
吸
盤
紙
円
氷
V

に
て
費
芽
せ
し
め
た
も
の
と
で
あ
る
・
置
験
の
結
果
は
第
一
一
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
費
芽

温
度
二
五
叱
よ
り
一
一
一

orvに
旋
て
摘
出
座
も
早
く
殻
芽
し
費
芽
敷
も
多
い
.

司
自
国
の
無
機
成
分
の
み
の
寒
天
培
養
基
は
、
寒
天
基
又
は
水
よ
り
別
に
良
効
果
が
な
い
。
け
れ
ど
と
れ
に
一
%
分
の
薦
摘
を
加
用
し
た

も
の
は
、
著
し
く
良
好
な
り
。
殊
に
費
棋
が
よ
く
な
る
・
郎
ち
吉
紳
摘
出
匹
は
吸
墨
紙
上
に
て
、
幼
芽
先
褒
に
し
て
八
O
i
九
O
M
生
や
る

が
、
幼
棋
を
生
や
る
も
の
は
一
O
l
一
一
一
O
%
に
過
ぎ
な
い
・
然
る
に
と
れ
に
一
，
%
の
薦
倍
加
用
は
、
幼
芽
は
九
O
i
一
O
O
U
河
生
じ
、
幼
根

は
八
O
M
以
上
生
巴
て
幼
棋
が
先
輩
す
る
・

-
貝
験
二
、
措
種
物
質
の
添
加
費
芽
試
験
(
一
)
〔
ロ
一
月
二
六
日
置
床
)
(
第
一
一
一
表
〉

更
に
旭
摘
出
匪
を
試
料
と
し
て
、
他
の
物
質
を
加
用
し
た
結
果
は
第
二
一
表
の
如
し
・
倍
類
は
何
れ
も
良
好
に
し
て
、
澱
粉
は
之
に
次
い



第
一
二
表
質
験
二
摘
出
匪
の
培
養
基
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諸
種
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質
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添
加
護
芽
試
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{
ー
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3
月
2
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垣
床
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後
4
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日
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あ
る
。
ょ
っ
で
摘
出
匪
自
聞
に
は
幼
芽
の
蛮
現
機
能
が
あ
る
を
知
る
・
構
類
加
用
に
て
幼
棋
を
も
費
現
せ
し
む
・

イ
タ
ミ
ン
同
一

O
高
分
の
一
一
は
、
別
に
効
果
た
く
、
隼
ろ
少
し
抑
制
か
と
息
は
る
・
チ
ロ
シ
シ
一
%
液
は
別
に
容
が
な
い
が
、
グ
リ
コ
コ
ー

ル
、
久
ス
バ
ラ
ギ
ン
の
一

M
液
は
著
し
く
容
作
用
を
認
め
た
.
但
し
と
れ
等
は
湿
度
が
護
い
た
め
に
著
し
い
害
作
用
が
あ
る
も
の
と
思
は
れ

へ
テ
ロ
オ
ウ
キ
シ
シ
、
吋
Y

に
費
芽
せ
し
め
た
結
果
は
第
一
三
表
の
如
し
・
と
れ
等
の
浪
度
に
於
て
は
何
れ
も
効
果
が
宮
く
、
殊
に
ア
ス
・
で
フ
ギ
シ
は
一
%
液
有
害
、
又

タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
も
醗
酵
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
摘
出
座
の
費
芽
し
た
も
の
ま
で
慶
色
衰
弱
さ
せ
た
@
し
か
し
一
%
チ
ロ
シ
シ

の
客
は
別
に
認
必
ら
れ
た
く
梢
々
良
結
果
か
と
思
は
る
・

以
上
培
養
基
上
に
於
け
る
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
は
、
無
機
成
分
寒
天
培
養
基
或
は
寒
天
の
み
に
於
て
は
、
幼
茅
は
褒
現
す
る
が
、
幼
根
の
費

現
は
一

O
l一ニ
O
M
K過
ぎ
な
い
.
と
の
時
機
類
を
加
期
す
れ
ば
、
幼
根
強
現
に
著
し
く
効
果
あ
っ
て
、
し
か
も
幼
棋
の
先
輩
す
る
も
の
が

る
(二〉

乾
燥
粒
の
摘
出
匠
に
諸
種
物
質
の
海
加
費
芽
試
臨

責
酪
回
、
摘
出
睦
の
扱
畢
紙
床
@
費
穿
試
強
(
第
一
四
表
〉

-第
一
一
去
に
よ
れ
ば
、
摘
出
匪
盈
吸
墨
紙
尿
に
置
き
て
、
水
の
み
に
て
も
そ
の
幼
芽
は
殆
ん
ど
皆
費
現
を
見
た
の
で
、
拾
に
載
粉
、
構
類
、

ア
ミ
ノ
酸
類
の
一
%
液
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
刷
、

ヘ
ト
ロ
オ
ウ
キ
シ
シ
百
寓
分
の
二
慨
を
三
目
注
加
し
て
、
二
五
粒
宛
置
床
し
た
結
果
は
第
一
四

衰
の
如
《
で
あ
る
・

第
一
四
表
に
よ
っ
て
、
吸
墨
祇
に
静
液
を
注
加
し
た
も
の
と
、
当
日
目
の
寒
天
培
養
基
に
於
け
る
結
果
と
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
・
糖
類

は
良
膨
響
が
あ
っ
て
、
就
中
藤
衝
が
最
も
よ
く
、
次
は
癒
粉
に
し
て
グ
イ
タ
ミ
シ
臥
、

で
ア
ロ
オ
ウ
キ
シ
ン
‘
宅
島
国
の
培
養
液
、
糠
麿

語
賓
の
居
眠
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
厳
的
研
究

第
一
徹

七
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士
口
紳
の
摘
出
匪
に
東
横
一
%
、
及
び

F
0・
一
%
液
、
グ
イ
タ
ミ
ン
恥
二

O
寓
分
の
一
堂
シ
ヤ

ー
レ
に
て
、
液
中
蛍
芽
の
結
果
、
薦
衝
は
そ
の
効
果
が
著
し
い
の
を
見
た
。
郎
ち
幼
根
も
費
生

し
、
幼
芽
の
伸
長
は
水
中
の
も
の
に
比
し
て
四
倍
に
建
じ
た
・
後
記
の
如
く
玄
米
で
は
田
園
。
・
費

根
促
進
作
用
が
あ
る
が
、
摘
出
匹
で
は
認
め
ら
れ
な
い
.
と
れ
は

E
P
費
根
作
用
が
直
接
的
作

用
で
た
い
と
と
が
覗
は
れ
る
・

薦
楢
が
後
記
の
第
翠
章
に
述
べ
る
如
く
玄
米
に
は
寧
ろ
抑
制
が
あ
っ
て
、
摘
出
匪
と
著
し
く
異

る
は
、
玄
米
に
て
は
果
種
皮
に
覆
れ
る
た
め
埠
透
歴
の
闘
係
で
吸
牧
困
難
で
あ
る
が
、
摘
出
匪
で

は
直
接
匹
盤
が
街
類
に
接
縄
す
る
た
め
に
よ
く
と
れ
を
吸
牧
す
る
と
と
に
よ
っ
て
効
果
が
願
著
と

思
は
れ
た
・

漫
潰
粒
の
摘
出
匠
の
費
穿
試
験

乾
燥
粒
の
摘
出
匪
に
於
て
は
、
幼
芽
は
護
現
す
る
が
、
幼
根
の
殻
現
は
一

0
1
5
0
d
w
k過

〈

---v
ぎ
な
い
場
合
に
、
糖
類
加
用
は
八

O
l九
O
K増
加
す
る
。

か
く
の
如
き
は
糖
類
そ
の
も
の

が
、
費
根
促
進
物
質
で
あ
る
か
、
又
は
他
に
殻
芽
、
費
根
物
質
が
る
っ
て
、
と
れ
の
助
成
的
作
用

を
た
す
も
の
か
も
知
れ
た
い
・
生
長
素
に
積
類
の
加
用
は
、
生
長
棄
の
活
性
化
を
増
進
す
る
と
の

報
告
が
あ
る
が
ゆ
、
米
に
於
け
る
生
長
素
に
つ
い
て

ω
8
5
Eが
質
験
し
た
と
と
ろ
に
よ
れ

喜
四
貨
の
授
芽
従
道
及
抑
制
に
鋼
す
る
物
質
仁
就
い
て
の
貧
血
事
的
研
努

修
一
回
報

摘出匪の水中韓芽と積類の効果(3月25日置床〉

24時間後 48時間後 72時間後
温度 品 混 溶 液

盟諸1;1計~I~I葬|計三|留保|計幼根|幼芽
1 ラ4 R里織 12112 

1717101126591tl1 1 l Lms島 a町5 
吉肩甲 l%H.C加 515 5151 115151011.7 

前句
616 6161 116161012.0 〈摘出怪〉 水

ヴ9のイタ1者yBt20. 212 91 91 1 191 91 0 11.2 

置床25位

賓験五第一五衰

:Jt 



居
帽
貨
の

Ba芽
促
進
及
抑
制
に
圃
帽
す
る
駒
寅

ぱ
、
米
に
は
、
生
長
棄
は
何
れ
の
部
分
に
も

~ 

二
四
時
間
水
に
浸
す
時
は
.
念
に
匹
に

し
、
座
乳
に
て
は
減
じ
、
糊
粉
暦
に
於
て
は
艶

生
長
講
は
環
蹴
傷
付
に
よ
っ
て
移
動
が
起
ら
ぬ

同
様
な
強
さ
で
あ
る
と
地
べ
た
・
し
か
し
費
芽

キ
シ
ン
で
な
い
と
云
っ
た
.
併
し
一
方
の
凶
0
8
0

子
に
於
て
、
被
机
w
b
L
含
有
す
る
匪
乳
組
織
中
に

ら
れ
、
四
八
時
間
援
に
は
全
部
匪
に
吸
牧
さ
れ

に
最
初
の
衝
激
を
興
へ
て
生
長
を
促
す
.
し
か

細
胞
の
生
死
と
は
闘
係
が
な
い
と
云
ふ
・

ω白
目
自
国
は
二
四
時
間
浸
潰
粒
の
摘
出
匪

が
、
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
は
費
根
せ
歩
、
恰
も
金

っ
た
粒
&
向
じ
。

と
れ
に
種
k

柴
養
物
質
を
添

会
y
、
米
に
於
て
は
六
時
間
で
十
分
に
費
芽
物
質

と
述
べ
た
が
、
著
者
も
浸
潰
粒
の
摘
出
匪
が
、

〈
費
根
良
好
た
る
を
認
め
た
の
で
あ
る
・



『

る. 



積
貨
の
田
技
芽
促
進
及
抑
制
に
欄
す
る
物
質
に
就
い
V

-

の
寅
験
的
研
究

暫
く
不
問
と
し
て
沿
く
V

、
幼
根
(
幼
芽
〉
の
費
現
物
質
が
《
幼
茅

は
既
述
乾
燥
粒
自
憶
が
費
現
す
る
の
で
匹
に
も
若
干
含
ま
れ
て

ゐ
る
が
、
浸
漬
粒
が
幼
芽
の
伸
長
も
良
好
な
の
で
、
柑
他
部
よ
り

と
れ
に
移
行
す
る
〉
は
確
で
あ
る
。
而
し
て
蹴
述
匹
盤
と
糊
粉
屠

の
蓮
絡
が
断
れ
た
時
は
、
と
の
物
質
の
移
行
を
妨
げ
て
費
芽
し
た

ぃ
、
幼
茅
も
出
さ
た
い
と
と
は
摘
出
匪
自
慢
よ
り
尚
一
屠
抑
制
さ

れ
る
を
見
た
・
と
れ
は
既
述
(
二
九
頁
)
の
如
く
匪
盤
加
傷
に
よ
る

分
秘
吸
枚
組
織
の
加
害
の
た
め
と
思
は
れ
た
。
し
か
る
に
浸
漬
粒

の
連
絡
部
の
切
断
は
、
殆
ん
ど
抑
制
し
な
い
の
は
移
行
後
で
あ
る

か
ら
と
解
す
る
♂

ω自
2
0自
の
設
に
も
同
意
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
又
後
述
〈
五
O
頁
)
の
如
く
浸
潰
粒
に
於
て
は
匪
盤
加
傷
が
費

芽
に
容
の
な
い
と
と
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
単
に
移
行
の
み
の
問
題

で
は
な
か
ら
ム
・

費
厳
八
、
短
時
間
潰
潰
粒
の
摘
出
圧
の
費
芽
試
験
〈
第
一
八
表
〉

捜
漬
三
時
間
後
の
吉
紳
摘
出
匪
が
、
不
漫
漬
の
も
の
よ
り
不
良

ゑ
り
し
を
再
度
確
め
る
角
め
、
六
月
二
日
第
一
八
表
の
如
き
再
試

第
一
報

問

漫潰教の摘出匹の積額添加の効用 (3月31日置床)

1毘 JJt 
48時間後 72時間後

品 商
浸演時間 慮

理主I~I芸|計完幼|幼!計 ~I鶴l計ョー根雪r:
mm 

切 断 米 8124 17.5 10.5 
、
20008時間 玄 米 5118 40.4 13.5 
浸漬 摘 出 座

~:I: 
41251 2.6 4.3 

胃 疎 糖 101111 3 21251 7.7 6.8 

切 断 米 5 

2 ;~凶包555剖22115 5 5 
11.1 

rooc 200位4時間 玄 米 6 61.0 11.2 

吉 ー申
浸濁 摘 出 怪 215 7114 91241 1.6 3.0 

" 11f .. 機 5110 211724 6.8 6.8 

切 断 米 3118 

~~胞盟261S2B国
間53.3 9.8 

2000ro時間 雪E 米 5 2加 国.112.4 
浸覆 摘 出 底 514 3124 3.4 4.8 

" B聖 電量 1218 2125 6.8 6.8 

置床25粒

賓験七第一七表



験
を
、
た
し
た
。
第
一

λ
表
に
よ
る
と
、
度
漬
温
度
が
一
一
二

'
吃
で
吉
紳
を
一
、
二
時
間
浸
潰
す
る
は
却
っ
て
確
貰
に
護

芽
に
悪
影
響
が
あ
り
、

r
一
時
間
も
梢
々
不
良
の
如
し
・
旭

一
時
間
も
確
賓
に
稜
芽
が
悪
く
、
二
、
一
一
一
時
聞
は
不
浸
漬

と
同
ヒ
か
、
若
く
は
少
し
不
良
で
あ
る
・
四
時
間
以
後
は

著
し
く
費
芽
を
良
好
と
す
る
・

摘
出
旺
@
水
洗
及
び
制
皮
と
授
芽
と
の
閥
保

〈
四
〉

乾
燥
摘
出
匹
に
は
幼
芽
八
O
M位
は
費
現
す
る
が
、
幼

根
は
或
る
粒
に
は
生
じ
或
る
粒
に
は
生
ぜ
守
し
て
、
そ
の

歩
合
は
一

O
i一日一
O
Mで
あ
右
。
叉
吉
神
陀
比
べ
て
旭
は

そ
の
歩
合
が
梢
々
良
好
た
る
と
と
は
既
に
述
ぺ
た
。

摘
出
匪
の
賓
験
方
法
で
記
述
し
て
た
い
た
如
〈
、
摘
出

匹
は
一
つ
一
つ
解
剖
顕
徴
鏡
で
傷
の
有
無
を
調
奈
し
で
、

無
傷
の
も
の
を
漣
ん
で
行
っ
た
が
、
多
少
果
種
皮
及
び
そ

れ
に
附
着
す
る
糊
粉
暦
及
灘
粉
の
附
着
す
る
も
の
を
も
賓

短時間浸演粒の摘出臨の醤芽比較 (6月2臼'置床〉

24時間後 ・48時間後 72時間後 幼12縞0時間後
温度 品積 浸演時開 物大き

完|幼|幼1計2|鍛|計謝罪|計会楓芽
I ll)m 3.W3 B四

不 浸 覆 1110 8119 16 812海17 71241 4.0 

2200浸漬1時間 217 914 11 16 511 11117 5.8 3.4 

h 2時間 1113 2116 19 4123 20 5125 5.7 4.0 

旭 開 3待問 317 5115 1113 9123 18 7125 4.1 3.9 

" 4時間 1019 5124 4125 n 3125 5.9 4.6 
同 5時間 1514 5124 23 2125 23 2125 5.5 5.0 

" 6時間 12 1 112 25 20 6 25 ~O 5125 3.4 
3000 

不 浸 讃 315 815 17122 14124 2.8 2.8 

2200浸潰1時間 31 315 611118 5113 1.9 3.1 

" 2時間 51 5 511 811418 12120 3.0 3.0 

望書 柿 " 3時間 113 41 8 10 7117 14 7121 3.8 4.0 

" 4時間 815 5118 20 4124 ~1 4125 4.4 4.8 
n 5時間 816 10124 21 4125 ~ ¥14 25 5.4 4.8 

" 6時間 615 11122 23 2125 ~4 1126 5.5. 5.2 

置床25ffr

賓験八第一八表

験
材
料
と
留し
貢た
の.

震よ
穿つ

哩て
壇戎
及
聞に
耐と
にの
鳳毅

Z宮
盟.京
tう護
玩芽
L、 r(..
て影
の
賓
践
的
研
究

第
一
線

同



稽
貨
の
畿
芽
促
進
及
抑
制
に
隠
す
る
鈎
買
に
就
い
て
の
賓
駿
的
研
究

第
一
線

響
ず
る
か
否
か
も
試
験
し
た
・

賓
敏
九
、
摘
出
匠
の
満
粉
附
着
及
び
水
洗
と
費
芽
と
の
関
係
(
第
一
九
表
A
B
V

裁
に
匹
の
大
さ
の
三
分
の
一
か
ら
匪
と
同
大
の
澱
粉
塊
の
附
着
し
た
(
果
種
皮
、
糊

掛
暦
も
附
着
し
て
ゐ
る
〉
摘
出
匪
と
、
解
剖
顕
微
鏡
で
調
査
後
に
も
灘
粉
塊
を
認
め
な

い
摘
出
匪
と
を
比
較
し
、
更
に
水
中
で
匹
盤
の
表
面
を
暫
く
手
で
軽
く
操
み
な
が
ら
水

洗
を
た
し
て
、
灘
粉
塊
及
び
糊
粉
居
の
部
分
を
流
亡
し
め
た
も
の
、
又
水
洗
し
た
も
の

に
帯
庁
街
添
加
し
た
蛮
芽
賓
験
は
第
一
九
表
A

の
如
し
・

第
一
九
表
A
に
よ
る
と
、
澱
粉
塊
の
な
き
も
の
よ
り
、
澱
粉
塊
の
附
着
し
た
も
の
が

幾
分
費
芽
が
よ
く
、
幼
棋
の
費
現
は
二
倍
と
た
る
・
水
洗
し
た
も
の
は
費
芽
せ
や
、
と

れ
に
薦
植
を
加
ふ
る
も
、
僅
か
に
幼
芽
ニ
ワ
生
守
る
の
み
で
、
殆
ん
ど
効
果
が
な
い
.

後
越
の
第
二
二
表
の
賓
験
も
同
結
巣
で
あ
る
・
水
洗
せ
歩
そ
の
ま
h

に
し
て
之
に
熊
積

を
加
用
す
れ
ば
、
殆
ん

E
完
全
に
鷲
芽
す
る
は
今
迄
の
賓
験
と
同
じ
で
あ
る
。
と
の
賓

験
は
手
に
で
軽
く
匹
盤
の
表
面
を
水
洗
し
た
の
で
、
或
は
匪
盤
組
織
の
破
援
が
る
っ
た

か
も
知
れ
ぬ
と
考
へ
て
、
共
に
旭
摘
出
匪
を
ガ
ラ
ス
細
管
を
水
道
水
に
連
絡
し
て
、
と

の
流
水
の
勢
に
て
澱
粉
を
洗
ひ
去
っ
た
結
果
は
第
一
九
表
B

で
あ
る
D

水
洗
に
よ
っ
て
同
じ
く
著
し
く
費
棋
が
不
良
と
た
っ
た
が
幼
芽
は
一
二
O
d
m位
費
生
し

摘出匪の澱勝附着及水洗と蛮芽の聞係

(4局13日置床〉

貰験九第一九表

陶
同

A 

i毘 度
24時間後 48時間後 n時間後 .部時間後|

ロ玄ヨ日 語
慮 理

21詰|葬 l計三I~I罪|計 :I~I裂|計Zi量|葬|計l

澱粉なし 。112 7 10 3 16 19 3 19 2 
澱粉附着 012 418 14 7 14 21 711 17 笥

吉 神 水 抗〈イ〉 。 。 。
(摘出匪〉 " 〈ロ〉

。 。 。
水d!;+lf.機 。 212 2 2 

其のま10.+疎糖 7 118 19 213 24 20 2 2124 

霞床25粒
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詳
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溜
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欝

二
国
呂
田
ι

岡
亮
〉

鵠

l
w
p獄

切

臓

器

切

5毒
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9時々決 r¥f
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f1I・ p骨
湾.... ?存 r

世引留
守 |越さ|認

凶 ω|端さ|冨

N 可。 ω1~1 2{

晶巴 可胆~I e5i 
荷主認

I .b 品凶|事豆冨

!∞忌品 ωI~ 怠
|品忌 H 可匝~

婦さ主認

品 可悶|謝I~幸冨

∞巴∞。 I~ 隊

三鷹| 晶 、q~I端剖 B

l∞居∞。阿川

謝

E時

i渇

事誕

開
m
m
M
O
浮

と
れ
に
よ
っ
て
縞
類
そ
の
も
の
が
、
強
根

た
・
薦
糖
加
用
に
よ
っ
て
も
、
水
洗
慮
理
し
た
も
の
は
そ
の
ま
h

の
も
の
h
半
分
に
過
ぎ
訟
い
。

宮芭~ bsl灘き

ggE ミ~I補注目

吋詣民 H 凪li
包 ffi~~1鳴き~I !球

物
質
で
な
い
と
と
は
明
で
あ
っ
て
所
調
る
生
長
講
に
劃
す
る
柴
養
因
子
の
如
き
閥
係
が
あ
る
も
の
と
思
は
る
・

-
R駿

-o、
培
聾
基
上
に
怠
け
る
乾
蟻
粒
と
漫
漬
粒
と
の
摘
出
旺
の
費
芽
及
金
受
比
較
(
第
二

O
表〉

共
に
話
回
目
培
養
基
上
の
費
芽
は
第
二

O
表
の
如
く
で
あ
る
.
即
ち
乾
燥
粒
と
浸
潰
一
五
時
間
の
も
の
に
無
機
成
分
培
養
基
、
葡
萄
糖
、

熊
糖
加
用
の
シ
ャ
ー
レ
培
養
基
に
置
床
し
た
。

旭
乾
燥
粒
摘
出
匹
は
水
洗
に
よ
っ
て
幼
根
の
費
生
は
著
し
く
不
良
と
な
る
と
と
は
第
一
九
表
と
同
じ
で
あ
る
e

さ
れ
"
と
浸
漬
粒
の
摘
出
匹

向
浸
漬
粒
の
匪
の
皮
b
L
制
皮

す
れ
ば
幼
根
の
費
生
が
早
い
様
で
あ
る
・

の
水
洗
は
、
寒
天
基
に
で
も
約
七

O
%が
護
棋
す
る
。
と
れ
に
糖
類
加
用
基
は
一

O
O
Mの
蛮
棋
を
た
す
・

と
の
質
験
に
よ
っ
て
も
乾
燥
粒
の
匪
盤
を
水
洗
す
る
と
と
は
護
根
を
不
良
に
す
る
・
恐
ら
く
匪
盤

第
一
般

《

ω
。E
E自
の
解
剖
賓
験
に
よ
れ
ば
、
匹
盤
は
酵
素
、
ホ
ル
モ
シ
を
出
す
腺
組
織
の
み
な
ら
や
と
れ
等
を
導
入
す
る
被
覆
組
織
な
り
と
云
ふ
V

司
帽
貨
の
畿
穿
促
進
及
抑
制
に
翻
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
態
的
研
究

同
五
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第
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表
質
験
ー
0
培
養
基
止
に
於
げ
る
乾
燥
粒
と
浸
漬
粒
の
摘
出
脹
の
護
芽
比
較
(
4
月
17
日
置
床
〉

温
度

24
時
間
後
48
時
間
後
72
時
間
後
1幼J6
f樋
辱
物1
霞
大
後き

品
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第
二
一
表
質
験
一
一
粒
の
各
部
位
に
傷
付
後
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
匹
ゐ
嚢
芽
の
比
較
及
同
水
洗
の
彫
響
(
4
月
1
5
日
置
床
)

摘
1
&
出
匪
理の
24
時
間
後
48
時
間
後
72
時
間
後
9植6
物時
間
後
幼

温
度
品
麓
表
漬
前
の
島
理
法

の
長
き
置
床

完
全
|
幼
混
|
械
|
計
完
全
|
幼
根
|
幼
芽
|
計
完
全
|
幼
根
|
幼
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|
計
幼
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幼
努
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m
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樽
賓
の
畿
穿
促
進
及
抑
制
に
関
す
る
物
質
に
就
い
て
の
寅
般
的
研
究

• 
搬

同

八

粒
の
各
部
位
を
傷
付
鹿
理
し
た
後
に
、

一
定
時
間
浸
潰
し
て
、
摘
出
匪
の
蛮
芽
一乞
比
較
し
、
叉
そ
の
摘
出
匪
を
そ
の
ま
L
と
水
洗
世
の
哉

芽
試
験
を
行
っ
た
結
果
は
、
第
一
二
表
の
如
く
で
あ
る
・

と
の
表
に
よ
れ
ば
、
既
に
第
=
章
第
八
、
九
表
に
於
て
認
め
た
如
く
‘
匹
盤
と
糊
粉
居
の
連
絡
切
断
粒
は
殆
ん
"
と
費
芽
し
な
い
。
そ
し
て

そ
の
摘
出
匪
も
同
じ
く
一
粒
し
か
芽
を
出
さ
な
い
。
と
れ
ほ
と
の
部
の
環
蹴
傷
付
に
よ
っ
て
浸
演
す
る
も
輩
芽
物
質
の
移
動
が
阻
止
さ
れ
る

た
め
と
思
は
る
。

(
と
れ
は
艶
二
章
第
一

O
表
に
於
け
る
賓
験
に
も
認
め
て
ゐ
る
〉
然
る
に
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
は
そ
の
俊
な
れ
ば
八
O
u
m位

の
幼
茅
を
生
じ
、
幼
根
一

O
l一二
O
M生
や
る
に
も
拘
ら
や
、
連
絡
部
切
断
し
た
浸
潰
粒
の
摘
出
匹
が
殆
ん
ど
全
く
費
芽
し
た
い
と
と
は
、

間
早
に
糊
粉
暦
よ
り
殻
芽
促
進
物
質
の
移
行
が
阻
止
さ
れ
る
の
み
と
見
る
と
と
は
出
来
な
い
。
と
の
疑
問
に
つ
い
て
怯
次
の
賓
艶
-
=
で
理
解

せ
ら
る
。

.. 

尚
第
二
一
表
に
よ
れ
ば
、
度
漬
粒
の
水
洗
と
そ
の
ま
L

の
匪
と
の
比
較
で
は
、
水
洗
が
護
根
す
る
と
と
を
約
二
分
の
一
に
低
下
し
て
ゐ
る

を
見
る
。
し
か
し
培
養
基
費
芽
で
は
浸
漬
粒
摘
出
匹
を
水
洗
す
る
も
、
糖
類
を
加
用
す
れ
ば
、
幾
分
と
の
低
下
を
補
ふ
と
と
が
出
来
る
・

(
第
二
O
表〉

怖
と
の
浸
潰
粒
の
水
洗
は
乾
燥
粒
の
如
く
不
良
で
な
い
の
は
、
浸
潰
・
中
に
費
根
物
質
盆
芽
物
質
〉
が
活
性
化
さ
れ
匹
に
移
行
し
、
又
匪

に
於
て
も
匪
盤
よ
り
他
部
に
既
に
移
轄
桝
み
の
需
に
流
亡
が
少
〈
、
よ
っ
て
費
芽
の
低
下
が
少
い
の
だ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

叉
匪
の
部
分
の
皮
下
に
も
糊
勝
居
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
重
潰
粒
の
摘
出
匪
の
此
剥
民
も
亦
少
し
悪
い
影
響
が
あ
る
・
(
窮
員
五
V

倫
同
日
に
試
験
管
に
一
粒
宛
培
養
し
て
、
殻
芽
生
育
せ
し
め
た
結
果
は
島
民
六
の
如
く
で
あ
る
.
尚
と
れ
を
永
ら
く
放
置
す
る
と
乾
燥
粒

の
睦
は
、
宅
一
目
圃
培
養
基
に
構
類
一
を
加
へ
る
も
十
分
離
業
に
な
ら
歩
、
約
二
五
日
後
に
衰
弱
枯
死
し
た
が
、
浸
潰
粒
の
糖
類
加
用
基
は
緑
葉



紙
傷
付
後
に
そ
の
匹
b
L
刷
り
取
り
た
る
脹
〈
傷
付
匪
)
と
乾
燥
粒
、
設
撹
粒
を
、
斯
く
鹿
理
せ
・
?
に
直
に
摘
出
し
た
匪
〈
無
傷
匹
〉
に
、
水

及
薦
街
宣
添
加
し
て
賓
験
し
た
結
果
は
第
二
二
表
の
如
く
で
あ
る
・
と
の
表
は
賓
験
が
九
月
に
し
て
既
に
玄
米
自
身
の
質
芽
カ
が
、
精
々
一
減

退
し
つ
L
あ
る
粒
で
る
る
の
守
、
六
時
間
浸
潰
後
摘
出
距
の
殻
芽
力
が
第
一
八
表
よ
り
粉
々
劣
る
も
の
で
る
る
が
、
・
突
の
事
貨
を
確
め
る
と

と
が
出
来
た
@
乾
燥
粒
は
匹
接
着
部
の
環
斌
傷
付
後
摘
出
匹
は
全
く
費
芽
し
た
い
。
と
れ
に
照
猶
加
用
は
少
し
く
幼
芽
を
叢
生
す
る
が
極
め

調
賓
の
夜
芽
使
議
及
抑
制
に
鋼
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貫
歯
車
的
研
究
集
{
銀
四
丸

の
環
扶
傷
付
粒
、
或
は
と
の
鹿
理
後
に
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
匹
は
、
乾
燥
粒
そ
の
ま
L
の
摘
出
匹
よ
り
尚
一
居
の
費
芽
不
良
訟
る
は
、
車
に

と
の
部
分
の
傷
付
鹿
理
が
、
強
芽
物
質
を
怪
に
移
行
す
る
と
と
を
阻
止
す
る
の
み
で
は
設
明
が
つ
か
た
い
。
恐
ら
く
匪
盤
が
傷
付
く
と
と
が
、

消
化
腺
と
し
て
の
分
泌
吸
牧
機
能
を
害
す
る
た
め
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
て
ゐ
た
。
主
っ
て
裁
に
乾
燥
粒
と
浸
漬
粒
の
匪
接
着
部
を
、
環

距
が
匪
盤
の
物
質
を
利
用
す
る
が
、
匪
盤
を
取
り
去
れ
ば
利
用
出
来
な
い
た
め
だ
と
云
ひ
、
米
に
於
て
乾
燥
摘
出
座
と
金
制
皮
米
と
は
同
程

度
に
抑
制
さ
れ
て
、
幼
棋
は
全
然
強
現
し
泣
い
と
云
ふ
。
然
し
・
な
が
ら
著
者
は
第
一
一
表
B
及
第
二
一
表
に
よ
っ
て
、
乾
燥
粒
の
匹
接
着
部

賓
駿
-
=
、
乾
燥
粒
と
漫
潰
粒
と
の
匠
接
着
罰
の
理
般
傷
付
後
の
摘
出
匪
の
捜
芽
の
比
較
(
第
二
二
表
V

E
E
g習
は
玉
萄
黍
の
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
は
、
多
少
費
茅
す
る
も
、
匹
盤
を
取
り
去
れ
ば
全
く
費
芽
せ
歩
。
と
れ
は
費
芽
の
最
初
に
、

と
れ
に
無
機
柴
養
物
質
の
み
で
は
早
期
に
生
育
を
停
止
す
る
。
と
れ
に
は
積
類
加
凋
が
絶
針
的
必
要
た
る
を
認
め
た
・
又
反
封
に
と
の
物
質

の
移
行
た
か
り
せ
ば
、
陸
中
に
少
量
の
蛮
芽
脇
田
根
物
質
の
み
で
は
、
無
機
柴
養
物
質
並
に
糖
類
あ
る
も
そ
の
生
育
の
稽
績
は
短
い
。

，
 

と
な
り
伸
長
し
て
、
試
験
管
の
長
さ
よ
り
長
ぐ
伸
び
て
ゐ
た
が
約
四
O
日
で
枯
死
し
た
。
又
浸
演
す
る
も
さ
盟
国
の
培
養
基
に
糖
類
を
加

へ
ね
ば
早
く
か
ら
生
長
を
停
止
す
る
の
で
あ
る
J

と
の
摘
出
匹
の
賓
験
に
よ
っ
て
、
浸
漬
中
糊
粉
暦
か
ら
匹
盤
に
〈
或
は
匹
乳
よ
り
糊
粉
居
を
通
じ
て
)
費
芽
裂
根
物
質
が
移
轄
す
る
が
、
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昌
司
賓
の
援
芽
促
遁
及
抑
制
に
闘
す
る
駒
買
に
続
い
て
の
寅
・
的
研
究

第
一
組

五

若
干
蜜
芽
物
質
を
前
性
化
し
叉
糊
積
層
よ
り
活
性
化
し
た
費
芽
物
質
を
吸
牧
し
た
後
の
た
め
匪
盤
加
傷
も
容
が
た
く
却
っ
て
傷
付
に
よ
う
て

同
時
に
添
加
し
た
糖
鎖
の
吸
枚
一
乞
容
易
に
し
て
殻
根
生
長
を
増
進
す
る
た
ら
ん
か

T
〈

8
9
国
例
会
主
一
八
)
は
玉
萄
黍
の
末
膨
脹
粒
の
貯
離
生

長
識
は
不
清
白性
で
あ
る
が
賞
芽
に
嘗
り
匹
孔
か
ら
活
性
化
し
た
生
長
案
が
匹
盤
に
大
り
、
其
所
に
あ
る
数
多
の
酵
素
に
よ
っ
て
不
活
性
化
す

る
と
云
ふ
h

と
の
設
の
嘗
否
は
別
と
し
て
生
長
講
或
は
膏
芽
物
質
の
活
性
、
不
活
性
共
に
匪
盤
が
重
要
組
織
で
あ
る
と
と
は
理
解
せ
ら
る
.

本

意

の

摘

出

庄

の

捜

芽

試

験

の

綜

合

考

察

'
乾
燥
粒
の
剥
離
し
た
摘
出
匪
を
、
先
づ
宅
E
目
の
寒
天
培
養
基
及
び
吸
墨
紙
上
に
種
k

物
質
を
添
加
し
て
、
費
芽
試
験
を
念
し
た
結
果

は
第
一
一

i
一
四
表
の
如
〈
で
あ
る
・
と
の
結
果
、
摘
出
匹
は
同
培
養
基
に
於
て
そ
の
費
茅
は
幼
茅
先
輩
で
あ
ワ
て
、
八
O
i九
O
係
生
占
y

る
も
、
幼
根
は
僅
か
に
一

O
l一一
δdw生
や
る
に
過
ぎ
た
い
。
と
れ
は
吸
墨
紙
上
に
水
を
注
加
し
た
場
合
に
も
同
様
の
結
果
で
あ
る
・
ょ
っ

て
米
の
匪
に
は
或
程
度
の
費
芽
の
調
立
性
が
あ
る
を
知
る
と
と
が
出
来
た
。
底
が
と
れ
に
備
制
一
%
の
加
周
は
著
し
く
嚢
根
を
抽
惜
し
、
し
か

も
幼
棋
を
先
輩
す
る
‘
澱
粉
も
少
し
く
効
果
が
あ
る
・
グ
イ
グ
ミ
シ
助
、

し
抑
制
的
で
あ
っ
た
。

ヘ
テ
ロ
オ
ウ
キ
シ
シ
日

O
高
分
ノ
一
一
は
別
に
効
果
た
く
、
崎
平
る
少

ア
ミ
ノ
酸
の
グ
り
コ
コ

l
ル、

ア
ミ
ド
の
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
プ
%
は
大
容
が
あ
っ
た
・

と
れ
等
は
温
度
が
高
い
た
め

か
、
じ
か
し
で
%
の
チ
ロ
シ
シ
は
容
が
た
か
っ
た
。
又
一
%
タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
及
び
出
陣
(
ぽ
の
加
周
も
艶
分
抑
制
作
用
が
あ
る
・

第
一
五
衰
に
於
て
、
摘
出
匹
の
水
中
費
芽
は
殆
ん
ど
費
芽
し
念
い
が
一
%
の
積
類
加
用
は
著
し
い
効
果
が
あ
っ
た
.
出
-
0・
の
加
用
は
効

果
が

.aぃ
。
共
に
四
時
間
以
上
の
浸
漬
粒
の
摘
出
匪
は
幼
根
も
よ
く
褒
現
し
て
、
殆
ん
ど
完
全
に
費
芽
す
る
と
と
を
第
一
六
、
一
八
表
の
貰

験
で
知
っ
た
。
と
れ
に
構
類
の
加
用
は
そ
の
護
芽
伸
長
乞
尚
一
麿
よ
く
す
る
.
〈
第
一
七
表
〉
慮
が
一
・
I
一
日
一
時
間
の
短
時
間
の
漫
潰
は
、
不
浸

潰
粒
の
摘
出
匪
よ
り
品
刷
費
芽
不
良
で
あ
る
と
と
を
見
た
。
と
の
事
賓
は
、
浸
演
中
に
匪
乳
か
ら
匪
へ
脅
芽
促
進
物
質
が
移
動
す
る
た
め
で
あ



湾
貨
の
畠
底
割
方
促
趨
及
仰
制
に
偏
す
る
駒
賞
に
就
い
て
の
賓
鴎
的
研
究

第
一
徹

五

る
と
と
は
第
三
寧
で
既
越
し
た
如
く
で
あ
る
が
、

一
ー
一
二
時
間
浸
潰
粒
の
摘
出
匹
が
却
っ
て
不
良
な
の
は
、
恐
ら
く
匪
に
若
干
含
む
費
芽
物

質
も
漫
潰
綾
初
脹
よ
り
他
部
に
分
泌
す
る
た
め
、
と
の
時
間
内
に
摘
出
し
た
匹
の
奮
芽
は
不
良
で
あ
る
と
思
は
れ
た
。
四
時
間
以
上
は
、
登

芽
促
進
物
質
が
活
性
化
さ
れ
て
再
び
匪
に
多
量
に
移
動
す
る
た
め
、
そ
れ
以
後
の
剥
離
は
十
分
費
茅
す
る
も
の
と
思
は
れ
た
・
又
乾
燥
位
の

摘
出
睦
を
水
洗
す
れ
ば
殆
ん

E
費
芽
し
な
い
・
と
れ
は
匹
に
若
干
含
む
費
芽
物
質
が
流
亡
す
る
た
め
と
思
は
る
。
と
れ
に
糖
類
の
加
用
は
効

果
が
た
い
と
と
は
第
一
九
、
二
O
表
で
明
で
あ
る
。
よ
っ
て
糖
類
そ
の
も
の
が
登
芽
費
根
物
質
で
な
い
。
そ
の
護
芽
物
質
の
活
動
に
補
助
的

の
所
調
築
養
因
子
と
し
て
の
作
用
物
質
と
認
め
た
・
底
が
浸
漬
粒
の
摘
出
匪
を
水
洗
す
る
も
、
そ
の
抑
制
力
は
極
め
℃
小
で
あ
っ
て
、
と
れ

に
傭
類
加
用
は
著
し
い
効
果
が
あ
る
。
と
れ
は
殻
芽
物
質
が
既
に
匪
盤
よ
り
匹
の
他
の
部
分
に
移
動
し
た
か
、
或
は
活
性
化
さ
れ
た
費
芽
物

質
は
流
亡
し
難
い
も
の
か
と
思
は
れ
た
.

第
二
章
で
低
迷
し
た
如
く
、
乾
燥
粒
の
匹
接
部
の
深
く
環
扶
傷
付
す
る
と
と
は
金
〈
費
芽
し
た
い
。
同
様
島
理
し
て
浸
演
し
た
粒
の
摘
出

匹
も
全
く
蛮
茅
し
な
い
と
と
第
二
一
表
で
明
で
あ
る
。
帥
ち
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
よ
り
も
備
不
良
た
る
の
は
、
単
に
漫
潰
中
に
殻
芽
促
進
物
質

の
移
動
が
阻
止
さ
れ
る
の
み
で
は
設
明
が
出
来
た
い
・
恐
ら
く
匹
盤
が
傷
付
く
と
と
が
、
害
作
用
る
る
と
推
定
し
た
の
で
第
二
二
去
の
賓
験

を
友
し
た
。
卸
ち
乾
燥
栓
と
浸
漬
粧
と
の
匪
接
策
部
を
環
欣
傷
付
け
た
後
摘
出
し
た
距
と
、
無
傷
粒
摘
出
匹
を
水
と
薦
積
一
必
液
に
て
費
芽

試
験
し
た
島
、
乾
燥
粒
の
同
部
の
環
怯
傷
付
後
の
摘
出
睦
は
、
水
は
全
く
費
芽
せ
守
、
薦
樹
液
に
て
も
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
・
無
傷
粒
の
摘

出
匹
の
藤
積
加
周
は
効
果
著
し
い
・
底
が
浸
潰
粒
の
匹
接
着
部
の
環
蹴
傷
付
後
の
摘
出
脹
は
抑
制
作
用
が
な
い
。
否
寧
ろ
無
傷
の
摘
出
匪
よ

り
却
っ
て
構
類
加
用
に
於
て
、
傷
付
匪
が
著
し
く
積
根

ω早
い
と
一
五
ふ
措
く
ぺ
き
事
賓
を
認
め
た
の
で
あ
る
・

以
上
の
賓
験
は
織
で
第
=
寧
の
賓
験
を
肯
定
す
る
結
果
准
得
た
。
印
ち
米
の
距
乳
特
に
糊
掛
暦
及
匹
盤
に
於
て
、
吸
水
膨
脹
時
に
費
芽
物



第二三表 米の護芽抑制物質に闘する賓験(ー) (5月4日置床〉

24時間後 29時間後 34時間後 45時間後 53時間後 71時間後 93時開後 2植4物時間後幼
温度 品穣 蕗 理 犬'$

幼 芽 幼 芽 幼 芽 幼 芽 幼根。幼芽 幼根|幼芳

'‘ 'zl土悼0.98 田土世0.39 33企'‘3.01 '‘ '‘ '‘ 
鴨

'‘ '‘ 9，6 9 
，. 
鵠'‘ '‘ 

nun lIun 

僚 曹色 82土1.伺 93土1.倒 39土4.24 95土1.29 日土4.邸 w 65 ~ 91 3.9 0.7 

旭 〈舌 肩申 玄米同床〉 43土3.~ 19士五.95 拘土3.37 '23土UI5 79土4.82 28土1.'23 85土4.09 39土2.6593 回 w 81 w 88 3.3 0.8 
標司自 と σ〉 差 異 39土3.61-8土2.18-13土3.39-6ま&駒-14土5.16-11土4.43-10+4.29 -14土5.54-4 -2 -2 -6 ー2-3 

. 
|唖陵町玄米日〉l-l-yun

回土8.22 89土3.20 ヤ!glas 0.7 旭
標!fiとの差異 ー30土2.111 0 1 -9土1.33+15土M!-12土2.36+13土9.2o-6土3.45 o 1-4 認。c +91-31+6 

〈中央環朕傷付苔締同床〉 66土0.95 6土2.86 国土MZL盟土師
一|一|叩 i-ヤ|ωimylsola5旭

標車との差異 -16土1.93-21:b3.02 一5土1.95:-11会S制 -7土2.Ci71-15土6.叩 -3土1.却 +9土5.641-1-1 1-3 1+3 1+11. +1 

[ ~服務部環朕傷付吉嗣床〉 56土1.91 12土1.91 72土1.911 20土1.91…低0.95 …|…[-~
113l33  

4.0 0.5 
旭
標準との差異 -26土2.54-15土2.15-17土1.951-13土.a.a7-13土2.401-17土4.351-11土4.031-11土4.95

吸癒紙l>J;4cc
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3000 
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第二五表 米の費芽抑制物質に闘す~'貰験(三) (5月24日置床)

慮 理

標 準

〈吉神玄米岡尿〉

標準との差異

〈申央環扶傷付吉神岡床〉

標準との差異

同

. 

16時間後 24 時間後 30時間後

芽 幼 芽 幼 根|幼 芽

悼O l土，ea39 '‘ 
悼
a土'‘0.78 

-ゐ

36土4.15 43土0.98 96::1::0.78 

。 。 25土4.砲 50土1.96 77土4.84 97土1.47
。 -1土0.39-11土6.38+7土2.191-15土4.90 +1土1.66

。 。 22::1::2.缶 1∞土O

。 -1土0.39-14土4田 キ34土2.821-7土4.回 +4土0.78

表附、 ~ 
r=r 踊申 の 壷

16時間後

40 時間後 48 時間後 60時間後

幼 芽 幼 芽 幼根|幼莞

96土特0.45 
，. 
98土%0.78 間土世0.64 9判8 

悼
98土1.01 98 

94土1.96 98土0.78 95土1.47 98土0.78 部 ~ 
-2土2.01

。ー&土L田 O-21+0田2il l 
99土0.75l∞土o 11∞土o 1100土o 1100 

+妊1.01一一#+3土0.87

芽

48時間後 60時間後
麗 慮 理

視|幼芽幼視!幼

'‘ 。悼 '‘ 
悼
43土，60.75 61土，e2.87 

% 悼 ，. 鴨
'‘ 
悼

。 8土UT 19土1.47 91土1.84 91::1::1.47 95土1.沼 97土1.3396 96 

神 〈旭玄米同床〉 。 。 8土4.41 17土1.95 36土7.63 白土3.20 93土1.47 93::1::0.75 旬土0・75 由主0.751∞ 1∞ 

標準との差異 。 。 。 '-2土2.44-7土7.67+2土4.30 +2土2.36 +2土1.65+4土1.53+2土1.日 +4 +4 

〈旭玄米同床)iOIO/11土3.6'1'177土0.75 田土7.071 95+1-471 82土2.6511∞土O 出土].95/100土O 田 1∞

[11l  l l lI111l  中央環朕傷付吉神 標準との差異 I0 1 0 1+3土4崎 ~58土1.65/ +9土7.111+~4工3.221 -9土3.23/+9土1.471-10土2.36/+3土1.碍ー81+4 

槍紙4ω注加

第二六表 米の費芽抑制物質 tc.闘す，る貰験{四) (7月22日置床)

温度| 品 欝| 盛 理
幼

標 準 4土960.95 

3)001 旭 I (吉榊玄米同床〉 。

標準との差異 -4土0.95

同 晶表附、 吉

却時間後
品温度 薦 慮 理

幼恨|幼芽噌.

標 音色 1±%a320 噛

泊。c 吉 耐 〈旭玄米同床〉 。 。

標期2:の差異 -1土0.32 。

桝 の 費 芽

28 時間後 33時間後

44土~4.771 13土'‘3.34 
骨吸

85土4.131 36土1.91

釦土1.91 10土2-邸 66::1::0.95 24土1.91

-24土5.14 -3土4.40-19土4.24-12土2.70

芽

世

田土0.32

84土1.91

+]土1.94

幼捜l幼芽幼根|幼芽
，. I ， .悼，K.0. 
91土3.341 49土2.381 99土0.321 71土 32

開土0.95 国土4.77 関土0.95 74土4.77

+3土3.47+9土5.33-5土1.∞ +3土4.78



稽
賓
の
髭
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
駒
貨
に
就
い
て
の
賓
隊
約
研
究

修
一
報

五

質
が
生
成
或
は
活
性
化
さ
れ
匪
に
移
動
し
て
始
め
て
蛮
芽
を
喚
起
す
る
と
忠
は
る
。
と
の
活
性
化
は
酵
素
的
縄
媒
作
用
に
よ
る
如
く
考
へ
ら

る
。
積
類
は
と
の
物
質
の
活
動
を
助
成
す
る
と
と
が
明
で
あ
る
・

第

四

章

玄
米
の
設
芽
抑
制
物
質
有
無
主
及
び
小
夢
の
抑
制
物
質
が

米
の
設
芽
に
互
依
す
髭
響

《

-

〉

米
の
費
穿
抑
制
物
質
に
闘
す
る
賓
蹟

既
鑑
賞
験
に
よ
っ
て
、
旭
と
吉
神
と
を
比
較
す
る
に
、
常
に
士
同
一
脚
が
旭
よ
り
ニ

O
i一
一
一
二
度
の
範
囲
の
恒
温
に
於
て
は
、
宮
芽
の
開
始
が

建
い
と
と
を
見
た
・
と
れ
は
費
芽
促
進
物
質
の
活
性
化
が
遅
い
鵡
か
、
或
は
叉
粒
に
費
芽
抑
制
物
質
が
存
在
し
て
、
と
れ
が
旭
よ
り
吉
榊
に

掻
く
働
く
錆
か
と
も
思
は
み
。
叉
と
の
抑
制
物
質
は
早
晩
解
消
し
て
、
そ
の
作
用
が
消
減
す
る
も
の
か
、
或
は
抑
制
物
質
↓
促
進
物
質
に
襲

化
す
る
か
、
叉
は
抑
制
物
質
よ
り
殻
芽
促
進
(
誘
殻
V

物
質
の
作
用
力
が
大
な
る
震
に
殻
芽
現
象
を
起
す
か
、
何
れ
か
と
思
は
る
・
裁
に
若

し
吉
一
肺
に
費
芽
抑
制
物
質
が
旭
よ
り
そ
の
作
用
が
強
い
と
せ
ば
、
従
来
の
貰
験
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
る
如
〈
、
多
く
の
抑
制
物
質
は
水
溶
性

な
る
阿
ょ
う
て
、
旭
単
調
に
置
床
梅
田
芽
せ
し
む
る
も
の
と
、
旭
と
士
回
一
肺
を
悶
床
応
混
じ
て
費
芽
せ
し
む
る
場
合
と
に
於
て
、
何
等
か
の
差
が

許
在
す
る
も
の
で
、
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
。

低
迷
吉
神
に
於
て
も
、
そ
の
粒
の
傷
付
鹿
理
〈
匪
盤
と
糊
粉
暦
の
連
絡
部
の
傷
付
を
除
く
V

は
一
般
に
強
芽
を
促
進
し
た
。
と
の
傷
付
島
理

は
一
定
度
の
水
分
吸
牧
に
役
立
ち
べ
費
芽
促
進
物
質
の
生
成
活
性
化
の
促
進
に
あ
る
と
骨
髄
に
解
掴
押
し
た
が
、
若
し
旭
を
と
の
士
口
一
紳
傷
付
虜
理

粒
&
混
在
置
床
は
、
無
庇
の
吉
榊
と
混
在
置
床
す
る
も
の
と
異
る
が
ど
う
か
.
叉
乾
燥
粒
の
匪
盤
と
糊
粉
屠
の
連
絡
傷
付
は
殆
ん
ど
強
芽
し
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渇
倒
障
問
朝
間
品
市
市

い
た
。
第
二
五
表
の
賓
験
は
吸
塁
紙
に
水
回
目
注
加
し
た
の
で
、
水
分
が
潤
樺
で
あ
っ
て
幼
芽
が
先
輩
し
た
。
四
回
の
賓
験
は
費
芽
温
度
に
一

ー
コ
一
句
の
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
費
芽
速
度
は
賓
験
回
数
毎
に
可
成
の
差
異
を
見
た
・
四
国
の
賓
験
を
通
じ
て
旭
の
標
増
と
比
較
し
て
吉
紳

を
同
一
床
に
播
く
と
と
は
、
そ
の
差
の
大
小
は
あ
れ
ど
も
、
何
れ
も
費
芽
初
期
に
於
て
抑
制
さ
れ
る
宣
見
た
。
(
第
四
、
五
固
)
然
る
に
吉
神

粒
を
傷
付
け
た
も
U
を
同
時
に
蒔
く
と
と
は
第
二
三
表
に
於
て
は
初
期
に
抑
制
す
る
。
し
か
し
水
分
の
潤
津
た
る
第
二
五
表
に
於
て
は
幼
根

は
少
し
抑
制
が
あ
る
が
、
幼
芽
は
却
ワ
て
標
準
よ
り
促
進
さ
h

い
た
。
斯
様
に
賓
験
回
敢
に
よ
っ
て
一
定
の
傾
向
が
も
仏
い
の
で
確
定
し
得
や
。

叉
佐
接
着
部
の
讃
放
傷
付
が
促
進
物
質
の
流
過
を
阻
げ
る
の
み
衣
ら
や
、
と
の
部
分
の
傷
付
で
抑
制
物
質
の
生
成
が
加
強
す
る
の
で
は
な
ん
叩



か
と
思
つ
℃
貰
験
し
た
が
別
に
抑
制
物
質
が
傷
付
の

た
め
に
多
を
生
じ
た
様
子
は
認
ら
れ
な
か
っ
た
.

以
上
の
賓
験
で
は
、
未
だ
そ
の
賓
験
差
異
が
小
さ

い
た
め
確
定
的
の
も
の
で
は
な
い
が
、
吉
紳
玄
米
を

旭
と
混
合
し
て
殻
芽
せ
し
む
れ
ば
、
旭
そ
の
も
の
よ

り
費
芽
が
多
少
遁
れ
る
様
で
あ
る
・
但
し
第
二
五
表

で
は
士
同
一
脚
粒
の
殻
芽
が
旭
を
混
在
す
る
も
、
標
単
と

殆
ん
ど
異
ら
な
い
が
、
第
二
六
表
に
て
は
士
ロ
紳
褒
芽

が
旭
の
混
在
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
標
準
よ
り
費
芽

が
蓮
延
し
た
.
と
の
相
違
は
、
第
二
五
表
の
賞
験
で

は
水
を
回
目
注
加
し
た
が
、
第
二
六
表
で
は
水
一
二
目

注
加
で
あ
っ
て
、
水
分
が
少
い
た
め
に
一
方
の
旭
が

少
し
早
〈
費
芽
す
る
と
、

一
方
の
吉
一
脚
粒
が
必
要
と

す
る
水
分
を
奪
ひ
そ
の
吸
牧
b
f

遅
ら
し
む
も
の
と
思
は
れ
る
J

斯
様
に
し
て
‘
と
の
護
芽
賓
験
は
そ
の
差
異
b
L
見
る
と
と
が
困
難
な
る
賓
験

第 4 国

玄米の費芽抑命1肋質に闘する貰験(旭〉
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一ーー(棟事) 先且
ーーーー(き神前向先Lト。
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時

-a維
明

旭ほ首相事玄米を閲床すれぼ旭より畿穿が銅剣きる.

苦情玄米に抑制勧貨の存在を示す。

続

で
あ
る
が
、
矢
撮
り
官
紳
に
旭
よ
り
費
芽
hr
遁
く
す
る
抑
制
物
質
が
多
少
多
く
存
ず
る
の
で
は
た
い
か
。
そ
し
て
、

と
の
抑
制
物
質
が
、
水

に
博
け
て
、
混
在
す
る
旭
粒
の
費
芽
を
僅
少
た
が
ら
抑
制
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
が
但
し
未
だ
確
定
的
に
断
言
由
来
た
い
.

調
賓
の
aa芽
促
進
及
抑
制
に
圃
す
る
物
質
に

a
uて
の
賓
・
的
研
費

a
F
一
領

五
五



《

--v
畠曙貨の
am穿
促
進
及
抑
制
に
鳳
す
る
防
寅
に
就
い
て
の
賓
陵
的
研
究

小
宴
の
費
芽
抑
制
物
質
環
加
が
米
の
賓
芽
に
及
ぼ

す
修
響
貴
闘

量
に
著
者
等
は
小
穿
の
穂
費
芽
の
困
難
な
る
品
種
に
は

穂
費
芽
の
容
易
た
る
品
種
に
比
較
し
て
蛮
芽
の
抑
制
物
質

を
多
く
含
ん
で
ゐ
る
。
と
の
抑
制
物
質
は
一

O
忙
に
於
て

そ
の
抑
制
的
機
能
を
低
下
解
消
し
た
と
費
表
し
た
・

設
に
穂
費
芽
の
困
難
な
る
相
州
、
優
勝
旗
と
穂
費
芽
の

容
易
な
る
農
林
七
披
の
〈
第
二
報
参
照
V

穂
及
粒
の
二
O

度
と
一
二
度
に
て
三
倍
量
の
水
に
浸
潰
し
て
得
た
泌
液
一
一
一

第 5 固

玄米の蛮根抑市助質に闘する賓験(旭〉

第
一
一
様

五
六

根授

。

り

す
よ

一

Tm

旭

を

叫

庁

ば

在

¥

れ

存

幻

す

の
床

質

製

脈

刷

。

聞

物

を

制

米

。

抑

玄

る

に

融
押
‘
米

吉

創

玄

に

卸

-m

旭

が

吉

100 

事F

明

。

設

oze

，AUF 

(
骨
骨
圃
干
す
必
)

ヰ。

2o 

目
を
注
加
し
て
、
旭
、
吉
紳
の
殻
芽
を
試
み
た
結
果
、
第

二
七
、
二
八
衰
の
如
き
結
果
を
得
た
・
と
れ
に
よ
る
と
浸
出
液
を
注
加
し
た
も
の
は
標
準
よ
り
費
芽
が
蓮
い
。
そ
し
て
農
林
七
挽
の
浸
出
液

に
比
較
し
て
、
相
州
民
優
勝
旗
の
浸
出
液
の
抑
制
が
多
い
。
叉
一
二
震
に
て
浸
出
し
た
相
州
の
浸
出
液
は
こ
O
度
の
浸
出
液
よ
り
抑
制
作
用

と
大
恒
一
致
す
る
の
で
、
義
の
賓
験
は
誤
が
友
い
と
一
冨
ペ
る
。

が
梢
々
・
少
い
。
邸
ち
小
変
の
穂
及
粒
に
含
有
す
る
抑
制
物
質
は
玄
米
在
も
抑
制
す
る
・
そ
し
て
抑
制
作
用
の
機
能
は
、
嚢
に
報
告
し
た
結
果

、、

又
次
に
小
委
の
未
後
熟
粒
の
果
皮
を
制
皮
す
る
と
と
は
費
芽
を
促
進
す
る
。
中
生
相
州
と
農
林
四
班
は
後
熟
を
要
す
る
品
種
で
あ
る
が
、

七
月
二

O
日
に
は
既
に
大
部
分
後
熟
を
完
了
し
ヲ
・
も
あ
る
が
、
前
者
五
伍
u
w
後
者
七
O
，
%
位
護
芽
ず
る
。
と
れ
等
に
つ
い
て
は
第
二
報
を
参

a・



第
二
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表
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制
物
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玄
米
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添
加
し
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護
芽
に
及
ぼ
す
影
響
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 ~29

日
置
床
〉

24
時
間
後
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時
間
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時
間
後
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時
間
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第二八表 小委の抑制物質を玄米に添加試験 (7月8日置床〉

温度 品種 III 理 議長霊長且雪却量色時|事」盟判間時色主
b間l後i情i

完|幼l幼
全線芽

1 3 

州同;時睦中
45 

法医院3 3 3141 

震芽歩合 4 6 3186 

2000農林7盟主穂 1 8 5 5 6132 ~I~ I~~I ~ 3 11111副I~LL4 2 浸出液
1 8 5 7 61ぉ 1 

設芽歩合 012 0116 10 12 12佃 4 

t話
1115144 1 10.5 1.3 

浸出液
3 1118145 2 12.1 2.1 お。c-古制

震努歩合 01013 22113189 112 

， 2000優勝旗穂浸 111 41 14 9 1128 14 11.2 l.4 
出波

1 11612 12 5128 1612 10.5 1.1 

授芽 F合 一。。112 51616 21 6156 3012 

312 
241  出波
214 313116111381101 14414111 8.81 1..1 
一一 一一一一一一一授芽歩合 。。516 51713014174122 回1311

浦
賀
の
畿
芽
俗
，準
及
抑
制
に
鵬
す
る
物
質
に
就
レ
て
の
賞
験
的
研
究
第
一
報

備考 '措置紙3cc注加最初 1 日は室温と Lて後~Oに置いた。

標

授 芽 歩

3伊cl吉
柳|中間州果皮同床1111 141]~I~EU~:1~12悶~I 支
設 芽 歩 合

農林4競巣皮同床

霊童 芽 歩 合

纏紙'3cc註加



駕
官
闘
の
園
田
割
方
従
溢
及
抑
制
に
関
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
圃
層
的
研
究

修
一
級

五
九

『

， 

度
は
小
で
あ
る
・
と
れ
は
と
の
品
種
は
後
熟
を
大
分
進
行
し
た
時
の
粒
で
あ
る
が
、
と
の
果
皮
に
も
未
だ
少
し
の
抑
制
物
質
を
含
有
し
て
ゐ

て
、
と
れ
が
置
床
し
た
滋
紙
上
に
接
出
し
て
、
官
口
榊
の
粒
に
抑
制
的
に
働
く
も
の
と
思
は
れ
た
・

以
上
の
三
回
の
貰
験
第
二
七
、
二
八
、
二
九
表
に
よ
っ
て
、
小
奏
粒
に
は
確
に
抑
制
物
質
の
存
・
す
る
と
と
、
そ
し
て
と
れ
が
玄
米
に
も
抑

制
的
に
働
く
と
と
を
詮
明
し
た
。

第

五

章

玄
米
に
於

τ諸
種
の
鞠
質
添
加
£
聾
芽
促
遁
並
民

抑
制
に
闘
す
芯
賓
験

摘
出
睦
に
於
て
建
国
国
の
寒
天
培
養
基
及
び
吸
墨
紙
上
、
或
は
水
中
に
於
て
費
芽
試
験
に
糖
類
、
ア
ミ
ノ
酸
類
、
グ
イ
グ
ミ
シ
助
、
へ

テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
等
を
添
加
し
て
、
費
芽
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
低
越
し
た
・

， 

放
に
費
芽
物
質
の
本
質
を
知
る
一
乎
段
と
し
て
玄
米
に
於
て
構
類
、
ア
ミ
ノ
酸
類
、
一
円
長
へ
デ
ロ
キ
シ
ン
〔
一
一
一イ
シ
ド
l
ル
酷
酸
加
さ

所
調
ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
ン
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
刷
、
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
、
青
酸
加
里
、
チ
オ
青
酸
加
里
、
尿
索
、
チ
オ
um素
等
を
添
加
し
て
、
そ

の
費
芽
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
た
の
で
弐
に
報
告
す
る
。
向
本
質
験
は
賞
用
的
に
見
て
、
将
来
賓
地
栽
培
に
採
用
す
る
債
値
、
或
は
苗
b
u
之
等

の
溶
液
に
つ
け
て
の
後
作
用
の
有
無
を
見
ん
と
し
て
計
重
賞
験
中
で
あ
る
・

賓
敏
一
、
渡
中
と
現
畢
紙
床
と
の
費
芽
比
較

第一ニ
O
表
〔
一
一
一
月
二
二
日
置
床
〉

液
中
宮
芽
は
筏
一

・七
糎
の
管
瓶
に
一

ou
博
液
を
入
れ
て
、
と
れ
に
吉
紳
二
五
粒
を
沈
下
せ
し
め
て
費
芽
試
験
し
、
叉
吸
盤
紙
費
芽
は

溶
液
一
一
『
ぱ
を
註
加
し
て
、
各
二
五
粒
宛
置
床
し
た
責
齢
結
果
で
あ
る
。
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根
の
聾
現
及
伸
長
が
良
好
の
如
き
を
見
た
。

5
9
を
加
ふ
れ
ば
費
根
は
梢
々
早
い
が
、
根
の
伸
長
は
水
よ
り
劣
っ
た
。

シ
1
繭
は
水
妻
が
な
い
。

7
ス
パ
ラ
ギ
ン
、
グ
リ
コ
コ
ー
ル
の
一
%
液
は
害
が
多
い
。

管
瓶
の
液
中
強
芽
に
於
て
は
、
何
れ
も
幼
芽
の
費
現
は
吸
墨
紙
床
よ
り
早
い
。
さ
れ
ど
幼
根
の
費
現
は
不
良
で
あ
る
。
〈

p
p
h乞
除
く
V

5
9
は
水
中
に
で
、
現
根
の
良
好
な
る
は
、
従
来
の
貰
験
で
明
な
と
と
ろ
で
る
る
が
、
本
賓
験
で
も
認
め
た
・
さ
れ
ど
幼
根
は
一
粍
よ
り

伸
長
せ
や
停
止
す
る
を
見
充
。
グ
イ
タ
ミ
ン
臥
は
梢
々
水
よ
り
良
好
な
る
か
?
へ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
は
水
と
犬
差
な
く
、
熊
衝
で
は
護
芽
が

ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ

初
期
に
抑
制
さ
る
が
後
に
は
差
が
な
い
。
ア
ス
パ
ラ
ギ
シ
、
グ
リ
コ
コ

l
ル
は
容
が
多
い
。

賓
験
二
、
漉
中
費
芽
と
ヴ
イ
タ
Z
ン
L.
の
効
果

2
v
第
一
一
二
表
ハ
五
月
一
一
一一
日
置
床
)

旭
一

O
粒
宛
管
瓶
一

ou
の
液
に
入
れ
、
一
一
一
箇
の
合
計
を
表
し
た
も
の
で
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
取
の
水
中
に
於
け
る
費
棋
の
効
果
を
見
ん
と
し

て、

水
、
照
楢
と
比
較
し
た
。
但
し
と
の
液
は
二
日
毎
に
新
し
い
液
と
入
れ
か
へ
た
。
第
三
二
表
に
よ
っ
て
、
ヴ
イ
タ
ミ
シ
h
l晴
は
水

鵠
111 

品

晴

附

嗣

膨

れ

滞
骨
端
端
L

庁、
、『h
w
的

H
¥
切

Mg醤
湘

《

l〉
〈

ω
泊
呂
田
陣
孫
》
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一
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H
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一
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∞
一
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軍h

i週

道

• 

成
敵
国
同

H
P
。M
O
惇
湖
国
(
調
印
滋
穣
)

担
聞
賞
の
授
割
方
促
進
及
抑
制
に
欄
ず
る
物
質
に
就
し
い
て
の
寝
厳
的
研
究

場
一
線

..1， "、



庸
貨
の
属
鹿
芽
促
進
及
抑
制
に
蘭
ず
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
駿
的
研
究

よ
り
梢
不
良
で
あ
る
が
、
ー
一
附
は
水
よ
り
穂
K

効
果
る
る
如
く
で
あ
る
。
薦
糖
は
水
よ
り
棺
々
不
良
で
あ
る
・

賓
験
一
-
一
、
液
中
授
穿
と
ヴ
イ
タ
Z
ン
恥
の
効
果
《
一

一
〉
第
一
一
二
一
表
門
五
月
一
八
日
置
床
v

第
一
線

* 

第
三
二
表
は
毎
日
新
'
鮮
な
る
液
を
入
れ
か
へ
た
の
で
、
酸
素
に
縄
れ
る
婦
か
、
水
中
に
於
て
も
、
第
三
一
表
よ
り
費
根
が
多
く
な
っ
た
。
而

し
て
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
h
l
均
一
は
梢
々
不
良
、
し
か
し
幼
芽
の
仲
長
は
良
好
、
ー
砺
も
梢
介
護
根
不
良
た
る
も
幼
根
の
伸
長
は
よ
く
、
ー
爾
は
水

よ
り
早
く
輩
棋
す
る
。
鹿
植
は
最
も
費
棋
が
謹
い

.
E
E
は
輩
棋
は
日
T

い
が
、
共
後
の
伸
長
は
停
比
す
る
、
幼
芽
の
伸
長
も
柑
身
不
良
で

あ
ワ
た
.

以
上
三
回
の
賓
験
結
呆
を
、
前
掲
摘
出
匹
の
賓
験
に
比
較
す
れ
ば
著
し
く
集
る
a

卸
ち
摘
出
脹
で
は
膝
衝
は
謹
芽
強
棋
に
効
呆
が
あ
り
、

鵠
川

υ掛 と
れ
玄
米
で
は
果
種
皮
の
法
遜
監
の
開
係
、
或
は
匹
盤
に
内
脹
筑

ρ雌
粉
暦
が
悶
着
す
る
た
め
に
、
容
易
に
廉

蹄

嗣

砂

川

《

旬

泊

宮

田

陣

亮

)

需
品
E

凶
即
戦
作
、
弘
司
、
仰
と

r
B
g湘

(μ
〉

国
-
官
で
は
効
同
時
が
な
い
。
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姿
に
は
二
O
O
r
d
n、
茶
豆
に
は
七
一

rdm
国
∞
の
Z
を
含
有
す
る
・
小
委
に
五
O
r
d
m
及
一

O
O
r
d
p
出

ωの
Z
を
添
加
す
れ
ば
‘
四

時
間
後
の
費
芽
が
封
照
に
比
較
し
て
、
一
三
二

l
六
O
%増
加
す
る
・
一
一
一
日
後
に
は
差
異
が
な
い
.
ラ
イ
萎
は
出

ω
n
z
が
五
O
r
u
n以
上
凶

o
o
r
u
w迄
多
く
輿
へ
る
時
は
、
多
き
程
費
芽
が
一平
く
一
日
後
に
判
然
と
直
別
き
る
・
三
日
後
に
は
義
異
少
く
・
叉
楽
豆
は
ロ
ー
グ
ン
酸
五

O
r
u
nに
て
は
費
芽
促
進
す
れ
ど
、
一
二
O
O
r
%に
て
は
最
早
や
促
進
を
認
め
歩
。
四
O
O
r
u
nで
は
却
っ
て
抑
制
作
用
あ
り
と
云
ふ
。

植
物
檀
中
に
は
酵
素
ヱ
ム
ル
ジ
シ
の
作
用
に
よ
っ
て
、
ア
ミ
グ
リ
ン
と
し
て
の
=
ト
リ
ル
グ
リ
コ
サ
イ
ド
が
分
解
し
て
、
苦
扇
桃
油
と
葡

萄
績
と
青
酸
を
生
歩
。
青
酸
は
ロ
ー
ダ
ナ
1
ゼ
の
作
用
に
よ
っ
て
青
酸
と
蛋
白
質
の
硫
黄
と
結
合
し
て
ロ
ー
グ
ン
酸
を
作
る
と
云
ふ
@
と
の

稽
貨
の
擾
穿
健
造
及
抑
制
に
倒
す
る
働
慣
に
就
い
て
の
賀
幽
層
的
研
究
第
一
鰻
六
一
一

賓
鶴
田
、
息
問
醸
加
皇
、
チ
オ
膏
酸
加
里
及
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酪
添
加
と
鐙
芽
第
一
表
ハ
宜
月
二
四
日
置
床
)

グ
マ
ン
ハ
ル
ト
の
目
偏
話
器
日

σ
〈
一
生
一
さ
は
ロ
ー
グ
ン
酸
は
総
て
の
植
物
に
含
ま
れ
る
成
分
で
あ
O
て
、
小
委
に
は
八
O
r
u
n、
ラ
イ

衝
が
粒
内
に
浸
入
し
な
い
故
、
匹
盤
が
と
れ
を
吸
牧
す
る
と
と
が
遅
い
鵡
に
、
水
よ
り
却
っ
て
費
芽
が
蓮
延
す
る
と
思
は
る
・
と
れ
に
反
し

て
、
摘
出
匹
に
於
て
は
、
直
接
匪
盤
に
溶
液
が
接
蝿
す
る
た
め
法
入
容
易
に
し
て
、
と
の
熊
楠
が
殻
棋
を
促
進
せ
し
め
る
働
が
あ
る
と
恩
は

れ
た
。
(
但
し
そ
の
盤
根
作
用
は
第
二
義
的
の
作
用
)
卸
ち
摘
出
匪
で
は
照
街
を
吸
牧
利
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
叉

F
P
は
水
中
に
て
の
効

果
は
遊
離
酸
素
を
供
給
す
る
間
接
的
の
も
の
ら
し
く
、

E
Pそ
の
も
の
は
寧
る
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
水
中
費
芽
に
於
て
、
グ
イ
タ

ミ
ン
h
I
町
一
ほ
多
少
稜
芽
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
る
ら
し
い
。
さ
れ
ど
1
一
聞
は
却
っ
て
抑
制
的
で
あ
る
・
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
、
グ
リ
コ
コ
ー
ル

の一

M
液
の
高
い
浪
度
で
は
有
害
で
あ
っ
た
。
但
し
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
の
稀
緯
浪
度
は
後
述
賓
臥
酬
の
如
く
促
進
的
に
働
く
と
を
宣
明
に
し
た
・

よ
っ
て
同
一
物
質
に
で
も
低
濃
度
で
は
促
進
的
、
高
濃
度
で
は
抑
制
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
と
と
が
知
れ
る
・



滞
貨
の
愛
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
℃
の
賞
駿
的
研
究

第
一
鰯

青
酸
が
費
芽
を
抑
制
す
る
と
と
は
、
ヒ
マ
ハ
り
の
種
子
で
ヲ
イ
バ
ッ
ハ
及
ケ
ル

HLbzs

及
民
団
F
例
会
会
一
七
V

の
賓
験
で
明
で
あ
る
宍

設
に
青
酸
加
里
及
び
チ
オ
青
酸
加
盟
の
1
一
時
、
ー
一
切
及
び
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
、
ハ
グ
イ

第 6 園

吉榊玄米に青酸.チオ青酸添加と費芽の扶況

(5月24日置床温紙〉

標準
骨酌会

什長市
f iす

ω 48 ，/ ザ0，30 

“時A
刷
仇

-
一
ー一ーー
ー.._

e・・・ー・4

~ 

2 
40 

-'0 

。

1'0 

/D 

;'0 

六
四

(5月24日置床〉

温度 品爵 慮 理

言i事!?長誌は官
旦48壁時一iE 幼|幼狼穿

'‘ '‘ '‘ 
悼 悼 % 

'‘ 標 徴。 。8116144 60 90 92 94 96 96 96 
脅酸加里 1ρo∞010 0101 0 。9 96 56 98 89 98 

1/1万。。012 4130 74 笛 86 99 90 99 
3QOC 吉耐 チォ青酸加盟1/10∞。。2115 25 69 86 94 93 100 96 1∞ 

1/1万010 14 26 62 制 89 94 93 97 94 w 
Acid 剖 corbinicum。。1123 19 71 倒 前 95 1∞ 97 1∞ 〈ヴイタミ :/C)~β0万

1/1∞万 。。0126 却 65 85 94 93 97 94 98 
31-32句減紙床4cc注加第33表以下の寛厳は漉紙床に矯濁した。

貰験問第三三表



"

。

た

い

が

、

六

四

時

間

後

に

は

殆

ん

ど

差

が

た

く

な

・・

0

・

る
-
同
1
一切も一一一

0
時
間
迄
は
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
が
、
四
0
時
間
で
は
幼
芽
は
却
っ
て
標
準
に
優
P
、
幼
棋
を
少
し
く
抑
制
、
四
八
時
間

以
後
は
標
準
と
差
が
な
い
・
卸
ち
青
酸
加
里
1
一時、

1
苛
で
は
初
期
は
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
が
、
と
れ
は
一
時
的
の
抑
制
に
す
ぎ
た
い
の
で

あ
る
・
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
の
1
窃、

l
時
で
は
最
初
撃
は
標
準
よ
り
梢
々
早
く
管
現
ず
る
如
く
な
る
も
、
護
協
定
抑
制
さ
れ
る
・

』

1

一以

さ
れ
ど
そ
の
差
は
僅
で
る
る
。
四
八
時
間
後
に
は
差
異
極
左
い
・
〈
第
一

O
、

第 .7 圃

吉紳玄米に背酸.チオ青酸添加と費根の蹴況

(5眉24日温床温紙〉

u ll! 恥、

ー-~京市­

宅時
-'--.. ~X青島崎持軍

.. --.L_ 
1;0 

写Z

'~tl 
ヰ

.<0 

。
二
圃
〉

漏
賓
の
皿
慎
芽
m
R
準
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
U
て
の
宵
厳
的
研
買

修
一
回
報

にタ
注ミ
いン
で C、、d
輩出
費 1
5E日万
掴回開， 、
を 1

なl百万

長理
結 υ

果四
・~ cc 
、を
第泊
三紙
三床

表
及
第
六
、
七
圃
の
如
く
で
b
る
・
二
四
三
ニ

O
時

間
迄
は
、
チ
オ
青
酸
加
里
1
一
定
幼
棟
、
幼
芽
共

促
進
す
る
・
四
0
時
間
後
に
は
そ
の
差
が
少
い
.

そ
の
告
は
幼
芽
は
少
し
〈
促
進
す
る
が
幼
根
は

却
ワ

τ抑
制
さ
れ
る
・
さ
れ
ど
四
0
時
間
後
に
は

差
が
た
い
・
青
酸
加
盟
1
一宮一一一

0
時
間
迄
は
金

然
強
芽
し
な
い
が
、
四
0
時
間
後
に
は
念
激
に
費

芽
す
・
帥
ち
九
六
%
の
幼
芽
が
費
現
し
て
、
標
準

よ
り
優
る
が
、

一
方
幼
根
は
僅
か
に
九
dn
に
過
ぎ

• 

六
五



Em貨
の
食
穿
促
進
及
抑
制
に
寵
す
る
初
寅
に
脱
い
て
の
賓
睡
眠
的
研
究

第 10 圃
吉神玄米にグイタミシC添加と費芽の扶況

(5周24日置床溢紙〉

一一ー牧草
一一幻w州F列川f
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.0 I琴
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/t， 

10 

4・

LD ifI lfo 30 111-川
内
空
明
弘
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第
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第 11 圃
吉神玄米にちFイタミンC添加と褒根の欽況

(5 }.J24日誼床溢紙〉

標準 . 
引nνCii台

/.・E

J 

争EEね
話
傍L

華
客
)

"0 

20 

fc 

b。

io 

。

第
三
四
表
は
道
海
紳
カ
に
て
賓
験
し
た
。

賓
艶
玉
、
青
酸
加
星
、
チ
オ
膏
酸
加
星
及
タ
イ
タ

ε
ン
恥
添
加
と
費
茅

チ
J
x
a判
酸
加
思

τ一問、
1
t切
除
二
四
時
間
後
に
於
て
は
、
幼
棋
に
殆
ん
ど
差
が
た
い
が
'
幼
芽

は
明
に
二
絡
に
促
進
さ
る
。

第
三
四
表
〈
五
月
二
七
日
置
床
)



(5月27日置床}

嶋醐22同醐温度 品 種 Ji 理
幼根|幼芽 幼芽. 
悼 ，. I ，‘ 8'7 ‘ 9% 5 9，6 8 ml凶 TT、m

標 費自 ~ 49 I 78 J3.4 3.2 

. チオ青酸加里 1(1万 32 回 61 98 盟 98 12.1 2.7 

1/6万 36 部 印 関 91 97 12.4 3.2 
部。。 道海耐力 青酸加里 1(1万 '25 58 69 92 97 1∞ 13.4 2.3 

1/6万 54 51 81 旬 92 関 14.2 3.0 

ヴイタミ :Al1/10万 45 38 74 77 90 96 13.2 3.0 

1/1∞万 35 回 62I 91 倒的i13.31 2.9 

貰験五第三図表

-
然
る
に
四
一
時
跡
後
に
は
差
が
た
く
な
る
。
青
酸
加
里
1
一
切
は
幼
按
は
二
九
時
時
迄
は

柏
k

抑
制
さ
もれ
る
け
れ
"
と
、
幼
芽
は
梢
k

促
進
的
で
あ
る
。
四
一
時
間
後
に
は
標
準
と
差

-

一

万

一

切

が
左
い
.
(
第
八
、
九
園
)
叫
y
f
タ
ミ
ン

B
l
Z
及
び
1
百
と
も
シ
ャ
ー
レ
閣
の
誤
差
が
可

成
多
い
の
で
確
貸
で
た
い
.
幼
根
、
幼
芽
の
伸
長
も
犬
同
小
異
で
明
左
差
は
認
め
ら
れ
た

か
っ
た
。

賓
験
六
、
ヘ
テ

ロ
キ
シ
ン
、
ト
"
プ
ト
フ
ァ
ン
、

第
三
五
表

《
五
月
二
八
日
置
床
)

一
約
将
補
綾

3l-WC湾紙床4cc注力目。

第 8 固

玄米に青酸.チオ青酸添加と稜芽の紋況

ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
濃
加
と
費
芽

く5)327日箇床〉道海神力

11 
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一-It"骨司良市
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一一械3

川
崎
油
引
悠

4・1.-....
. 

事。4γ

2o 

l
 

e
 。
1
 

l' 

穏
貨
の
授
芽
促
進
及
抑
制
に
関
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
厳
的
研
究

第
一
報

六
七



、
湾
賓
の
授
朝
方
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
寓
瞳
層
的
研
究

【5月28日置床)
. 

監
l旦31豊時 4間3後時

l日間後時 6健5物時間後幼
温度 品積 慮 理 の長さ

担保 幼i幼
根芽視芽

'‘ 4悼9 '‘ '‘ 9，6 6 '‘ 
鴨 mlll mm  

標 自慢 10 回rn 99 1∞ 33.1 8.0 
ヘテロキシシ 1/1万 1113 45 回 93 92 96 rn 28.9 :1.3 

1/10万 017 38139 6.8 

~/11∞万 118 31.1 6.8 

泊。c吉神 トリプト 7 '1':.;' 111α)Q 10 36 
くTryptopban) 1/1万 126 却.5 7.7 

1/10万 1218 31.0 7.3 

1β∞万 1618 31.8 7.5 

Acid，ascorbinicnm1/田万 1222 30.9 8.5 
(ヴイタミ !/C)

貰験六第三五表

第 9 岡

玄米に背酸.チオ青酸添加と議根の欣祝

(5局'zl日置床〉 遺海耐力

第一一徹

六
八

1 

刊幻自旬... 

100 

J(ljI 
喜
￥。

m幡
町
明
依

込o

。

10 

ア
ミ
ノ
酸
の
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
除
分
解
に
よ
っ
足
、
イ
シ
ド
ー
ル
、
ス
カ
ト

3!--:-3ZOctl紙床4∞注加。

ー
ル
等
在
費
生
す
る
・
と
の
中
間
産
物
と
し
て

aイ
ン
ド
ー
ル
プ
ロ
ピ
オ
シ
酸

2
・M
E
。同1MM同岳山
S
S
R骨
〉

aイ
シ
ド
ー
ル
酷
酸
(
ロ
ム

E
o
q
w
E司
宮
町
帽
V

等
を
生
や
る
と
と
が
あ
る
が
、
之
等
は
高
等
植
物
.
の
生
長
素
と
し
て
作
用
す
る

ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
e

而
し
て
之
等
は
費
芽
促
進

す
る
場
合
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
.
よ
っ
て
と
の
ト

p
プ
ト
フ
努
シ
と
一
一
一
共
ヘ
テ
咽



"ls 

キ
シ
シ
λ
一ニ
J
5
F
1
ル
酷
酸
加
里
)
の

z一
拐
、
土
問
、

1
耐
と
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
醸
の
Z
蛎
を
四
臼
宛
注
加
し
て
賞
験
し
た
結
果
一
は
第
三

五
衰
の
如
く
で
あ
る
。
ヘ
テ
ロ
ア
キ
シ
ン
は
二
四
時
間
後
に
各
液
と
も
幼
芽
の
費
生
は
標
準
と
犬
養
が
な
い
・
さ
れ
ど
幼
棋
は

1
苛、

I
砺
で
少
し
抑
制
さ
れ
る
が
、
特
に
1
一
切
で
は
匹
毛
の
蹴
態
が
特
異
で
あ
っ
た
。
ー
蹄
で
は
槙
準
と
差
が
な
い
。
幼
芽
、
幼
棋
の
何
れ
も
伸

長
は
鞘
K

劣
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
差
は
僅
少
で
あ
る
。

ト
リ
プ
ト
フ
ア
シ
1
一
時
に
於
て
は
、
一
ニ
一
時
間
後
ま
で
明
に
幼
根
は
抑
制
さ
る
。
さ
れ
苫
幼
芽
は
却
っ
て
明
に
促
進
さ
れ
る
・
六
五
時
間
後

に

は

守

主

。

同

1
育
は
二
四
時
間
後
に
は
裂
を
抑
制
す
・
さ
れ

E
、
一
一
二
時
間
後
に
は
差
が
た
い
。
奪
三
一
時
間
後
ま
で
は
促

進
さ
れ
る
が
、
四
一
三
時
震
に
は
差
が
な
い
。
同
哉
は
標
準
と
差
が
と
・
同

1
T撃
は
撃
が
な
い
で
幼
棋
は
少
し
く
促
進
さ
れ

e

る
織
で
あ
る
。
《
第
}
二
、

R
R
Z
E
n
z
g
v
I砺
は
一
エ
一
時
間
後
に
幼
棋
は
少

L
抑
制
さ

れ
、
劫
芽
は
少
し
促
進
さ
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。

一
三
園
】
H
Y
イ
タ
ミ
ン

C

〈
〉
広
島
・

賓
腫
七
、
チ
寸
尿
棄
及
び
尿
索
活
加
と
控
芽

第
三
六
表
A
B
C

《
六
月
二
九
百

l
七
月
八
日
置
床
)

JZC尾
芭
a・
m
-
P
民
。
ま
回
実
司
-
d
(
一生
A
V

は
、
チ
ホ

尿
索
、
ア
リ
ル
チ
オ
尿
素
等
の

0
・
五
%
液
は
措
置
種
子
の
蛮

芽
生
促
越
し
、
尿
奈
は
抑
制
す
る
。
雨
者
聞
に
硫
黄
が
存
在
す

る
だ
け
の
遺
ひ
で
、
強
芽
を
促
進
す
る
と
金
は
、
著
し
い
感
紘

E

開
貨
の
晶
鹿
穿
促
進
及
抑
制
に
踊
ず
る
物
質
に
就
い
〈
の
賓
眼
的
研
境

第四・固

玄米にトリプトフプン添加と蛮芽の欣況

(5周28日置床〉宮 御

φ3 

(
坂
穿
A
f令
)

20 

。

値

伊

『

m
搬

.，. 
九



の
相
違
で
あ
る
と
述
J

へ
た
。
よ
っ
て
著
者
も
種
h

讃
度
の

種
賓
の
園
田
芳
促
準
及
抑
制
に
闘
す
る
初
震
に
就
い
て
の
賓
駿
的
研
究

僅
か
に
幼
芽
が
二
%
費
芽
す
る
の
み
で
大
容
が
あ
る
・
チ

オ
尿
素
1
商
は
幼
棋
は
抑
制
さ
る
が
、
幼
芽
は
標
単
よ
り
も
備
や
ろ
少
し
良
い
・
町
表
B
に
よ
る
と
、
チ
オ
尿
索
。
I
頭、

1
一
汗
は
襲
撃

を
も
促
進
す
る
・
回
収
識
は
幼
根
を
抑
制
す
れ
ど
幼
芽
を
却
。
で
促
進
す
る
@
同
表
C
に
よ
る
と
、
チ
オ
尿
素
1
覇、

1
一汗、

1
一
官
官
幼
根

幼
芽
の
費
生
を
促
進
す
る
。

1
一閥、

1
一
時
、
が
1
一
昨
よ
り
そ
の
促
進
力
は
大
で
b
る
二
第
一
四
、
一
五
園
〉
轟
に
尿
素
の
1
而
は
殆
ん
ど
不

‘

撃
に
し
て
大
容
が
あ
っ
た
が
、
ー
前
で
は
幼
根
は
抑
制
、
事
基
金
し
く
促
進
さ
れ
る
o
同

ー

す

譲

Z少
し
促
進
し
、
幼
芽
も

叉
促
進
す
る
が
1
一
則
よ
り
効
果
が
劣
る
・

毒
性
よ
っ
て
チ
オ
尿
ま
ー
す
高
い
濃
度
に
於
て
も
、
裂
を
少
し
抑
制
す
る
の
み
に
し
て
、
幼
主
促
進
、

1
商

i
寄
の
範

囲
で
は
劫
根
撃
と
も
促
進
作
用

2
る
・
加
し
て
1
一m
の
還
が
促
進
作
用
が
最
大
の
如
く
で
あ
る
。
一
方
尿
素
の
1
一
聞
は
大
ま
れ
ど

チ
オ
尿
棄
と
尿
棄
の
溶
液
を
、
旭
、
吉
紳
五
O
粒
に
三
氏

宛
注
カ目
し
て

費
芽
を
試
験
し
た
結
果
カ王

第

/~除

去
A 

B

C
の
如
く
で
あ
る
。
第
三
六
表
A

は
シ
ャ
ー
レ
に
各
液

を
コ
一
氏
入
れ
、

と
れ
に
二

0
分
間
種
子
を
投
入
し
た
後
に

指
続
を
敷
き
て
置
床
し
た
。
同
表
B

C
は
種
子
を
滋
紙
上

に
置
き
て
各
液
コ
一
目
注
加
し
た
。
よ
っ
て
置
床
の
換
作
に

多
少
聾
更
が
あ
る
・
同
表
A
に
よ
る
と
、
尿
素
1
而
で
は

ハ
第
一
六
、

第 13 固

玄米にトリプトファン添加と殻棋の扶況

5昂28日置床温紙〉 古 市申

一
七
圃
〉

第
一
一
徹

七
0 

4ダ

'.1，t 

)c 

。

ilc 



第三六表 質験七 A (6月29日置床〉

高
間
賓
の
袋
芽
促
進
及
抑
制
に
欄
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貨
国
軍
的
研
究
第
一
徹

温度 i品種!慮 理

備考 置床前に各液3cc中に印粒宛20分間投入し、しかLて後湾紙を敷いて置床し

主主bよって最初から置床Ltとものよ句様相の綾芽が早L、.

同 質験七 B (7月1日置床〉

同 賞験七 C (7月 8日置床)

. 旦24笠時

時I ~I号 幼鶴4間4銀時幼穿
5間1後時 I ~ 臼後幼

温度 品種 E包 理
駒大き

幼 |幼
根穿 根芽 根芽，. ，. 

'‘ '‘ 3% 8 '‘ '‘ 倒持 9，.78，9 e 
2、un m.m 

標 !fI 。。10 11 16 倒 8.8 1.9 

チォ尿素1/fJ..氾 。。25 28 日 49 96 93 99199 10.3 3.2 
1/11α)Q 。3 22 19 71 37 98 92 981f!1 11.5 2.2 

お00 吉神 1/釦∞ 。。19 20 53 31 99 f!1 1∞ 94 12.9 2.2 
良薬 1/駒 。9 1. 29 22 日 国 f!1 911 93 5.:己 2.0 
1β仰 。1 15 20 45 28 叩 92 981 94 10.2 1-4 
1/2α)() 。4 18 26 64 33 f!1 97 f!11 99 11.1 1.6 

し一一一←

様 車

~ocl 旭 i 尿素 1/1∞
チオ尿素 1/1∞

温度|品種II怠 理

様車

チオ原案 1/500

1/1α)() 

尿素1/1C削

備考湾紙床3cc注加

加。01 旭

七

備考漉紙床3cc注加



賓
湿
の
畠
医
芽
促
進
及
副
押
輔
副
に
隠
す
る
初
買
に
就
い
て
の
賓
・
的
研
究

も
、
旭
に
於
て
1
育
は
幼
根

'e抑
制
し
、
幼
芽
を
却
っ
て
促
進
す
る
・
高
紳
に
於
て
は
1
蔚
は
幼
根
幼
芽
と
も
促
進
す
る
を
見
る
・
幼
披
物

の
均
ぎ
は
チ
オ
尿
素

1
7幼
棋
の
生
長
著
し
く
容
す
る
が
、
幼
芽
の
容
は

5
・
同

1一則
以
上
の
稀
樟
濃
度
言
、
襲
撃
と
も
生
長

.
も
大
で
あ
る
・
一
方
尿
-
棄
は
1
布、

1
商
の
濃
度
で
は
、
幼
根
の
生
長
を
著
し
〈
容
す
る
が
、
土
汗
以
上
の
稀
翻
案
-
度
で
は
却
っ
て
少
し
生

長
が
大
で
あ
る
・
さ
れ
ど
幼
芽
の
生
長
は
梢
不
良
の
如
く

-

"

h

h

μ

。

卸
ち
旭
1
而
一
は
費
芽
特
に
費
棋
に
大
警
が
b
っ
て
主
棋
を
生
じ
た
も
の
は
一
粒
も
な
く
、
五
日
後
に
は
副
棋
を
生
じ
た
の
を
見
た
0
1一
時
で

は
幼
根
は
少
し
く
抑
制
な
れ
ど
も
、
幼
芽
は
却
っ
て
促
進
、
1
一
切
で
は
、
震
は
標
準
と
同
じ
で
、
撃
は
促
進
、
1
砺
で
は
初
期
は
抑
制
、
一
三
一
一

で
あ
る
・

賓
鴎
八
、
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
添
加
と
賢
官
庁

・
第
三
七
表

〈
七
月
一
一
二
日
置
床
〉

賓
験
七
に
於
て
従
来
殻
芽
の
抑
制
的
と
見
ら
れ
た
尿
素

が
、
そ
の
薄
い
護
度
で
は
却
っ
て
促
進
す
る
乞
見
た
の
で

轟
に
摘
出
堅
苦
液
中
帯
虫
干
季
、
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
の

1
W

は
護
芽
に
大
容
が
あ
っ
た
が
、
と
の
物
質
も
薄
い
漫
度
に

て
置
床
し
て
見
た
と
と
ろ
、
第
三
七
衰
の
如
く
、
と
の
物

質
も
亦
、
却
っ
て
薄
い
浪
度
液
は
費
芽
の
促
進
的
作
用
が

あ
る
を
見
た
・

第 14 園

吉紳玄米にチオ尿素添加と蜜芽の般況

(7周8日置床面置紙〉

ap
一
級

七

s1 併)0 J司ト



〈
九
月
二
日
置
床
)

瀬
本
氏
め
〈
一
九
聞
き
は
一
ニ
共
へ
ド
ロ
キ
シ
シ
1
帝

i&一切

液
に
一
日
浸
潰
し
た
後
、
水
洗
す
る
と
と
な
く
譜
艇
に
置
床
す
れ
ば
、
費
芽
の
遅
い
茄
子
の
種
子
の
蜜
芽
を
促
進
オ
る
と
報
告
し
た
。

著
者
は
同
ヘ
テ
ロ
キ
シ
ン
杭
1
一時
1

1宮
に
、
甜
瓜
の
種
子
を
一
自
書
す
る
ど
と
に
よ
っ
て
‘
撃
を
促
進
す
る
事
警
長
。
議

時
間
以
後
は
坊
芽
幼
棋
と
も
標
準
と
差
が
友
い
。
向
青
酸

加
里
1
官
軍
と
殆
ん
ど
差
が
な
い
。
チ
オ
青
酸
一
加
盟

1
一
切
は
幼
芽
裂
と
も
少
し
く
促
進
す
・
同
1
砺
は
季

初
期
に
少
し
く
促
進
た
れ
"
と
も
、
二
六
時
間
後
に
は
標
準

吉
榊
も
旭
と
大
同
小
異
の
開
係
が
あ
る

が
、
青
酸
は
1
一
防
も
少
し
詩
的
で
あ
り
、
チ
オ
青
酸
で

は
1
研
は
幼
芽
幼
根
と
も
少
し
促
進
的
、
さ
れ
ど
、
哉
は

標
準
と
同
ヒ
で
あ
る
・

と
差
が
な
い
・

賓
睡
眠
九
、
ヘ
テ
ロ
キ
シ
ン
漫
演
と
費
穿

第
三
八
表

一
一
一
報
嚢
表
の
強
定

γ

第 15 園

育紳玄米にチ*尿素顔加と護根の悲況

(7周8日置床面置紙〉 ， 

fm防
法

融
制
一
:

ゅ
嗣
吋
酌
岡
山
牧

" 

10 

家
蝿
京
Ae

J. 

よ
っ
て
設
に
籾
米
ハ
今
迄
の
貫
一
肢
は
全
部
玄
米
)
を
ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
〈
一
一
一
共
ヘ
テ
ロ
キ
シ
と

1
育
、
ー
育
、

1
一切、

1
夜
、
よ
町

一
日
浸
潰
後
、
水
洗
す
る
と
と
も
仏
く
檀
紙
に
置
床
し
て
見
た
結
果
、
第
三
八
表
の
如
く
で
あ
る
。
粗
米
一
ほ
と
の
濃
度
で
は
、
ー
石
川
一
液

液
に
、

麗
貨
の
畠
眠
芽
促
溢
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
貰
眼
的
研
究

修
一
徹

七d



第 16 国

吉榊玄米に尿素添加と奮芽の決況

(7周 8日置床面種紙〉

穏
賓
の
逮
捕
方
促
遊
及
銅
剣
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
寅
駿
的
研
究

第
二
機

s1 申+ヲ()，ヰ

一ーー持、予.

ー→時古
一一一- f ~ 7蒜喜

志"

H

山
崎
叩
級

}・・

J.D 

b 

10 

で
僅
か
に
促
進
さ
れ
る
が
如
き
も
、
他
は
促
進
も
抑
制
も
た
か
っ
た
。

F乞
周

第

U

圃

吉
紳
玄
米
に
尿
素
添
加
と
費
棋
の
株
況

ハ
7
周
8
日
程
床
温
紙
)

f/ E号Jlト

油
十
時
商
品

格
府
φ

。
M1t 

1I 
肘

JT 

嚢
の
玄
米
に
於
け
る
賓
験
は
費
芽
床
に
誼
加
し
た
も
の
で
、
と
の
賞

験
は
表
初
一
日
だ
け
浸
潰
し
た
賓
験
で
あ
る
.

以
上
の
賓
験
に
よ
っ
て
一
一
一
共
ベ
テ
ロ
キ
シ
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
、
グ
イ
夕
、
ミ
シ
弘
、

c
、
育
酸
加
盟
、
チ
オ
青
酸
加
塁
、
チ
オ
尿
索
、
尿
棄
の

仰
れ
に
劃
し
で
も
、
幼
芽
と
幼
棋
は
そ

ρ
費
芽
に
針
す
る
聞
係
に
著
し
〈
異
る
と
と
を
知
ヲ
た
。
卸
ち
幼
芽
が
一
般
に
促
進
さ
れ
る
浪
度
に



第三七表 質験八 (7月22日置床)

穏
賓
の
設
相
方
促
進
及
抑
制
に
銅
す
る
勧
質
に
就
い
て
の
賓
験
的
研
究
第
一
一
椴

20時間後 28時間後 51時間後
温度 理

幼根|幼芽幼根|幼芽幼捜|幼芽幼様|幼芽幼複幼芽

，4 6 '‘ '‘ 
悼 8，. 7 4% 2 悼w '‘ '‘ 

鴨

標 司車 l 65 19 47 97 83 

青酸加.里1}5万 4 。 16 田 話 1∞ 60 1∞ 72 
チオ青酸加里lj5万 6 6 76 36 倒 44 88 64 96 76 

1}lJ)万 8 6 66 38 90 54 釦 70 88 剖
旭
アスパラギ:11/100。36 。88 部 94 。 。94 。

1/1α)() 。38 64 62 制 回 96 98 部 1∞ 
1;'171 6 s 62 42 回 62 94 回 94 90 
1}10万 2 2 総 118 88 32 96 54 96 回

3000 
標 準 1 。44 13 85 36 91 49 99 71 
青酸加里1/5万 。2 24 8 46 14 飴 38 90 54 
チオ宵重量加重1/5万 。6 42 2D 76 32 96 52 92 76 

1/10万 2 2 38 ]4 62 担 制 44 90 64 
吉肩申
アスパラギγ1/1∞。30 。82 。88 。90 。92 

1/11αlO 。10 30 32 72 52 92 60 E思 76 
1/1万 2 B 日 泊 86 40 82 38 100 70 

l/lO万 2 。52 包 76 28 88 42 却 70 
備考 itI紙床3cc注加 5日後にはアスパラギν1/1仰にて副視74一郎%生ずる.
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麗
貨
の
震
穿
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
駒
買
に
就
い
て
の
賞
恩
的
研
究

第一一機

~ 
六

於
て
、
幼
棋
は
抑
制
さ
れ
る
J

而
し
て
と
の
閥
係
は
品
種
聞
に
差
異
が
あ
る
と
と
も
知
っ
た
・

と
れ
等
の
諸
物
質
に
劃
し
て
蛮
芽
の
聞
係
を
見
る
に
そ
の
促
進
、
抑
制
力
に
犬
小
は
あ
る
が
、
或
湿
度
以
下
で
は
幼
根
、
幼
芽
と
も
少
し

も
影
響
が
な
い
が
、
少
し
濃
度
を
増
せ
ば
幼
芽
は
影
響
が
訟
い
が
、
幼
根
が
少
し
促
進
せ
ら
れ
る
場
合
を
見
た
も
の
が
あ
る
・
又
少
し
濃
度

を
増
せ
ば
幼
芽
幼
根
と
も
促
進
せ
ら
れ
、
向
程
度
を
増
せ
ば
、
幼
芽
は
促
進
さ
れ
る
が
、
幼
担
は
却
っ
て
抑
制
さ
れ
、
更
に
高
温
度
に
た
れ

ば
、
幼
芽
も
亦
抑
制
さ
れ
る
様
な
闘
係
が
認
め
ら
れ
る
.

師
ち
幼
芽
に
於
て
も
幼
棋
に
於
て
も
、
襲
剤
或
は
生
長
棄
に
劃
し
て
、
そ
の
聞
係
は
最
適
曲
線
を
一
示
す
も
の
で
、
幼
根
の
最
遁
離
は
幼
芽

の
最
適
賦
よ
り
遣
に
低
い
浪
度
に
あ
る
ら
し
い
。
又
幼
芽
が
環
境
不
良
に
劃
し
て
幼
根
よ
り
遁
か
に
抵
抗
性
が
高
い
と
も
考
へ
ら
れ
る
.
而

、，，

し
て

r
g
E
2
5
3高
は
抑
制
作
用
が
あ
る
と
委
主
く
米
に
於
て
も
青
酸
加
盟
?
一
切
以
上
量
産
一
般
に
抑
制
的
な

る
が
し
か
し
品
種
に
よ
う
て
よ
一
切
で
は
梢
々
促
進
的
の
も
の
が
あ
っ
た
@

又
チ
オ
青
酸
加
里
は
、
。

E
E
E
g
H
R
V
の
賓
験
の
如
く
、

一
般
に
促
進
的
で
あ
る
が
、
義
限
度
以
上
、
例
へ
ば
1
存
・
で
は
幼
担
を

少
し
く
抑
制
し
た
.
然
し
、
と
の
青
酸
加
盟
の
抑
制
は
一
時
的
で
、

一
定
時
間
後
に
は
念
激
に
費
芽
速
を
増
し
て
、
稜
芽
を
促
進
す
る
は
、

の

Egazzの
設
の
如
く
、
チ
オ
青
酸
に
艶
化
し
て
促
進
的
に
作
用
す
る
も
り
た
ら
ん
か
.

又
チ
オ
尿
棄
は
1
而
で
も
幼
芽
を
促
進
す
る
・

1
葡
で
は
妻
、
幼
棋
を
量
的
に
働
き
、
尿
議
は
チ
オ
尿
素
が
促
進
的
に
働
く
鹿
の

1
扇
液
で
は
幼
棋
を
抑
制
す
る
o

斯
く
チ
オ
青
酸
加
盟
で
も
、
チ
オ
尿
素
で
も
、
硫
黄
の
存
在
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
抑
制
が
促
進
長
る
と

と
は
注
目
さ
れ
る
・
但
し
硫
黄
の
存
在
し
な
い
青
酸
加
里
、
尿
棄
も
と
れ
よ
り
低
温
度
と
な
れ
ば
、
抑
制
的
で
な
く
反
つ
可
促
進
的
効
果
が
あ

る
。
又
グ
イ
タ
ミ
ン
B
、

c
、
ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
、
ト
り
プ
ト
フ
ア
シ
も
供
試
混
度
で
は
、

一
般
に
幼
芽
の
鞘
々
促
匙
と
認
め
た
場
合
も



れ
ば
念
激
に
幼
棋
を
生
や
る
も
の
a
A

如
く
、
玄
米
の
液
中
費
芽
に
於
て
は
牒
糖
は
摘
出
匪
に
於
け
る
如
く
効
果
危
ぐ
、
寧
ろ
初
期
に
於
て
抑

制
さ
れ
た
.
と
れ
は
法
透
塵
の
閥
係
と
思
は
れ
た
・
国

'
P
一
%
液
中
で
は
幼
根
は
早
く
費
現
す
る
が
一
粍
以
上
伸
長
し
た
か
っ
た
・
グ
イ
タ

ミ
シ
h
1一
町
議
選
芽
に
て
聾
芽
は
多
少
抑
制
的
で
あ
る
が
、
同
1
一
事
費
及
伸
長
を
多
少
促
進
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
た
-

E回
、
五
に
よ
っ
て
、
玄
米
に
チ
オ
草
加
号
官
1

1
一
切
は
一
般
に
費
芽
、
震
を
促
進
す
る
・
チ
オ
尿
棄
の
1
商
ド

t
す

叉

費

芽
、
費
棋
を
促
進
す
る
・
叉
同
1
百
で
幼
芽
は
楠
々
促
進
す
る
が
幼
根
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
・
そ
し
て
雨
雲
と
れ
以
上
議
官
抑
制
作

用
が
あ
る
。
青
酸
加
盟
1
宵
1

i
一
切
は
初
期
費
言
著
し
く
抑
制
す
る
が
後
応
は
念
速
に
費
芽
し
て
差
異
が
た
く

E-玄
米

に

?

と

酸
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
。
同
旨
盟
国

B
吋
の
説
の
如
く
抑
制
的
に
働
く
青
酸
が
、
促
進
的
に
働
く
チ
オ
青
酸
に
、
酵
素
作
用
に
よ
っ

て
盤
化
す
る
か
も
知
れ
ぬ
・

-
R験
七
に
よ
っ
て
尿
ま
1
一

ml--T著
し
く
抑
制
作
用
が
あ
長
、
会
以
上
の
過
度
は
却
つ
で
少
し
く

促
進
す
る
。
叉
費
験
八
に
よ
っ
て
、
ア
ス
.
A

ラ
ギ

ν
も
大
韓
尿
素
と
同
傾
向
の
影
響
が
あ
る
・
品
開
之
等
は
幼
芽
を
促
進
す
る
議
度
で
も
幼
根

を
抑
制
す
る
場
合
が
あ
る
。

責
験
回
、
六
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
C
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
等
は
幼
芽
を
促
進
す
る
湿
度
で
は
幼
根
を
抑
制
し
た
。
叉
後
者
に
於
て
幼
芽

に
影
響
及

5
5
1砺
で
幼
根
を
少
し
く
促
進
し
た
。

g-ハに
よ
っ
て

2
2
3
T一切
i
砺
は
幼
茅
に
は
影
響
が
認
め
ら
れ

た
い
が
、
幼
君
少
し
抑
制
さ
れ
た
・
ー
砺
は
幼
根
に
も
影
響
が
な
い
@

種
賓
の
E
U
穿
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
働
貨
に
臓
い
て
の

'm・
的
研
究
第
一
組

七
七

」ー

幼
根
は
抑
制
で
あ
っ
た
。
唯
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
1
耐
の
漫
度
に
於
て
は
、
幼
根
の
み
梢
々
促
進
的
で
あ
っ
た
が
他
に
は
見
ら
れ
た
か
っ
た
・

本

意

の

賓

験

の

韓

合

考

察

賓
験
園
、
、
に
於
て
、
水
中
に
て
玄
米
の
費
芽
は
幼
芽
は
生
や
る
が
、
幼
根
の
護
現
は
不
良
で
あ
る
・
但
し
幼
芽
が
水
上
に
挺
出
す



膚
貨
の
畿
穿
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
厳
的
研
究

修
一
問
機

七
A 

前
述
の
如
く
幼
根
と
幼
芽
が
、
添
加
物
質
に
封
し
て
感
聴
が
異
る
の
は
、
各
k

最
遁
曲
線
を
一
示
し
、
そ
し
て
幼
根
の
最
適
賠
は
幼
芽
よ
り

低
い
結
に
あ
る
ら
し
い
。
前
述
の
如
く
外
部
よ
り
添
加
し
た
物
質
陀
は
促
進
的
並
に
抑
制
的
陀
働
く
物
質
の
あ
る
と
と
を
認
め
た
が
、
と
の

添
加
物
質
を
直
に
種
賓
自
髄
に
内
在
す
る
殻
芽
促
進
、
抑
制
物
質
と
同
一
物
質
と
認
め
る
と
え
は
出
来
ぬ
。
と
の
費
芽
に
闘
す
る
ホ
ル
モ
ン

的
物
質
の
本
質
は
今
後
の
研
究
に
侠
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第

六

章

考

察

親
種
子
の
幼
茅
或
は
幼
棋
の
何
れ
が
先
描
寓
す
る
か
は
、
費
芽
床
の
水
掃
の
多
少
に
因
る
の
で
、
と
の
と
と
は
、
横
井
、
稲
垣
、
明
峰
‘
弁

土
側
、
野
口
側
諸
氏
の
研
究
で
知
ら
れ
て

ρる
・
又
幼
棋
殻
現
が
酸
素
の
不
足
に
よ
っ
て
不
良
ゐ
る
事
に
つ
き
で
は
永
井
氏
働
佐
K

木
氏
側

の
研
究
費
表
が
る
る
。
水
中
宮
芽
で
幼
棋
の
費
現
不
良
の
場
合
、
過
酸
化
水
識
の
加
用
は
、
幼
棋
の
殻
現
を
助
長
す
る
事
に
つ
き
で
は
小
野

、BJ

、，J

、，J

4
寸
民
初
、
劉
氏
仰
の
研
究
が
あ
る
、
竹
井
氏
側
は
酸
素
の
捜
度
と
幼
根
の
費
現
、
生
長
。
関
係
を
報
台
し
た
。
野
口
氏
側
は
籾
種
子
の
費
芽
は

費
芽
床
の
水
分
そ
の
も
の
に
或
極
の
閥
係
を
持
ち
、
強
根
は
間
接
に
酸
素
量
に
敏
感
で
t
u
る
様
だ
。
若
し
然
ら
ば
蛮
芽
と
蛮
根
と
は
種
子
の

性
質
と
し
て
別
個
の
遺
体
因
子
の
支
配
を
受
け
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
よ
っ
て
粧
の
蜜
芽
研
究
に
は
費
幼
芽
在
費
幼
根
と
は
別
個
の
も

の
と
し
て
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
と
報
告
さ
れ
た
。
著
者
も
と
の
賓
験
K.於
て
剥
皮
、
傷
付
、
匪
の
摘
出
鹿
理
、
置
床
温
度
、
水
揚
、
粒
の

合
水
量
の
如
何
或
は
添
加
物
質
に
よ
ヲ
て
幼
根
、
幼
芽
の
費
現
が
異
る
の
で
、
常
に
幼
芽
(
鞘
葉
V

と
幼
根
の
護
現
に
つ
い
て
別
k

に
観
察

す
る
と
と
に
し
た
。

強
芽
促
進
及
び
抑
制
物
質
に
闘
す
る
と
の
賓
験
に
参
考
と
な
る
文
献
を
設
に
簡
単
に
一
括
し
て
掲
げ
る
。

ハ
A
V

費
芽
抑
制
物
質
に
闘
す
る
文
献
例



云
ふ
が
肉
富
田

E
E
〈
一
品
}
一
さ
は
マ

ν
イ
ン
酸
の
添
加
は
費
芽
抑
制
作
用
を
認
め
・
支
マ

ν
イ
ン
酸
か
ら
字

ν
ン
b
E
生
事
る
と
と
も
同
意

、J

し
た
い
が
プ
ラ
ス
ト
コ
リ
シ
の
作
用
は
ヱ
チ
レ
ン
と
同
ヒ
抑
制
作
用
を
示
す
と
一
再
ふ
・
情
又
吋
。
匝
臣
、

ω・ゆ〈一九回
O
〉
は
甜
菜
種
子
に
費

芽
を
抑
制
す
る
毒
業
b
L
認
め
、
水
に
浸
出
す
る
と
と
が
出
来
る
の
守
水
洗
し
て
そ
の
抑
制
物
質
宣
流
亡
す
る
と
褒
芽
困
難
な
る
種
子
も
よ
く

費
芽
す
る
と
報
告
し
た
・

置帽貨の
mE寮
促
進
及
仰
制
に
闘
す
る
勧
慣
に
就
い
て
め
賓
圃
層
的
研
究

第
一
徹

七
丸

5
3〈
一
人
歯
〉
(
一
八
九
ぎ
が
最
初
に
ヤ
ド
リ
ギ
の
柴
果
液
に
蛮
芽
抑
制
物
質
が
存
在
す
る
と
と
を
認
め
た
.
併
し
町
周
囲
官
。

g
〈一角一
a
・

5
さ
は
ヤ
ド
リ
ギ
液
に
て
カ
プ
ラ
類
の
種
子
が
費
芽
し
た
い
の
は
法
透
監
の
開
係
と
述
べ
た
@
。

E
面
白

B
2告
一
=
〉
同
州
民
話
民
又
一
裂
き

は
ト
マ
ト
の
果
汁
及
種
子
に
費
芽
抑
制
物
質
を
認
め
、
と
の
物
質
は
ア
ル
コ
ー
ル
、
ヱ

l
テ
ル
に
移
行
す
る
と
云
っ
た
。
(
以
上
m
d
e細
川
何
よ

り
引
用
す
〉
そ
の
後
深
披
民
φ
〈
一
争
巴
〉
ト
マ
ト
‘
キ
ウ

p
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
に
就
て
、
夫
々
の
成
熟
呆
の
，果
汁
を
注
加
し
て
褒
芽
試
験
を
た
し

R
U
 

た
が
、
法
透
盤
的
に
説
明
し
得
ざ
る
所
調
抑
制
物
質
の
影
響
が
認
め
ら
る
と
云
ふ
。
民
営
目

E
E
O
(一
生
四
〉
が
卒
果
、
梨
、
マ
ル
メ
ロ
及
ト

マ
ト
の
新
鮮
な
成
熟
呆
賓
に
抑
制
物
質
を
認
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
水
に
溶
け
る
が
、
石
油
ヱ

l
テ
ル
に
は
溶
け
た
い
。
軸
掃
に
は
安
定
で
る
る
が
、

ア
ル
カ
リ
性
に
於
て
過
酸
化
水
素
に
依
っ
て
分
解
さ
れ
る
、
と
の
抑
制
物
質
を
プ
ラ
ス
ト
コ
ロ
ン
ハ
回
8
ぢ
roユ
ロ
〉
と
名
付
け
た
・
果
汁
の

外
に
種
子
、
果
皮
に
抑
制
物
質
が
存
在
す
る
と
と
は

MM同
国
ゐ
《
一
色
一
九
〉
は
種
子
の
浸
出
液
に
盛
光
性
物
質
が
あ
る
が
、
と
れ
が
費
芽
抑
制

物
質
と
云
ふ
・
共
の
他
包

5
5又一九一一
O
V

切
首
旨
冒
〈
一
密
文
〉

F
S自
及
び

M
M
S
E
A一
島
一
一
一
一
)
等
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
・
ぎ
自
信
品
川
〈
一
主
六
〉

a曹

の
賓
験
に
よ
れ
ば
青
酸
，
の
仲
間
な
ら
ん
と
云
ふ
・
小
清
水
氏

α〈
一
色
一
斉
〉
玉
萄
黍
の
乳
熟
期
の
匪
乳
汁
液
に
費
芽
抑
制
物
質
の
介
在
乞
推
定
し

乾
燥
と
共
に
と
の
物
質
が
饗
質
す
る
と
云
ふ
、
又

5
5
国
側
(
一
室
。
は
玉
萄
黍
末
膨
脹
粒
の
内
陸
乳
に
は
費
芽
抑
制
作
用
を
認
む
云
々
、
.

P
E
E。4
『
去
例
会
主
五
)
は
卒
果
の
成
熟
過
程
に
於
て
マ

ν
イ
ン
酸
か
ら
酵
素
作
用
で
ヱ
チ
レ
ン
を
費
生
し
て
と
れ
が
褒
芽
を
抑
制
す
る
と



と
の
物
質
は
暗
黒
に
て
休
眠
す
れ
ば
分
解
し
、

光
組

環
貨
の
援
穿
促
進
及
抑
制
に
・
す
る
駒
貨
に
就
い
宅
の
貧
困
・
的
研
究

中
野
、
木
下
氏
細
入
一
九
回
一
一
V

は
ナ
ガ
イ
モ
の
ム
カ
ゴ
に
費
芽
抑
制
物
質
を
認
め
た
。

第
一
一
報

八
0 

下
で
は
分
解
せ
歩
、
水
、
ヱ

1
テ
ル
に
溶
け
て
、
ア
ウ
キ
シ
シ
前
駆
組
に
以
て
ゐ
る
が
、
併
し
燕
委
試
験
で
異
る
と
と
を
認
め
た
.
著
者
等

べ

ソ

、

J

も

ο(一
azvは
小
萎
の
標
登
茅
し
難
い
も
の
に
と
の
抑
制
物
質
を
認
め
た
@
坂
村
氏
縮
、
の
著
書
に
よ
る
と
、
輩
、
子
葉
、
種
子
、
果
賓
等

に
存
在
す
る
抑
制
物
質
に
は
、
終
始
抑
制
的
に
作
用
す
る
も
の
と
、
後
に
整
っ
て
促
進
的
物
質
《
ア
ウ
キ
シ
シ
v

k
費
化
ず
る
所
調
ア
ウ
キ

シ
ン
前
駆
者
と
が
あ
る
。

〈

B-V

震
穿
促
温
物
質
に
闘
す
る
文
献
倒

回

E居
酒
田

σ《一室一一
v

は
松
の
種
子
の
内
陸
乳
に
t
u
る
物
質
は
匪
を
刺
載
し
て
費
芽
を
促
進
す
る
・

を
人
工
培
養
基
に
て
培
養
し
た
る
に
、
内
脹
乳
よ
り
の
ホ
ル
モ
ン
様
の
物
質
を
輿
へ
た
い
時
は
費
育
し
な
い
と
と
を
見
た
・

o
i
l
-き
は

大

根

3
1
5の
幼
植
物
の
子
葉
区
長
素
左
手
る
と
と
を
見
た
・

f
i
r
e
s

と
の
内
陸
乳
の
除
去
さ
れ
た
摘
出
匹

の
如
く
禾
穀
類
種
賓
に
は
糊
粉
麿
に
費
芽
物
質
が
あ
る
・
糊
掛
暦
と
匪
盤
は
箪
〈
同
)
一
組
織
に
し
て
連
絡
し
て
を
り
、
費
芽
物
質
は
糊
勝
暦

か
ら
匹
盤
に
導
れ
る
・
よ
っ
て
糊
粉
麿
と
匪
盤
と
の
連
絡
を
中
断
す
る
と
費
芽
が
抑
制
さ
れ
る
・
そ
の
費
茅
物
質
は
不
明
で
あ
る
が
生
長
ホ

。a

ル
モ
シ
と
は
異
る
と
一
三
の
で
あ
る
・

p
o
gミ・
2
・E
《
一
室
ご
は
釆
慰
類
種
賓
の
最
初
の
蛮
芽
期
に
視
掛
を
含
有
す
る
組
織

Z
極
少

の
水
分
を
吸
牧
し
た
時
に
生
長
業
を
生
歩
。
而
し
て
念
激
に
生
長
棄
が
増
加
し
て
大
量
と
た
る
・
か
く
成
生
さ
れ
た
成
長
棄
は
四
八
時
間
後

に
は
全
部
匪
に
吸
牧
せ
ら
る
。
と
の
者
が
費
茅
に
重
大
な
る
役
割
を
な
す
、
と
の
ホ
ル
壱
ン
が
休
眠
せ
る
細
胞
に
最
初
の
衝
激
を
興
へ
て
生
長

を
促
す
。
そ
の
後
の
生
長
も
此
の
生
長
講
の
支
配
生
受
く
。
此
の
生
長
議
は
細
胞
の
生
死
と
は
開
係
が
宏
い
。
殺
し
た
種
子
に
も
同
様
な
生
長

素
を
生
4
y
る
・
叉
匹
乳
に
生
や
る
ホ
ル
モ
ン
も
乾
燥
に
よ
っ
て
水
を
去
れ
ば
消
失
す
る
。
内
匹
筑
に
ホ
ル
モ
シ
の
出
来
る
と
と
は
酵
素
の
作



ア
ス
コ
い
ピ
ン
酸
、
数
種
の
合
成
生
長
棄

で
植
物
の
生
長
、
再
生
、
蛮
芽
に
及
ぼ
す
影
響
を
賓
験
し
た
結
果
、
燕
妻
、
ヵ
プ
ラ
類
の
種
子
の
費
芽
、
幼
首
の
生
長
に
劃
し
て
、
プ
ス
コ

ル
ビ
ン
酸
、
純
粋
の
グ
イ
タ
ミ
シ
C

1
砺
が
最
も
効
果
大
で
、

1
夜、

1
砺
も
効
果
が
あ
り
、
1
育
は
鞘
先
抑
制
す
る
、
へ
て
ア
ウ
キ

シ
シ
類
一
は
種
子
の
費
芽
生
長
に
抑
制
作
用
を
及
ぼ
し
、
そ
の
程
度
は
漣
度
の
薄
い
ゐ
の
程
聴
く
1
砺
に
で
佐
川
底
理
と
大
差
が
な
く
な
る
。

、，，，

穴
創
e
F

及
剛
陶
』

EE-mME叶
油
げ
士
査
さ
は
ピ
オ
チ
ン
及
〉
忠
臣
民
ロ
(
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
恥
)
が
腕
豆
の
種
子
の
匹
筑
〈
子
葉
V

よ
り
分
離
し
た
匪

、E，d' 

の
生
長
に
著
し
い
影
響
を
奥
へ
る
と
と
を
明
に
し
た
J

中
山
氏
。
〈
一
告
。
〉
は
組
種
子
を
へ
テ
ロ
ア
ヴ
キ
マ
ン
に
て
賓
験
し
た
る
に
、
一
般
に

滞
貨
の
漫
努
促
進
及
抑
制
に
偏
す
る
物
質
に
就
'

J

て
の
賓
画
事
前
研
喫
慎
一
級

λ

匪
盤
に
入
り
、
そ
と
で
不
活
性
化
し
て
共
の
僅
芽
鞘
の
先
端
に
移
行
し
て
再
び
活
性
化
す
る
、
叉
種
子
の
費
芽
は
貯
蔵
生
長
棄
が
活
性
化
し

て
抑
制
作
用
に
打
ち
勝
ち
て
始
ま
る
と
一
冨
ふ
。
世
谷
氏
側
〈
一
室
。
は
落
花
生
の
休
眠
種
子
は
、
ヘ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
で
編
著
た
る
費
芽
促
進

を
来
し
た
が
、
読
で
は
側
1

平
4
砺
ま
で
の
範
囲
で
は
撃
の
速
度
遅
れ
、

3
2
2
4足
。

委

長

一

警

は

陸

稲
種
子
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
温
度
の
薄
い
場
合
に
殻
芽
及
費
芽
直
後
の
生
育
を
多
少
促
進
す
る
が
、
漫
い
場
合
は
抑
制
的
作
用
を
見
て
ゐ
る
・

p
a
F
g・
〉
国
2
9

。.
p
g
g
E
F
司
・
。
・
回
・
(
一
書
き

αー
は
純
梓
の
グ
イ
タ
ミ
シ
C
、

に
よ
る
と
、
種
子
内
に
貯
へ
ら
れ
た
生
長
t

棄
が
加
水
分
解
或
は
酵
素
の
作
用
で
活
性
化
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
・
M
M
O

割
合
九
歪
〉
は
燕
婆
に

、J
t

T

nu 

於
け
る
生
長
案
は
匹
乳
よ
り
幼
芽
鞘
先
端
に
移
動
し
、
そ
と
で
活
性
化
す
る
。
〈

am受
一
脅
さ
は
玉
萄
黍
に
於
て
距
乳
の
活
性
生
長
棄
は

用
に
よ
る
ら
し
く
、
加
水
分
解
に
よ
る
澱
粉
の
分
解
と
ホ
ル
モ
シ
の
生
成
と
は
相
関
係
す
る
・
と
の
ホ
ル
壱
ン
は
芽
鞘
及
根
端
に
出
来
る
生

長
棄
と
同
じ
生
理
作
用
が
あ
る
・
即
ち
、
芽
鞘
を
仲
長
し
幼
根
の
伸
長
を
抑
制
す
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
及
ヱ

l
テ
ル
に
博
け
て
熱
に
は
抵
抗
力

が
あ
る
。
此
生
長
棄
は
無
傷
の
殻
芽
種
子
の
糊
粉
居
、
種
皮
及
果
皮
よ
り
遠
出
す
る
と
と
が
な
い
。
此
の
費
芽
ホ
ル
モ
ン
を
プ
ラ
ス
タ
昌
シ

、，，‘，
J

白

ue"''

3
E
g
g
と
命
名
し
て
ゐ
る
。
其
の
他
〈

A
V
C岡田

ba及
手
話
回
〈
一
生
一
一
き
同
門
出

F
E
s
a
-
E白
及
吋
恒
例

F
E
E
(一
会
一
塁
〉
の
観
察



鷲
貨
の
畠
宮
崎
方
促
進
及
仰
舗
に
臨
す
る
防
震
に
就
い
て
の
貧
・
的
研
究

第
一
般

凡
ニ

或
過
度
以
上
で
は
致
命
的
成
長
抑
制
で
あ
あ
が
、
そ
れ
以
下
で
は
陽
平
に
一
時
的
の
傷
害
に
止
る
。
と
の
限
界
は

0
・0
五
l
0
・0
-
μ
の
間

に
あ
る
£
云
っ
た
。
叉
後
に
《
一
九
四
一
一
〉
三
共
事
テ
ロ
キ
シ
シ
に
一
定
時
間
浸
潰
し
後
に
、
清
水
で
洗
っ
て
明
所
で
費
芽
を
稽
抽
慣
し
た
る
に
、

苗
に
及
ぼ
す
生
長

P
影
響
は
根
よ
り
も
一
般
に
少
い
。
根
の
生
長
を
抑
制
す
る
は
浪
度
と
密
接
な
開
係
が
あ
っ
て
、
若
し
あ
る
湿
度
以
下
で

は
却
っ
て
促
進
危
示
す
場
合
が
多
い
・
と
の
生
長
素
謹
度
に
劃
す
る
棋
の
生
長
の
関
係
は
最
遁
曲
娘
《

0
3
E
5
2
2
3を
示
引
も
の
と
見

ら
れ
る
去
々
、
岡
田
氏
側
〈
一
九
一
一
吾
は
オ
-
一
パ
ス
の
未
後
熟
粒
の
摘
出
匪
に
約
五
dw
の
藤
糖
液
を
輿
へ
れ
ば
、
護
芽
せ
し
め
得
る
と
と
定
量
蹴

し
そ
拘
共
の
他
桔
頼
、
グ
イ
タ
ミ
ン
弘
、

c
、
-
一
ヨ
チ
ン
酸
、
ア
ミ
ノ
酸
等
が
単
摘
に
或
は
生
長
素
と
共
存
し
て
補
助
的
効
果
の
あ
る
と
と

、J

可
J

、J

t
i
i《
一
雪
国

0
3聞
及
〉

8
5司
会
言
語
習
等
制
〈
一
お
一天
V
E
H
g員
一
望
丸
)
何
(
一
歯
一
)
木
下
、
笠
原
仰
会
主
と
両
氏

β"'， 
可ず

最が
近費
村表
上し
氏て
〈却〉ゐ
く21)る
〆「。

.，.. 
曹

は
大
麻

胡
瓜
種
子
が
極
め
て
薄
い
へ
テ
ロ
ア
ウ
キ
シ
シ
、
グ
イ
グ
ミ
ン
臥
、
C
温
度
の
溶
液
に
於
て
費
芽

が
促
進
せ
ら
れ
る
と
と
及
び
そ
の
幼
根
の
費
育
助
長
に
グ
イ
タ
ミ
シ
民
、

C
が
顕
著
た
る
助
長
作
用
の
あ
る
と
と
を
報
告
し
た
・

ピ
g白
及

E
P〈
一
室
七
〉
の
、
既
越
の
青
酸
設
は
の

E
H
5
5ま
さ
に
よ
っ
て
一
暦
追
究
さ
れ
た
結
果
、
植
物
界
に
庚
く

E
B

《
ロ
ー
グ
ン
酸
)
が
認
め
ら
れ
る
〈
ラ
イ
姿
、
小
萎
に
も
〉
.

そ
の
配
情
誼
ア
ミ
グ
リ
ン
が
酵
素
エ
ム
ル
ジ
ン
の
作
用
で
グ
ル
コ
ー
ス
、
ベ

シ
グ
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
青
酸
を
生
じ
、
と
の
青
酸
が
費
芽
を
抑
制
す
る
・
そ
し
て
と
の
青
酸
類
に
、
蛋
白
質
か
ら
由
来
し
た
傭
貸
元
素
の
存
在

の
も
と
に
、
酵
素
ロ
ー
グ
ナ
1
ゼ
が
作
用
し
て
チ
オ
青
酸
を
費
生
す
る
と
思
は
れ
。

と
れ
が
蛮
芽
促
進
物
質
で
あ
ら
う
と
云
ム
・
土
壌
中
に

は
賓
験
室
に
て
護
持
に
調
官
と
認
め
た
と
時
々
同
査
の
ロ
ー
グ
ン
が
存
在
す
る
・
と
れ
は
動
物
の
尿
や
植
物
の
腐
敗
に
よ
っ
て
ロ
ー
グ
シ
が

地
中
に
自
然
的
肥
料
と
し
て
輿
~
ら
れ
る
と
云
ふ
.
山
田
氏
例
竺
者
五
》
も
衛
産
、
.
水
稲
に
於
て
ロ
尻
シ
加
盟
溶
液
が
費
茅
促
進
す
る
事
を
認



、j

b
て
ゐ
る
・

m
g
F
C岬
士
会
一
き
が
ヒ
マ
ハ

p
、
燕
委
の
種
賓
に
就
き
蜜
芽
抑
制
及
促
進
物
質
に
闘
す
る
研
究
を
な
し
た
そ
の
結
論
と
レ

で
、
乾
燥
種
賓
を
置
床
す
る
と
、
費
芽
床
に
抑
制
物
質
を
蓄
積
す
る
・
然
る
に
幼
植
物
が
生
育
す
る
聞
に
費
芽
促
進
物
質
を
生
守
る
ー
と
の

も
の
は
種
子
の
蜜
芽
速
乞
早
く
す
る
・
と
の
物
質
は
種
子
の
乾
漁
に
関
係
し
て
風
乾
種
子
に
は
専
ら
護
芽
抑
制
物
質
の
み
を
見
る
が
と
の
種

子
が
吸
水
膨
潤
す
る
や
、
直
に
抑
制
物
質
は
漸
次
費
芽
促
進
物
質
に
也
君
化
す
る
・
蛮
芽
ホ
J

ル
モ
シ
は
生
長
ホ
ル
モ
ン
す
と
は
別
物
で
、
恐
も
く

。E
E
E宮
崎
の
チ
オ
青
酸
で
は
な
か
ら
う
か
と
云
っ
た
.

吋

g
M
h
a
S
F
n・国
内

8
5・4
F

M
叶
(
一
室
八
)
は
既
速
の
如
く
、
チ
オ
尿
索
、

ア
F
ル
チ
オ
尿
索
、
チ
オ
L
V

ヤ
ネ
1
ト
ア
ン
モ
ュ
ャ
、
チ
オ
シ
ヤ
ネ
I
ト
加
里
等
が
高
慢
種
子
の
殻
茅
を
促
進
す
る
・
尿
素
は
抑
制
す
る
。

と
の
4
R
4
A

尿
素
と
尿
棄
は
硫
貨
が
存
在
す
る
だ
け
の
遣
で
、
強
芽
を
促
進
す
る
と
と
は
著
し
い
感
肱
の
相
違
で
あ
る
・
し
か
し
硫
酸
ア
ン
モ

硫
酸
等
の
他
の
硫
黄
化
合
物
を
種
々
の
湿
度
で
作
用
せ
し
め
て
も
、
費
芽
の
増
進
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
云
っ
た
・
円
、
司
国
民
e-
切・

、，，，

.

宅

B
H
F
Z
は
併
合
会
夫
〉
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
種
子
高
ひ
て
、
光
、
温
度
、
酸
、
ア
ミ
ノ
酸
、
生
長
調
、
種
々
盟
類
が
費
芽
生
長
に
及
ぼ

-ャ、

す
作
用
に
つ
い
て
賓
験
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
強
芽
と
生
長
と
は
全
く
別
個
の
二
つ
の
生
理
現
象
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
生
長
素
は
相
官
高

い
溌
度
で
も
褒
芽
に
影
響
を
興
へ
た
か
っ
た
が
同
じ
浪
度
に
で
も
生
長
を
阻
害
し
た
云
k
.

小
清
水
降
内
閣

.2一
色
は
雄
町
玄
米
が
畳
光
性
溶
液
ヲ
リ
ユ
オ
レ
ス
シ
ン
、
ヱ
ヲ
シ
ン
、
ヱ
リ
ス
ロ
シ
ン
の
1
一
時
の
稀
薄
一
溶
液
に
入
れ
て
、

明
所
と
暗
'
所
に
で
聾
芽
せ
し
め
た
慮
、
明
所
が
暗
所
よ
り
費
芽
が
阜
〈
、
叉
畳
光
性
の
強
い
溶
液
内
に
入
れ
た
種
子
程
、
費
茅
が
早
い
と
遁

ペ
た
。
山
崎
氏
神
(
一
霊
園
V

は
水
栢
及
陸
相
の
親
種
子
を
硫
酸
第
一
磁
の
稀
薄
博
液
中
に
入
れ
る
と
、
前
者
は
清
水
の
場
合
と
大
差
が
念
い

と
れ
は
硫
酸
蹴
中
の
繊
イ
オ
ン
が
酸
素
を
活
性
化
し
細
胞
内
の
酸
化
作
用
を
助
長
す
忍
も
の
で

が
、
後
者
は
著
し
く
聾
芽
が
促
進
さ
れ
た
.

あ
る
云
々
&
.種貨
の
授
努
促
進
及
抑
制
に
・
す
る
勧
質
に
就
い
て
の
賓
・
的
研
究

第
一
級

八



麓
貨
の
痩
穿
促
進
及
仰
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
厳
的
研
究

第
一
一
穂

八
回

種
子
は
費
芽
す
る
に
首
り
、
最
初
に
種
々
の
酵
素
の
荊
勤
に
偽
た
ね
ば
な
ら
ぬ
故
に
、
裁
に
酵
業
生
利
用
し
て
費
芽
を
促
進
す
る
や
否
や

に
就
て
従
来
研
究
が
あ
も

g
g
ω
E
E一
八
九
五
)
は
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
或
種
手
で
は
有
効
で
あ
る
が
、
他
の
種
子
で
は
無
効
で
あ
っ
た
、

ベ
プ
匂
ン
静
液
は
、
或
種
子
で
は
良
好
の
結
果
が
あ
っ
た
が
、
他
の
も
の
で
は
無
効
に
し
て
、
賞
験
上
或
る
一
種
の
酵
素
に
で
綿
て
の
種
子

に
有
効
と
云
ふ
も
の
は
な
か
っ
た
・

d
r
S
F
句
・
〉
当
八
九
八
〉
は
ト
マ
ト
は
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
に
よ
り
、
特
に
建
芽
歩
合
を
増
し
た
、

E
E
P

F
は
葺
白
質
分
解
酵
素
を
作
用
せ
し
む
れ
ば
、
好
光
性
種
子
を
ば
暗
黒
裡
に
で
も
護
芽
し
得
た
と
云
ふ
。
叉
カ
タ
ラ
1
ゼ
活
力
が
、
種
子
の

費
芽
と
平
行
的
関
係
の
あ
る
と
と
は
多
く
の
報
告
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
登
芽
力
を
金
〈
失
っ
た
種
子
に
も
、
カ
ダ
ラ
ー
ゼ
は
あ
る
の
で
、

、J

カ
タ
ラ
1
ゼ
作
用
の
有
無
が
費
芽
カ
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
〈
以
上
近
藤
氏
ゅ
よ
り
引
用
)

欄
瀕
氏
の
著
書
に
川
、
種
子
の
費
芽
に
は
吸
水
に
ょ
っ
点
、
一
定
程
度
の
水
膨
を
要
ず
る
。
と
れ
は
腰
質
物
質
(
原
形
質
)
に
行
は
れ
る
物
理

的
危
現
象
で
あ
っ
て
、
費
茅
に
は
と
の
内
墜
現
象
が
有
利
で
あ
る
が
、
水
の
吸
水
の
第
一
義
は
種
子
内
の
貯
蔵
物
質
の
加
水
分
解
の
開
始
、

卸
ち
所
調
貯
蹴
物
質
の
動
員

2
5自国岡市コ
E
S
が
超
る
と
と
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
.

傷
付
属
理
と
費
芽
の
支
献
倒

〈

C
V小萎

大
萎
等
の
未
後
熟
粒
に
於
て
剥
皮
、
切
断
、
傷
付
、
匹
の
摘
出
鹿
理
が
費
芽
を
促
進
す
る
と
と
は
高
橋
、
竹
上
、
山
崎
諸
氏
そ
の
他

の
多
く
の
研
究
例
が
る
る
@
と
れ
に
就
い
て
は
第
二
報
小
委
の
賓
験
で
趨
ペ
る
の
で
、
設
で
は
省
略
す
る
。
山
崎
氏
拘
《
一
九
四
一
)
〈
一
九
四
一
司
は

小
委
匹
の
パ
l
ナ
リ
ゼ
1
ン
ヨ
シ
民
開
興
す
る
匪
筑
中
の
物
質
は
茨
水
化
物
特
に
楢
分
で
あ
っ
て
、
と
の
積
分
と
酸
素
と
が
重
要
た
要
素
で

、J

あ
る
と
云
ふ
。
米
に
つ
い
て
の

ω
8
5
Eの
賓
験
は
低
迷
し
た
如
〈
で
あ
る
。
村
瀬
氏
側
《
一
九
回
3
は
晩
紳
力
種
子
を
約
一
二
時
間
水
中
に

浸
掛
し
、
後
に
顎
を
ま
り
、
匪
乳
を
完
全
に
除
去
し
た
匪
を
漉
紙
床
に
グ
ル
コ
ー
ス
二
・
五
材
、
デ
キ
ス
ト
リ
ン
五
弱
、
可
溶
性
澱
粉
五
d
n



ーー

。
溶
液
は
水
よ
り
費
茅
A

生
育
共
に
優
っ
た
.
し
か
し
水
車
無
気
枇
態
で
は
褒
芽
せ
歩
と
え
ふ
ι

著
者
の
責
厳
は
先
づ
糊
粉
暦
ま
で
制
皮
、
或
は
種
痘
メ
ス
、
針
先
で
粒
の
種
々
の
筒
所
に
傷
付
、
又
は
切
断
底
理
し
た
粒
が
(
匪
接
着
部

U
環
欣
傷
付
以
外
〉
完
全
玄
米
よ
り
早
く
褒
芽
す
る
も
乞
見
た
。
と
の
傷
付
等
の
虚
理
は
水
分
の
吸
牧
が
平
い
。
そ
し
て
そ
の
水
分
の
牧
牧
の

品り

速
度
と
褒
芽
と
は
よ
く
一
致
し
た
・
民
自
国
5
9
0
2九
二
)
が
大
葬
未
後
熟
種
子
の
切
口
を
パ
ラ
フ
ィ
ン
で
覆
ふ
と
、
否
と
に
拘
ら
守
、
費

芽
向
上
し
た
と
云
k

の
由
な
る
が
、
著
者
は
玄
米
の
傷
口
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
の
塗
布
は
強
芽
を
向
上
し
た
か
っ
た
.
と
れ
は
水
分
の
吸
牧
を
妨

げ
る
需
で
あ
る
・
{
著
者
は
小
萎
の
賓
験
に
つ
き
で
は
第
二
報
に
報
告
す
る
が
、
後
熟
完
了
粒
の
費
芽
と
水
分
は
米
と
同
ヒ
関
係
が
あ
る

、
が
、
未
後
熟
粒
は
水
分
の
吸
牧
遺
度
と
殻
芽
速
度
が
一
致
し
な
い
と
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
〉
玄
米
に
於
て
水
分
の
吸
牧
が
早
い
程
費
芽
を
早
め

る
事
賓
に
う
き
、
著
者
は
共
の
見
解
を
持
っ
て
ゐ
る
。
強
芽
に
際
し
て
吸
水
す
る
と
と
が
貯
蹴
物
質
の
動
員
を
起
す
の
で
あ
る
が
、
或
一
一
程

度
の
吸
水
量
に
早
〈
遣
す
る
と
と
が
単
に
栄
養
物
質
の
加
水
分
解
に
必
要
た
る
の
み
で
た
く
、
護
芽
促
進
(
誘
護
)
物
質
の
生
成
活
性
化
を

早
め
る
た
め
と
解
し
て
ゐ
る
・
と
の
場
合
温
度
と
相
待
ち
て
酸
素
の
供
給
も
必
要
の
様
で
、
と
れ
は
酸
素
の
依
乏
し
た
水
中
褒
芽
で
は
輩
根

不
良
な
る
と
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
・

一
方
を
た
或
程
度
の
傷
付
、
剥
皮
等
の
鹿
理
は
、
匹
に
直
接
酸
素
の
供
給
を
よ
く
す
る
も
の
で
は

な
い
か
と
考
へ
て
ゐ
る
・

そ
し
て
粒
の
傷
付
部
位
に
よ
っ
て
、
そ
の
費
芽
が
促
進
さ
れ
、
又
或
場
合
は
殆
ん

E
費
芽
し
な
い
。
例
ヘ
ば
匹

接
着
部
に
於
け
る
環
扶
傷
付
に
よ
ヲ
て
殆
ん
ど
蜜
芽
し
た
い
。

と
れ
に
糖
類
を
加
用
し
で
も
効
果
が
な
い
。

・匪
よ
り

0
・五

m
の
位
置
の
環

扶
傷
付
は
蜜
芽
を
抑
制
す
る
が
、
粒
の
中
央
部
位
の
環
紋
傷
付
は
却
っ
て
蛮
芽
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
・
幼
根
の
伸
長
は
費
芽
抑
制
の
大

た
る
も
の
程
不
良
で
②
る
が
幼
芽
の
仲
長
は
大
差
が
た
い
。
そ
し
て
切
断
と
傷
付
は
岡
部
位
の
時
は
、
切
断
の
時
が
常
に
費
芽
が
早
い
の

を
見
た
』
金
制
皮
米
で
は
費
芽
は
早
い
が
伸
長
は
劣
り
、
且
つ
叉
幼
根
よ
り
も
劫
芽
先
輩
で
あ
り
‘
幼
根
の
蜜
現
は
標
準
よ
り
少
い
・
匪
接

濁
賓
の
副
院
芽
促
港
及
抑
制
に
闘
す
る
初
買
に
就
い
だ
の
賓
眼
前
研
究

八
五

第
一
級



濁
賓
の
髭
穿
促
進
及
抑
制
に
偏
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
且
層
的
研
究

第
一
線

八
六

着
都
の
環
献
働
付
は
怪
盤
と
糊
粉
屠
の
連
絡
を
遮
断
す
る
と
と
に
な
っ
て
、
糊
粉
屠
よ
り
費
芽
促
進
物
質
の
移
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
費

芽
が
抑
制
さ
れ
る
と
云
ふ

ω口

g
g
E
の
設
を
肯
定
す
る
結
果
を
得
た
が
、
と
の
部
分
の
環
紋
傷
付
が
費
芽
物
質
の
移
輔
を
単
に
機
械
的
に

阻
止
す
る
、
の
み
で
も
払
く
、
匹
盤
組
織
を
傷
付
る
事
が
、
分
泌
吸
牧
機
能
を
害
し
て
、
殻
芽
物
質
の
整
調
を
容
す
る
も
の
と
考
へ
で
ゐ
る
・

と
れ
は
一
定
時
間
浸
潰
後
帥
ち
距
へ
十
分
に
費
芽
促
進
物
質
が
捗
動
し
た
後
、
と
の
部
分
の
連
絡
中
断
は
護
芽
を
抑
制
し
な
い
事
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。

叉
浸
漬
後
に
と
の
部
分
の
環
献
傷
付
し
て
摘
出
し
た
匹
(
匪
盤
が
傷
付
い
て
ゐ
る
o
v
に
積
類
を
添
加
し
て
褒
芽
せ
し
む
る

と
、
傷
付
い
た
摘
出
匹
の
方
が
無
傷
の
摘
出
匹
よ
り
費
芽
特
に
稜
棋
の
良
好
な
る
は
驚
く
ペ
き
事
賓
で
あ
る
・
乾
燥
粒
を
環
紙
傷
付
げ
て
直

に
匹
を
摘
出
し
た
も
の
も
、
環
献
傷
付
後
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
匹
も
殆
ん
ど
護
芽
し
な
い
と
・
と
と
+
へ
い
に
異
る
の
で
あ
る
。
と
れ
匪
に
護
芽

物
質
が
移
動
後
或
は
活
性
化
さ
れ
た
後
の
匪
盤
傷
付
が
、
匹
盤
の
機
能
に
最
早
何
等
の
害
作
用
が
な
く
却
っ
て
憤
類
吸
牧
を
増
加
し
て
費
根

仲
長
を
助
長
す
る
事
を
謹
明
す
る
も
の
で
あ
る
・
叉
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
で
は
幼
芽
は
多
く
殻
現
す
る
が
、
幼
担
慨
は
僅
か
に
一

O
l一コ
O
M

L
か
費
。
現
し
た
い
.
而
し
て
吉
一
脚
は
旭
よ
り
常
に
殻
根
歩
合
が
低
い
。
門
担
し
七
、
八
月
の
高
温
を
経
過
す
る
と
旭
の
方
が
吉
一
柳
よ
り
早
〈

費
芽
b
t
低
下
す
る
事
を
見
た
o
v
斯
く
品
種
開
業
異
が
あ
る
事
も
知
う
た
・
然
る
に
四
時
間
以
上
浸
潰
し
た
畿
摘
出
し
た
匪
は
劫
芽
劫
根
と

も
殆
ん
を
全
部
費
現
す
る
.
と
れ
と
の
浸
漬
膨
脹
時
に
護
茅
物
質
が
匹
に
吸
牧
移
動
さ
れ
た
袋
め
と
解
し
た
.
し
か
し
友
が
ら
一

i
一一一時間

む
慢
漬
は
却
っ
て
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
よ
り
殻
芽
が
劣
る
の
は
、
匪
に
は
元
来
若
干
の
費
芽
物
質
を
含
有
す
る
が
、
ど
れ
が
浸
漬
初
期
に
於
て

却
。
て
匹
£
り
他
に
分
秘
す
る
が
、
《
活
性
化
す
る
に
必
要
の
た
め
か
v
四
時
間
以
後
に
は
と
れ
が
糊
粉
暦
を
通
巴
て
、
再
び
匪
に
多
量
に
移
動

す
る
を
思
は
れ
た
.
と
の
事
は
匹
盤
、
糊
粉
暦
が
費
芽
に
最
初
最
も
重
大
た
る
整
調
役
割
を
た
す
事
堂
物
語
る
も
の
で
あ
る
・
粒
の
中
央
を

臨
宇
都
の
b
T讃
献
傷
付
が
背
宇
都

ωそ
れ
よ
り
促
進
作
用
が
梢
身
大
で
あ
り
、
叉
匹
附
近
で
は
抑
制
作
用
が
腹
宇
部
の
傷
付
が
背
牟
部
傷
付

に



震
貨
の
畠
罰
芽
促
進
及
何
割
に
劃
す
る
物
質
に
破
い
て
の
賓
・
的
研
由
丸

畠
士
銀

九
七

よ
り
も
鞘
k

大
な
る
事
を
著
者
は
認
め
て
ゐ
る
・

F
E
Z
U岡
田
は
糊
掛
唐
に
褒
芽
物
質
の
通
路
が
る
っ
て
、
米
に
於
て
は
背
及
側
面
に
於
て

は
粒
の
頂
端
よ
り
匪
に
、
腹
部
に
於
て
は
腔
よ
り
頂
端
に
流
通
す
る
と
一
疋
ふ
.
と
の
謹
明
賞
験
と
し
て
、
沃
度
試
法
を
用
ひ
て
染
色
の
順
序

に
よ
っ
て
、
流
通
の
方
向
を
定
め
て
ゐ
る
・
著
者
等
は
嘗
て
玄
米
に
於
け
る
前
度
の
染
色
は
、
瞬
端
か
ら
匪
附
近
が
最
も
卒
く
着
色
す
る
・

そ
し
て
品
種
に
よ
っ
て
背
及
腹
部
、
側
面
或
は
全
面
に
着
色
す
る
遁
度
や
順
序
及
着
色
部
位
が
異
る
と
と
に
よ
っ
て
、
口
同
種
鑑
識
に
宙
服
用
出

来
る
と
と
を
提
唱
し
た
・
そ
の
試
験
の
結
果
よ
り
し
て

r
E
g習
の
腹
、
背
宇
都
が
各
均
一
時
流
の
方
向
を
異
に
す
る
設
に
は
疑
問
を
持
つ

て
ゐ
る
・
併
心
糊
粉
暦
の
環
欣
傷
付
が
、
匹
へ
の
移
動
吸
牧
を
阻
止
す
る
と
と
は
肯
定
す
る
・
兎
に
角
怪
附
近
が
最
も
早
ペ
着
色
す
る
と
と

を
見
て
、
費
芽
の
最
初
に
、
匹
盤
及
び
と
の
近
く
の
匹
筑
特
に
糊
粉
暦
が
最
初
冗
活
動
を
開
始
す
る
と
思
は
れ
る
・
恐
ら
く
費
芽
物
質
の
生

成
活
性
化
す
る
と
と
及
び
匪
ヘ
移
動
吸
牧
も
と
の
部
分
が
最
初
に
役
立
つ
と
思
は
る
・
よ
っ
て
粒
の
中
央
で
切
断
或
は
環
股
傷
付
す
る
と
、

そ
れ
よ
り
先
端
部
分
の
費
芽
物
質
(
柴
養
物
質
も
V

の
除
去
と
な
る
に
も
拘
ら
や
、
却
っ
て
蜜
芽
が
促
進
せ
ら
れ
て
、
賓
駒
期
間
中
に
蛮
芽

及
生
長
の
抑
制
が
見
ら
れ
な
い
理
由
は
裁
に
あ
る
も
の
と
解
し
て
ゐ
る
・

共
に
乾
煉
粒
摘
出
匪
に
糖
類
の
加
用
は
、
幼
棋
の
費
現
に
著
し
く
効
果
が
あ
っ
て
幼
棋
を
先
奮
す
る
・
向
浸
潰
粒
摘
出
匹
に
情
類
加
用
は

一
屠
に
費
育
b
t
助
長
す
る
・
可
溶
性
澱
粉
も
効
果
が
あ
る
・
乾
燥
粒
摘
出
匹
の
匹
盤
の
洗
糠
は
、
幼
芽
、
劫
根
の
殻
現
を
著
し
く
不
良
と
す

る
・
と
れ
匹
盤
に
含
ま
る
若
干
量
の
蛮
芽
物
質
が
流
亡
す
る
震
と
思
は
れ
た
.
鹿
が
一
旦
浸
潰
し
た
粒
の
摘
出
匹
の
洗
糠
は
僅
か
に
低
下
ず

る
の
み
守
あ
る
・
既
に
匪
盤
よ

P
匹
の
部
位
に
移
輔
A
Y
み
か
、
或
は
活
性
化
さ
れ
た
震
区
瞥
芽
物
質
の
流
亡
が
少
い
も
の
か
と
思
は
れ
た
.

と
れ
に
糖
類
加
用
は
向
効
果
が
あ
る
・
し
か
る
に
乾
燥
粒
摘
出
匪
を
洗
様
し
た
も
の
、
或
は
同
摘
出
匪
の
匪
盤
左
傷
付
W
た
も
の
に
、
積
類

を
加
へ
て
も
そ
の
効
果
が
甚
じ
く
低
下
す
る
・
と
れ
は
糖
類
そ
の
も
の
が
費
芽
、
登
幌
物
質
?
な
く
、
所
謂
ホ
ル
モ
シ
的
集
養
周
子
と
し
て



書
貨
の
a
E
穿
促
進
及
抑
制
に
・
ず
る
初
買
に
疏
い
て
の
賓
睡
眠
的
研
究

第
一
級

八
八

、ー

の
助
成
的
物
質
で
あ
る
と
思
は
れ
た
、
構
類
は
一
般
に
呼
吸
材
料
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
。
坂
村
氏
閣
は
情
類
は
生
長
素
の
不
活
性
化
を

め

防
h
¥
と
の
際
呼
吸
材
料
と
し
て
便
立
う
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
云
々
、
庚
瀬
氏
。
〈
一
九
四
一
一
}
は
生
長
ホ
ル
モ
シ
は
澱
粉
、
情
類
の
還
質
酵
素
の

一
種
の
助
酵
素
的
作
用
を
現
す
と
い
ふ
、

い
づ
れ
に
し
て
も
糖
類
と
生
長
棄
と
は
密
接
な
る
聞
係
が
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
叉
輩
芽

物
質
と
構
類
と
も
斡
接
た
る
闘
係
が
あ
る
と
と
が
本
貰
験
に
於
て
知
ら
れ
る
・

摘
出
匪
に
果
種
皮
に
伴
っ
て
少
量
の
糊
粉
磨
、
澱
粉
塊
の
附
着
は
匪
の
み
の
も
の
よ
り
費
根
が
輔
k

多
い
の
を
見
た
・
叉
摘
出
匪
に
ア
ス
バ

a-

ラ
ギ
シ
、
グ
リ
コ
コ

1
ル
、
三
共
へ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
グ
イ
タ
ミ
ン
弘
、
積
屠
浸
出
液
等
を
吸
墨
祇
或
は
巧
回
目
の
培
養
基
に
加
へ
る
も
抑

制
す
る
場
合
が
多
く
て
、
促
進
的
効
果
を
見
る
と
と
が
出
来
な
か
っ
た
・

と
れ
は
単
に
添
加
物
質
の
種
類
の
如
何
に
よ
る
の
み
で
た
く
、
叉
そ

の
湿
度
の
如
何
に
よ
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
本
質
験
の
過
度
に
よ
っ
て
促
進
的
作
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
玄
米
の
水
中
費
芽
に
於
て

は
、
幼
芽
は
早
く
生
や
る
が
、
幼
相
棋
の
費
現
が
遅
く
、
且
つ
不
良
で
あ
る
。
と
れ
に
過
酸
化
水
素
の
加
用
は
曹
棋
を
早
く
む
た
が
伸
長
は
停
止

す
る
・
糖
類
の
加
用
は
完
全
玄
米
で
は
寧
ろ
費
芽
が
遅
く
な
る
・
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
臥
1
闘
は
梢
々
褒
根
促
進
作
用
が
あ
る
如
く
見
ら
れ
、
ー
砺

は
抑
制
的
で
あ
っ
た
が
確
賓
で
な
い
.
然
る
に
摘
出
匪
の
水
中
盈
芽
は
玄
米
と
具
っ
て
過
酸
化
水
素
も
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
臥
も
何
等
の
効
果
が
な

く
殆
ん
H
F

・
-
帯
一
茅
褒
根
し
な
い
・
然
る
に
構
類
加
用
は
水
中
で
も
著
し
く
費
芽
費
根
を
助
長
し
た
・
と
の
相
遣
は
玄
米
で
は
法
透
監
が
閥
係
す

る
が
、
摘
出
匪
は
直
接
的
に
と
の
糖
類
を
吸
牧
利
用
す
る
た
め
に
効
呆
が
あ
る
と
思
は
る
.
向
過
醜
化
水
素
の
効
果
は
間
接
的
で
あ
る
。
ヴ

イ
タ
ミ
シ
E

町
も
直
接
的
の
効
呆
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
.
金
制
皮
米
は
吸
墨
紙
床
で
は
費
芽
が
早
い
が
費
棋
は
少
く
・
叉
後
の
仲
長
は
甚

し
く
劣
る
・
水
中
で
は
全
然
費
芽
し
な
い
。

ω。
同
炉
福
岡
国
国

は
と
の
部
分
に
グ
イ
タ
ミ
シ
副
が
多
量
に
含
ま
れ
る
と
と
よ
り
し
て
費
芽
生
理
院

及
ぼ
す
影
響
を
見
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
費
芽
ホ
ル
モ
ン
は
不
明
で
あ
る
が
生
長
ホ
ル
モ
ン
で
は
な
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。
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種
貨
の
震
芽
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い

の
賓
駿
的
研
究

第
一
蝦

九
0 

幼
根
を
抑
制
、
幼
芽
を
促
進
す
る
・
ー
一
切

1
1碕
で
は
幼
そ
幼
根
共
に
促
進
し
た
・
ヴ
J
H

タ
ミ
ン
町
、

c
、

フ
ァ
ン
も
高
い
混
度
で
は
抑
制
す
る
・
叉
茜
し
く
薄
い
渥
度
で
は
影
智
が
な
い
・
ー
一
日
韓
度
で
は
幼
棋
は
少
し
く
抑
制
さ
れ
て
幼
芽
は
梢
々

促
進
的
。
場
合
が
多
い
.
恐
ら
く
此
等
の
諸
物
質
に
於
て
も
、
従
来
生
長
棄
に
於
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
幼
芽
、
幼
根
の
感
聴
に
は
各
々

へ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
ト
リ
プ
ト

最
適
曲
線
を
示
す
も
の
で
、
幼
根
の
最
適
離
は
幼
茅
よ
り
遁
に
低
い
艶
に
あ
る
ら
し
い
・
郎
ち
幼
根
は
幼
芽
よ
り
感
聴
が
鋭
敏
で
あ
る
も
の

と
思
は
れ
る
・
叉
情
期
は
摘
出
匪
で
は
著
し
く
褒
芽
を
良
好
に
し
た
が
、
玄
米
で
は
見
ら
れ
ゑ
か
っ
た
・

以
阜
の
費
騒
を
要
約
す
る
と
、
先
づ
野
口
氏
の
指
摘
し
た
如

4
、
著
者
も
米
に
於
て
は
幼
芽
、
幼
棋
の
護
現
は
添
加
物
質
、
傷
付
属
理
の
如

何
、
温
度
、
水
漁
の
高
低
に
劃
し
て
感
臆
度
以
山
著
し
く
異
る
と
と
を
見
た
の
で
、
費
芽
を
論
や
る
に
は
必
や
幼
芽
、
幼
根
を
区
別
し
て
観
察

す
る
必
要
注
認
め
た
の
で
あ
る
・
コ
一

O
度
で
吸
墨
紙
床
で
は
幼
根
先
端
以
な
る
も
、
玄
米
の
合
水
量
の
多
い
場
合
及
び
金
制
皮
米
で
は
幼
芽
の

先
費
を
見
た
・
叉
二

O
度
で
は
綿
て
幼
芽
先
費
で
あ
る
・
摘
出
匹
は
幼
芽
先
聾
す
る
が
、
と
れ
に
積
類
の
添
加
は
幼
根
先
費
止
な
る
・
而
し

て
話
加
物
質
が
容
作
用
宣
及
ぼ
す
場
合
幼
芽
が
幼
根
よ
り
遁
に
抵
抗
性
の
強
い
と
と
b
t
知
っ
た
・
共
に
玄
米
の
琵
芽
は
積
茅
促
進
〈
誘
費
v

物
質
の
活
動
に
よ
っ
て
、
始
め
℃
匪
の
費
芽
が
誘
聾
せ
ち
れ
る
・
と
の
護
芽
物
質
は
糊
粉
暦
に
含
ま
れ
、
ハ
或
は
内
部
匪
筑
に
で
生
成
せ
ら
れ

た
後
に
糊
粉
暦
に
移
る
の
か
も
し
れ
た
い
が
V

糊
粉
暦
か
ら
匪
に
移
動
吸
牧
せ
ら
れ
る
も
の
と
解
し
た
・
元
来
匪
盤
に
も
費
芽
物
質
は
少
量

存
す
る
が
、
最
初
の
吸
水
膨
脹
時
に
匹
盤
よ
り
糊
粉
婿
(
或
は
匹
乳
〉
に
一
息
分
泌
せ
ら
れ
る
ら
じ
い
〈
活
性
化
作
用
に
必
要
注
需
に
か
?
え

と
れ
は
乾
燥
粒
の
摘
出
座
の
費
芽
よ
り
一

1
三
時
間
浸
潰
粒
の
摘
出
匪
の
費
芽
が
茜
し
く
不
良
た
る
と
と
よ
り
推
定
し
た
・
鹿
が
四
時
間
以

後
に
は
と
の
費
芽
物
質
が
再
び
多
量
に
匹
に
遺
す
る
.
師
ち
四
時
間
以
上
特
に
一
二
、

一
八
時
間
漫
潰
し
た
粒
の
摘
出
匪
は
、
殆
ん
ど
完
全

に
費
芽
す
る
の
で
あ
る
・
米
に
於
て
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
、
或
は
共
の
他
の
重
要
成
分
が
路
及
び
皮
下
組
識
に
多
く
含
有
し
て
ゐ
る
如
〈
に
、



出
し
た
匪
は
費
芽
が
平
い
場
合
で
も
‘
生
長
が
績
か
な
い
と
と
が
知
ら
れ
、
又
蛮
芽
、を
促
進
す
る
添
加
物
質
が
幼
芽
幼
根
の
伸
長
に
は
抑
制

的
に
働
〈
場
合
も
認
め
て
ゐ
る
の
で
、
或
は
費
芽
現
象
と
生
長
現
象
と
は
二
つ
の
別
個
の
生
理
現
象
で
あ
っ
て
、
費
芽
の
刺
戟
促
進
(
議
琵
)
と

生
長
促
進
物
質
&
は
必
や
し
も
同
一
物
と
考
へ
や
、
或
比
W
別
個
の
物
質
に
よ
ワ
て
と
れ
等
の
現
象
が
調
整
維
持
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
と
考

極

貧

の

畿

穿

促

進

及

抑

制

に

則

す

る

物

質

に

就

い

て

の

賓

・

的

研

究

修

一

徹

九

文
住
筑
糊
掛
居
の
貯
離
物
質
が
酵
素
カ
に
よ
っ
て
加
水
分
解
さ
れ
、
費
芽
時
及
び
蛮
芽
後
の
生
長
に
動
員
利
用
さ
れ
る
と
と
も
従
来
幾
多
の

知
見
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
慮
で
あ
る
・
著
者
の
行
っ
た
粒
の
中
央
傷
付
鹿
理
に
於
て
は
費
芽
生
長
共
に
促
進
せ
ら
れ
る
が
、
金
制
皮
ず
る
か
、
摘

芽
の
促
進
的
の
場
合
を
見
た
が
、
幼
根
の
費
現
が
促
進
さ
れ
る
の
は
見
嘗
ら
な
か
ワ
た
。
よ
っ
て
の

E
F
E
E
R
2
等
の
詑
の
如
究
、
玄
米

に
於
け
る
そ
の
費
芽
抑
制
及
び
促
進
物
質
は
青
酸
、
ロ
ー
ダ
ン
酸
か
も
し
れ
ぬ
.
叉
尿
素
、
チ
オ
尿
素
如
き
も
の
か
も
し
れ
た
い
が
、
著
者
は

外
部
か
ら
添
加
し
た
物
質
が
、
た
と
へ
種
子
に
内
在
す
る
成
分
と
知
ら
れ
て
ゐ
て
、
と
れ
が
促
進
的
或
は
抑
制
的
に
働
く
も
、
と
の
物
質
を
直

に
種
賓
の
費
芽
を
整
調
す
る
費
芽
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
と
は
断
定
す
る
と
と
は
出
来
た
い
と
思
ふ
。
・
即
ち
此
等
の
物
質
の
添
加
に
よ
っ
て
、
種

貰
に
内
在
す
る
抑
制
物
質
が
解
消
さ
れ
て
促
進
的
に
働
く
か
も
圃
ら
れ
歩
・
叉
糖
類
の
如
く
促
進
の
助
成
を
な
す
物
質
も
存
す
る
に
よ
る
・

n
g
E
E同
は
費
芽
ホ
ル
モ
ン
と
生
長
棄
は
同
一
物
で
あ
る
と
云
ふ
.
生
長
素
が
生
長
に
閥
興
ず
る
事
は
今
日
最
早
疑
問
の
払
跡
地
は
な
い
。

チ
オ
青
酸
加
皇
、
チ
オ
尿
素
は
一
般
に
促
進
的
に
働
き
、
青
酸
加
里
、
尿
素
は
抑
制
的
に
働
い
た
.
但
し
と
の
物
質
も
薄
い
溶
液
で
は
却
っ

て
促
進
的
な
る
乞
見
た
。
ア
ス
パ
ヴ
》
ン
も
亦
同
様
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
抗
、

c
、
ヘ
テ
ロ
キ
シ
ン
、
ト
リ
プ
ト
フ
ア
シ
、
に
於
て
幼

は
摘
出
匹
の
費
芽
特
に
蜜
根
そ
著
し
く
促
進
す
る
が
、
職
担
芽
物
質
の
活
動
を
助
成
ナ
る
補
助
的
物
質
で
あ
る
と
と
を
認
め
た
。

と
の
費
芽
促
進
物
質
の
本
質
を
研
究
す
る
一
手
段
と
し
て
、
玄
米
に
諸
種
物
質
を
添
加
し
て
、
強
芽
の
促
進
及
抑
制
作
用
宣
見
売
と
と
る

• 

、
•. 

と
の
費
芽
物
質
も
そ
の
分
布
に
は
向
研
究
を
要
す
る
が
匹
盤
或
は
糊
粉
屠
の
如
き
皮
下
組
織
に
多
く
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
・
積
類



組
賓
の
島
民
努
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賞
駿
的
研
究

第
一
級

九一一

へ
ら
え
拘
叉
卯
司
自
の
見
解
の
如
く
登
芽
の
刺
戟
(
誘
費

)(pg巨
ass-。5
2
vと
褒
芽
促
進
〈
相
内
注
目
ロ
ロ
駒
田

Z
B
E是
BEVを

一
腹
区
別
し
て
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
は
る
。
兎
に
角
種
子
に
内
在
す
る
費
芽
物
質
、
所
謂
稜
芽
ホ
ル
モ
ン
の
本
質
は
不
明
た
る
が
比

し
か
し
な
が
ら
と
れ
が
置
床
後
僅
か
四

l
一
二
時
間
位
で
〈
二
四
度
〉
生
成
、
活
性
化
し
て
匹
に
移

較
的
に
簡
単
な
る
物
質
か
も
し
れ
ぬ
。

動
吸
牧
さ
料
る
、
し
か
る
後
輩
芽
に
闘
興
す
る
と
見
た
が
、
と
の
時
に
於
て
種
子
は
各
種
の
酵
素
作
用
や
呼
吸
等
に
も
相
関
係
す
る
複
雑
な

る
生
理
的
作
用
を
な
す
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
呼
吸
に
一
群
の
呼
吸
酵
素
が
闘
奥
ダ
る
如
く
、
著
者
は
或
種
の
酵
素
的
簡
媒
に
よ
っ
て

費
芽
物
質
の
生
成
活
性
化
が
行
は
れ
、
そ
の
機
能
は
匹
乳
主
と
し
て
糊
粉
居
及
距
盤
に
て
遂
行
せ
ら
れ
、
休
眠
匪
を
し
て
蛮
芽
一
を
誘
費
す
る

も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
、
品
開
強
芽
抑
制
物
質
と
促
進
物
質
と
は
全
然
別
個
の
も
の
か
、
相
盤
化
す
る
も
の
か
叉
共
の
本
質
に
つ
い
て
は
今
後
の

研
究
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
.. 

第

七

章

摘

要

て
玄
米
に
於
け
る
費
芽
促
進
並
に
抑
制
物
質
に
闘
し
て
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
.
昭
和
一
八
年
一
月

l
九
月
に
賓
験
を
行
っ
た
。

(1) 

玄
米
の
乾
燥
粒
及
浸
潰
粒
の
剥
皮
、
傷
付
、
及
び
切
断
鹿
理
と
費
芽
と
の
閥
係

(2) 

乾
燥
粒
と
浸
漬
粒
の
摘
出
匪
の
話
回
目
寒
天
培
養
基
上
、
吸
墨
紙
床
上
或
は
水
中
に
於
て
、
糖
類
、
澱
粉
、
ア
ミ
ノ
酸
、
グ
イ
グ

(3) 

ミ
シ
恥
、
一
二
共
ヘ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
穣
暦
浸
潰
液
、
過
酸
化
水
素
を
添
加
し
て
そ
の
殻
芽
の
比
較

費
芽
の
遅
速
あ
る
旭
、
士
口
一
柳
種
に
つ
い
て
、
抑
制
物
質
の
有
無
に
闘
し
て
、
雨
種
の
混
在
置
床
に
よ
る
費
芽
の
遅
速
貨
験

1ω 

小
事
変
の
費
芽
抑
制
物
質
の
浸
出
液
を
玄
米
に
添
加
し
て
之
が
玄
米
の
蜜
芽
の
遅
速
に
及
ぼ
す
影
響
貨
験



漕
貨
の
醤
芽
促
進
及
抑
制
に
鳳
す
る
駒
貨
に
就
い
て
の
賓
眼
前
研
究

鱒
一

mm

九

(5) 

玄
米
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
刷
、

c
、
一
ユ
共
ヘ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
、

γ
ス
パ
ラ
干
ン
、
青
酸
加
堂
、
チ
オ
青
酸
加
壁
、
尿
索
、

チ
オ
尿
素
等
の
添
加
と
費
芽
の
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
賢
験

二
、
玄
米
の
幼
芽
と
幼
根
の
費
現
は

f傷
付
叉
は
制
皮
島
理
粒
に
於
て
も
、
亦
摘
出
し
た
匪
に
於
て
も
、
又
温
度
、
水
漁
、
或
は
種
k

の
物

質
の
添
加
に
劃
し
て
も
、
そ
の
護
芽
の
影
響
が
異
る
故
に
、
幼
芽
と
幼
根
と
は
常
に
別
々
に
観
察
し
た
。

}
一
一
、
乾
燥
玄
米
の
制
皮
、
傷
付
又
は
切
断
は
褒
芽
を
促
進
す
る
.
但
し
金
剥
皮
米
の
み
は
、
幼
一芽
は
早
く
費
現
ず
る
が
、
幼
根
の
費
現
は
少

〈
、
そ
の
伸
長
は
劣
る
。
而
し
て
費
芽
の
促
進
程
度
は
、
水
分
の
吸
牧
程
度
と
相
一
致
し
た
。
よ
っ
て
一
定
度
の
水
分
を
早
く
吸
牧
ず
る

と
と
が
、
温
度
と
相
候
っ
て
、
帯
血
芽
促
進
物
質
の
動
賀
活
性
化
に
阜
く
役
立
。
故
に
、
費
芽
が
促
進
せ
ら
る
と
解
し
た
。
と
れ
に
は
酸
素

が
闘
興
す
る
と
思
ば
れ
る
は
、
酸
素
不
十
分
注
る
水
中
強
芽
で
、
費
根
不
良
な
る
に
よ
っ
て
も
理
解
せ
ら
れ
る
。
又
と
の
費
芽
物
質

ρ生

成
、
活
性
化
は
、
酵
素
的
蝿
媒
作
用
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
と
考
へ
て
ゐ
る
・
傷
口
に
パ
ラ
フ
イ
シ
塗
布
は
吸
水
を
阻
止
す
る
た
め
費
芽
は

平
ぐ
た
ら
な
い
と
と
を
確
め
た
・

四
、
米
の
乾
燥
粒
の
摘
出
圧
に
も
、
若
干
量
の
盛
芽
物
質
を
含
有
し
て
ゐ
て
、
そ
の
費
芽
に
は
或
程
度
の
濁
立
性
が
あ
る
が
、
共
の
程
度
は

品
種
に
よ
っ
て
多
少
相
違
が
あ
る
。
旭
で
は
幼
芽
八
O
%を
生
守
る
が
、
幼
根
は
ご

U
i一ニ
O
d
w
に
過
ぎ
な
い
。
粒
を
浸
潰
膨
脹
す
る
間

に
、
と
の
費
芽
促
進
物
質
は
糊
掛
屠
を
通
じ
て
匪

κ移
動
す
る
放
に
、
強
め
乾
燥
粒
に
つ
い
て
、
匹
盤
と
糊
粉
居
の
連
絡
を
全
く
中
断
す

る
様
に
環
扶
傷
付
ル
ー
た
し
て
置
床
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
費
芽
し
な
い
。
と
れ
に
構
類
を
加
用
し
で
も
効
果
が
な
い
。
然
る
に
、
一
定
の
浸
漬
後

に
、
と
の
部
分
を
同
じ
程
度
に
傷
付
け
た
も
の
は
、
よ
く
費
芽
す
る
。
と
れ
は
と
の
浸
演
中
に
活
性
化
し
た
費
芽
物
質
が
匹
に
移
動
済
の
た

め
と
解
し
た
。
而
じ
て
と
の
移
動
は
糊
粉
暦
及
び
分
泌
吸
牧
組
織
た
る
匹
盤
の
機
能
に
よ
る
も
の
と
解
与
ゐ
る
・
よ
っ
て
乾
燥
粒

O
E



竃
賓
の
穫
祭
促
進
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
賓
駿
的
研
究

第
一
線

九
凪

接
着
都
の
環
紙
傷
付
は
糊
粉
屠
と
匹
と
の
連
絡
を
遮
断
す
る
正
共
に
、
匪
盤
組
織
を
も
傷
付
け
る
た
め
そ
の
機
能
を
容
す
る
・
底
が
一
旦

漫
潰
し
た
粒
の
臨
盤
の
或
程
度
の
傷
付
は
、
同
時
に
構
類
乞
添
加
す
れ
ば
却
つ
℃
聾
根
仲
・長
を
抽
唱
す
如
き
措
く
べ
き
結
呆
を
得
て
ゐ
る
。

五
、
前
述

ρ
如
く
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
は
、
幼
芽
生
先
渡
し
て
約
八
O
M生
守
る
が
、
幼
根
は
一

0
1一
=odwに
過
ぎ
な
い

J
然
る
に
四
時
間

以
上
の
浸
漬
粒
の
摘
出
脹
は
、
幼
芽
、
幼
根
共
一

oodn費
生
ず
る
、
師
ち
蜜
芽
物
質
が
移
動
じ
た
震
で
あ
る
・
し
か
し
て
、
置
床
一

l

三
時
間
は
、
却
っ
て
乾
燥
粒
摘
出
匪
よ
り
費
芽
が
不
自
民
た
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
事
賓
は
匪
盤
に
若
干
含
む
蛮
芽
物
質
ま
で
、
最
初
荷
性

化
に
必
要
の
た
め
匹
よ
吻
他
に
分
泌
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
放
に
と
の
時
に
摘
出
し
た
匪
の
護
芽
が
不
良
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
仕
れ
た
。
而
し
て
四
時
間
以
後
に
再
び
糊
粉
居
を
通
じ
て
匹
に
多
量
に
移
動
し
て
‘

一
二
時
間
位
で
全
部
の
費
芽
物
質
は
移
動
を
鯵
了

す
る
と
思
は
れ
た
。

六
、
乾
燥
粒
の
摘
出
匹
に
償
額
の
添
加
は
、
幼
棋
が
先
奮
と
な
っ
て
約
八
O
u
n程
度
に
費
根
歩
合
が
土
葬
す
る
・
浸
漬
摘
出
匪
K
積
類
添
加

一
回
膚
幼
根
登
現
を
抽
惜
し
、
向
幼
芽
幼
根
共
に
伸
長
を
著
し
〈
助
長
す
る
を
見
た
。
ア
ス
ぷ
ラ
ギ
ン
、
グ

p
コ
コ

1
ル
一
必
液
路
加
は

整
芝
大
串
闘
が
あ
り
、
チ
ロ
シ

y-dw液
一
は
無
影
響
、
へ
テ
ロ
キ
シ
シ
、
グ
イ
タ
ミ
シ
h
l瑚
・
も
影
響
が
殆
ん
ど
見
ら
お
そ
よ
っ
て
甑

類
の
他
に
促
進
的
効
果
の
あ
る
も
の
は
見
付
か
ら
な
か
っ
た
。

七
、
乾
燥
粒
の
摘
出
匪
の
水
洗
は
著
し
く
費
芽
を
害
す
る
・
と
れ
匹
盤
に
若
手
合
む
費
芽
物
質
的
流
亡
に
よ
る
と
考
へ
た
。
と
れ
に
情
類
を

は揖
附
加
す
る
も
、
強
芽
に
効
果
が
な
い
。
よ
っ
て
先
に
積
類
が
費
芽
費
棋
に
効
果
が
あ
る
と
記
述
し
た
が
、
と
の
積
顛
は
聾
芽
物
質
そ
の
も

の
で
な
く
、
費
芽
物
質
の
助
成
的
物
質
で
あ
る
と
解
し
た
・
然
る
に
一
定
時
聞
の
漫
潰
し
た
粒
の
摘
出
匹
の
水
洗
は
、
護
葬
華
客
す
る

と
と
が
僅
少
で
あ
る
。
と
れ
は
匹
盤
か
ら
匹
の
他
都
に
移
動
慣
の
た
め
か
、
前
性
化
さ
れ
た
費
芽
物
質
は
流
亡
し
難
い
翁
め
か
で
は
な
い



竃
賓
の
鍵
芽
使
・
遊
及
抑
制
に
偏
す
る
駒
慣
に
就
い
て
の
-m・
的
研
曲
丸

a
F
一
徹

九
五

F 

か
と
恩
は
れ
た
・

八
、
吉
一
肺
と
旭
堂
混
在
し
て
置
床
す
れ
ば
旭
の
護
芽
が
遅
れ
る
。
と
れ
吉
榊
に
多
少
旭
よ
り
抑
制
物
質
を
多
く
含
む
の
で
は
な
い
か
と
授
は

し
め
た
・
叉
小
委
の
補
強
芽
の
困
難
な
る
品
種
の
穂
及
び
粒
の
浸
出
液
は
穂
蛮
芽
の
容
易
た
る
も
の
h

浸
出
液
よ
り
も
玄
米
の
費
芽
に
抑

制
作
用
が
少
し
多
か
っ
た
。
又
一
二
叱
で
浸
出
し
た
液
の
抑
制
力
は
二

O
吃
の
も
の
よ
り
少
し
低
下
し
た
・
叉
小
事
実
の
果
皮
に
も
多
少
抑

制
物
質
を
認
め
た
。
と
の
事
賓
は
小
委
に
抑
制
物
質
が
あ
っ
て
玄
米
の
登
芽
を
も
抑
制
す
る
と
と
を
設
明
し
た
・
但
し
玄
米
に
護
芽
抑
制

物
質
が
存
す
る
と
て
も
、
そ
の
作
用
カ
は
徴
弱
で
あ
る
.
而
し
て
後
に
促
進
物
質
に
聾
化
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
未
だ
不
明
で
あ
る
。

九
、
玄
米
に
チ
オ
青
酸
加
里
の
1
安
王
宮
、
一
般
に
幼
芽
裂
の
費
現
を
促
症
す
る
。
1
一
時
は
裂
を
鞘
K

抑
制
し
て
・
撃
に
は
影

響
が
な
い
・
青
酸
加
里
の
l
一
宮
置
床
初
期
に
著
し
く
強
ま
抑
制
す
る
・
但
L
以
後
議
長
芝
増
し
て
一
二
日
後
に
は
艶
り
が
な

い
・
-
一
ぱ
は
抑
制
す
る
が
、
抑
制
度
は
弱
い
・

1
研
一
は
却
9
て
少
し
く
促
進
す
る
を
認
め
た
。
。

E
Z
E
E
-
の
設
の
如
〈
、
抑
制
的
に

働
く
青
酸
が
促
進
的
に
働
く
チ
オ
青
酸
に
聾
化
す
る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
玄
米
で
は
ロ
ー
グ
シ
酸
の
存
在
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
ゐ
た
い
.

5
J
Z素
は
ー
す
裏
書
於
て
は
幼
棋
を
抑
制
す
る
が
‘
短
い
た
が
ら
そ
の
撃
を
字
〈
費
す
る
。
1
百

1
1寄
で
は
確
に

妻
、
震
を
促
進
す
る
。
尿
素
は
1
而
で
は
幼
芽
、
幼
棋
に
大
容
が
あ
る
。
ー
す
は
幼
根
は
抑
制
さ
れ
る
も
幼
芽
は
き
て
促
進

包
れ
る
・
ー
宵

i
寄
で
は
劫
芽
、
幼
根
共
多
少
促
進
せ
ら
れ
た
。
ア
有
パ
ラ
ギ
シ
産
業
と
同
様
な
る
作
用
が
見
ら
れ
た
ι

芳
、
一
町

一
て
グ
イ
タ
ミ
シ
耐
の
1
7
1
市
酬
は
標
準
と
差
が
な
い
。
水
中
古
賀
芽
で
は
後
者
が
幼
根
の
費
根
及
川
伸
長
を
柑
身
促
進
す
る
如
く
見
ら

れ
た
。
グ
イ
タ
ミ
シ
C
《
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
曹
は
置
床
初
期

1時
1
1
T幼
蓄
を
抑
制
す
る
が
、
幼

Z
T促
進
す
る
如
く
ず

あ
る
・
但
し
そ
の
差
は
小
に
し
て
後
に
は
標
準
し
差
が
怠
〈
訟
も
.



昌
明
賓
の
震
芽
使
溢
及
抑
制
に
闘
す
る
物
質
に
就
い
て
の
責
措
層
的
研
究

ミ
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
の
1
可
ー
一
切
集
裂
を
促
進
す
る
が
、
幼
根
は
却
っ
て
抑
制
す
る
・
後
に
は
差
が
な
い
。
ー
砺
は
水
と
差

が
な
く

J
T幼
芽
に
は
影
響
が
な
い
が
、
議
長
初
少
し
く
促
進
す
る
如
え
ら
れ
た
が
警
で
は
台
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一
一
一
一
、
ヘ
テ
ロ
キ
シ
ン
1
一拐、

1
砺
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幼
芽
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影
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な
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幼
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少
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抑
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す
る

J
砺
は
水
と
差
が
な
い
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一
回
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最
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芽
乞
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浪
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さ
れ
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芽
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影
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な
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浪
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も
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幼
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進
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第
一
組

九
六

る
場
合
が
あ
る
・
各
物
質
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封
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幼
芽
根
の
費
現
反
膝
は
各
三
最
適
曲
棋
を
一
不
し
、
そ
し
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幼
根
の
最
遁
慰
は
、
幼
芽
の
最
適
貼
よ

り
低
い
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と
る
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ら
し
い
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一
五
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前
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玄
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一
般
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れ
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抑
制
的
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促
進
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に
働
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物
質
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あ
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と
と
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認
め
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と
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物
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調
穫
芽
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断
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す
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抑
制
物
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‘
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物
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助
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と
思
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一
六
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玄
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進
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叉
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台
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と
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れ
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。
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す
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膨
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れ
る
如
く
‘
と
L
に
始
め
て
費
芽
が
誘

賛
さ
れ
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寝員(1)種々の傷付属理と費芽の遁速

隆~Jffi米 傷付米 竿創皮米

切断米 金剥皮米 完全玄米

(3 居 22日置床…旭(12%) お。Cfこて仮置紙床授~… 3 局24日穫影〉

窮民 (2)種々の傷付魔理と水中強芽

HIQ・:夜
切断米

傷付米

金制皮米

学制度米

完全玄米

C3J!aa量副長・'・ai申鈎00にてシヤレー水中a霊祭・・・4用8目録圏内



寝員 ('3)

乾燥粒摘出駐の水中濃芽

水 1%n!;糖!f記 1% HSUlIi従

(3月28日置床…吉伸後傑n摘出底部。Cにて水中革主主F・・・4月1日慢影〉

¥ 

馬 民 (4)

1定時間浸漬後の摘出陛の費芽

'市1..、o ・.-J-. -‘.__， 、

lIIl当，
、、う~

!l・~

--‘ 

乾燥粒

12時間浸潰

:、
(1 .、l'、
i..人、
__&aJ 
-‘ 1 

3時開浸調

18時間浸讃

.、I、4、ム‘ 
~、.) 、.

l~、司

-、 J_ -_ 
6時間浸積

24筒:間浸潰

(3月27日置床・・・吉御却。Cにて吸E白紙…4刃1日銀影〉

〆



窮民 (o)

乾煉粒、浸漬粒の摘出匹と水洗、皮制廃理及 White

寒天基並に伺糖類加用基lζ於ける輩芽生長の比較

IY玄室...._・唖曹望F・・E 軍軍軍司ーーー-E宣室E

川ム iい

上段 White無糖類望書天沼益基

乾燥粒摘出怪 グ水洗 浸漬粒摘出庖水洗浸讃粒摘出降剥皮

下段 White給類却日用琴天括主主基

乾燥粒摘出脳 か水洗 浸讃粒摘出怪水洗浸領粒摘出目玉制度

(4足17日醤床・・・旭 3000...4周21日撮影〉

潟民 (7)

玄米乾燥粒と浸漬粒との摘出匹の匹盤傷付と費芽の比較

1 段・・・6時間浸潰粒傷付怪の庶務添加

~ 段・・・乾燥粒傷付IJ! 放機添加

3 段…6時間浸漬粒傷付IJ! 水

4}'段・H ・s・直敏傷付IJ! 1K UJ.よ i儲ll~'仮設地.)



(6) 

乾燥位並に浸潰粒の摘出匪の水洗底理と White培養基と

悶衝類添加との闘係
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類
基


